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町報かわにし
№ 1155

平成２９年４月１５日

　平
成
29
年
度
が
始
ま
っ
て
半
月
が
経
ち
ま
し
た
。

今
年
度
も
広
報
担
当
と
し
て
、
み
な
さ
ん
が
「
川

西
町
っ
て
い
い
と
こ
ろ
だ
な
」
と
思
え
る
よ
う
に

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　毎
年
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
話
題
に
な
る
花
粉

症
。
わ
た
し
も
３
、４
年
前
か
ら
つ
い
に
発
症
し

て
し
ま
い
、
花
と
目
を
こ
す
り
な
が
ら
じ
っ
と
耐

え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
年

は
不
思
議
と
症
状
が
出
な
い
。
花
粉
症
が
治
っ
た

の
か
、
今
ま
で
単
な
る
思
い
過
ご
し
だ
っ
た
の
か

…
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
春
の
温
か
さ
が
純
粋
に

う
れ
し
く
思
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　大

　
　編

　後
　集

　記
　今年度から、町報かわにしの表紙をリニューアル
しました。写真を天地いっぱい、町の魅力をいっぱ
い伝えられるようなデザインとしました。
　このロゴマークは（有）笹原印刷様にデザインし
ていただきました。一日も早く、みなさんに定着す
るように努めていきます。

　僕は、小学 5 年生からスノーボードをはじめ、小学 6 年生からハーフパイプの練習をはじめました。今年で
3 シーズン目を迎え、初めて大きな大会に出場しました。そして今回「ＪＳＢＡ第３５回全日本スノーボード選
手権大会 一般男子ハーフパイプの部」で優勝することができました。
　この大会で優勝したことで、プロ登録の資格がもらえました。今年の６月までにはプロ登録を済ませ、これか
らはプロ選手として、もっと練習して技を磨き、平野歩選手たちに追いつけるよう、そして世界の大会やオリン
ピックに出場できるように頑張っていきたいと思います。

未来に向かって　～第１３回～ 目
指
せ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！

Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
第
35
回
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権

　
　
　
　
　一
般
男
子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
の
部
優
勝
！

米沢中央高校１年生　土井　匠
たくみ

　君（下奥田）

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

ぼくも今日から１年生！ぼくも今日から１年生！

◆町公式フェイスブック◆◆町公式フェイスブック◆

～町立高山小学校入学式～
◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！
◆町公式フェイスブック◆◆町公式フェイスブック◆
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31　町報かわにし 平成２９年４月１５日

４月の町税等 川西町の人口

15,727 人　（－ 46）
男　　　7,685 人（－ 22）
女　　　8,042 人（－ 24）
世帯数　5,133 世帯 ( － 2)

※3月末日現在の住民基本台帳人口

●軽自動車税（全期）
●上下水道使用（３月概算分）
口座振替日　４月２８日㊎
納付期限　　５月　１日㊊

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

「わが家のおぼご」を掲載しませんか？（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名」「連絡先」「お子さんの名前（ふり
仮名付）・年齢」「メッセージ（２0 字前後）」を記入し、写真をメール
で送付ください。（町内在住で３歳までのお子さん限定）
▶５月号募集期間：４月１４日㈮～ 5 月２日㈫
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

◆公式フェイスブックページをチェック！◆
町の出来事やイベント情報など、新鮮な情報を手軽にあなた
のお手元へ！まずは「いいね」を押してみよう！

【おめでとう そして ありがとう】
は、３月に掲載の申し込みがあっ
た方のみ掲載しています。
　氏名は、申込書のとおり掲載し
ていますので、戸籍や住民基本台
帳の表記と異なる場合があります。

…３月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

樋口　まさ ９５ 小　松

髙橋　せい ９１ 吉　田

巻坂　輝一 ７１ 上小松

須藤　春子 ８２ 洲　島

澤村　サキ ９２ 下小松

色摩　まさ ９７ 中小松

齋藤　和雄 ８４ 大　舟

近野　敏朗 ７９ 吉　田

小形　清男 ８３ 下平柳

嵐田　勇三 ８９ 堀　金

鈴木與惣次 ８５ 大　塚

齋藤　芳友 ９６ 時　田

橋本　貞代 ８９ 上小松

関川　千惠 ９０ 西大塚

新郎　　　　　　　新婦 大字

齋藤　裕也 ♥ 伊藤　歩実 吉　田

後藤　和郎 ♥ 佐藤　　綾 西大塚

氏名 性別 保護者 大字

須貝　希
の あ

愛 女 悠也 ・ 沙羅 上小松

舟山　杏
あ ん り

凜 女 達朗 ・ 佳奈 中小松

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ２名

ご結婚おめでとう　２組

ご冥福を祈ります

毎
月
掲
載
募
集
中
！

島
津
　花は

な菜
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
　
　
　
　
　
　

も
り
も
り
食
べ
て
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
お
っ
き
く
な
り

ま
す
♪
　
　
　
　
　
　（島
津
友
幸
　美
沙
：
吉
田
）

井
上
　陽ひ

な
たち

ゃ
ん （
２
歳
）

い
つ
ま
で
も
兄
妹
３
人
仲
良
く
ね

　
　
　
　
　
　
　（井
上
清
人
　裕
美
：
高
山
）

町報かわにし　2平成２９年４月１５日

役場新庁舎の
　建設に向けて

　現
在
の
役
場
本
庁
舎
は
、
建
設
か
ら
58
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
実

施
し
た
耐
震
診
断
で
は
、
役
場
本
庁
舎
と
中
央
公
民
館
と
も
、
震
度
６
強
以
上
の
地
震
で
崩
壊
、
倒
壊
の
危
険
性

が
高
い
と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
や
、
昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
役
場
本
庁
舎
が
被
災
し
、
復
旧
へ
の
指
揮
対
応

の
遅
れ
が
発
生
し
、
本
町
の
場
合
も
、
役
場
が
災
害
本
部
の
機
能
を
迅
速
に
果
た
せ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
で
は
新
庁
舎
の
整
備
に
向
け
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
役
場
の
現
状
や
課

題
と
、
こ
れ
か
ら
の
進
め
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

建
設
か
ら
58
年
が
経
過
し
た

　
　
　
　現在
の
役
場
庁
舎

　現
在
の
役
場
本
庁
舎
は
、
昭
和

34
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
総
事

業
費
は
約
３
４
０
０
万
円
で
、
当

時
は
珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
３
階
建
で
、
町
民
の
見
学
が
相

次
い
だ
そ
う
で
す
。

　そ
の
後
、
昭
和
42
年
に
第
１
分

耐
震
診
断
の
結
果

　
　
　
　
「
倒
壊
の
危
険
性
」

　万
が
一
本
町
を
大
地
震
が
襲
っ

た
場
合
、
役
場
本
庁
舎
が
災
害
対

策
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

役
場
本
庁
舎
及
び
中
央
公
民
館
は
、

昭
和
56
年
の
新
耐
震
基
準
以
前
の

建
物
で
あ
る
た
め
、
町
で
は
平
成

26
年
度
末
に
耐
震
診
断
を
実
施
し

ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
耐
震
基
準
の
Ⅰ

ｓ
値
０・
７
以
上
に
対
し
、
０
・

１
５
４
か
ら
０・
５
５
６
と
耐
震

工
事
が
必
要
で
、
費
用
は
合
わ
せ

て
17
億
円
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

庁
舎
（
現
地
域
整
備
課
）、
昭
和

45
年
に
中
央
公
民
館
、
平
成
５
年

に
第
２
分
庁
舎（
現
産
業
振
興
課・

農
地
林
務
課
）
が
建
設
さ
れ
、
現

在
の
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　役
場
本
庁
舎
及
び
中
央
公
民
館

の
耐
用
年
数
は
と
も
に
50
年
で
す

が
、
本
庁
舎
は
す
で
に
58
年
、
中

央
公
民
館
も
47
年
を
経
過
し
て
い

ま
す
。

▲現庁舎の建設を知らせる町報（昭和 33年 9月）

▲町民にとって利用しやすい庁舎に

老
朽
化
や
分
散
化
が
課
題

　こ
の
よ
う
に
、
庁
舎
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と

に
加
え
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭

で
部
署
が
分
散
化
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
町
民
の
利
用
面
で
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。

町報かわにし　30平成２９年４月１５日

紅大豆入り野菜と
　　半熟卵のスープ
✿ 材料＜４人分＞
○春キャベツ　　　　　　○卵
○にんじん　　　　　　　○コンソメ
○玉ねぎ　　　　　　　　○水
○ベーコン　　　　　　　○塩・こしょう
○紅大豆
✿ 作り方
①春キャベツは１㎝幅のせん切り（一口大にちぎるも可）
　人参は１㎝幅の短冊切りにし、下茹でまたはレンジに
　かける。玉ねぎも１㎝幅に切る。ベーコンは短冊に切る。
　紅大豆は戻して茹でておく。
②ベーコンを鍋で軽く炒めて、水・コンソメを入れてひ
　と煮立ちさせ、紅大豆と人参、玉ねぎを入れて１分程
　度煮る。
③キャベツを入れてひと混ぜし、卵を一つずつ割り入れ、
　蓋をして好みの硬さに火を通す。仕上げに塩・こしょ
　うで味を調える。

４個
１個

８００cc
各少々

みんなで
食 育

４０ｇ
４０ｇ
２０ｇ
２枚

１６ｇ

を調整しています。この時計が乱れると、疲れ
が取れにくい、よく眠れない、やる気が起きな
いなどといった不調を起こすことも少なくあり
ません。
　乱れた体内時計を整えるには、朝がチャンス
です。食事のリズムや光の刺激で体内時計をう
まく整え元気に生活しましょう。

オ
ー
プ
ン
１
周
年
祭
を
開
催
！

　
み
な
さ
ま
の
ご
愛
好
の
お
か
げ
で
、「
か

わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
は
５
月
14
日
で

１
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
オ
ー
プ
ン

１
周
年
祭
を
開
催
し
ま
す
。
川
西
ダ
リ
ヤ

園
球
根
直
売
会
や
こ
ま
つ
市
の
出
張
販
売
、

そ
の
他
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

✿
期
日
：
５
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰

✿
時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

体内時計を整えて

からだ元気

お
母
さ
ん
の
味
方
に
な
れ
れ
ば

　マ
ッ
キ
ー
菜
園
の
商
品
は
、「
お
母
さ

ん
の
手
料
理
を
お
子
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
」
と
、
忙
し
い
お
母
さ
ん
で

も
「
和
え
た
り
、
炒
め
た
り
す
る
」
だ
け

も
美
味
し
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
子
育
て
中
や
働
く
お
母
さ
ん
た
ち

に
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

まっきー菜園
江本　牧子さん
（中小松）

　今
月
の
お
す
す
め
は
、
ま
っ
き
ー
菜
園

さ
ん
の
商
品
で
す
。

　ま
っ
き
ー
菜
園
さ
ん
は
、
原
材
料
は
す

べ
て
「
自
然
栽
培
」。
農
薬
や
化
学
肥
料

な
ど
は
一
切
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

加
工
の
際
も
化
学
調
味
料
や
食
品
添
加
物

を
使
わ
な
い
こ
だ
わ
り
の
逸
品
で
す
。

　ぜ
ひ
お
試
し
い
た
だ
き
、「
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
の
お
う
ち
ご
は
ん
」
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

・
甘
酒
糀
＆
バ
ジ
ル
（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
）

・
玉
ね
ぎ
＆
バ
ジ
ル
（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
）

・
熟
成
た
れ
物
語
（
焼
き
肉
の
た
れ
）

・
バ
ジ
ル
＆
職
人
の
味
噌

・
に
ん
に
く
田
楽

　
　
　な
ど
、
全
９
品

　わたしたちの体には、「体
内時計」があり身体の機能

体内時計を上手に調節するポイント

✿生活リズムを整える（就寝、起床、食事など）
✿朝目覚めたらカーテンを開けて、
　太陽の光を浴びる
✿朝食を食べる
✿夕食が遅くなる場合は、
　夕方に軽食を取り入れる

原
料
も
手
作
り

身
体
に
や
さ
し
い
調
味
料

3　町報かわにし 平成２９年４月１５日

国
の
支
援
を
活
用
し
て

　ま
た
、
町
と
議
会
で
は
「
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
役
場
が
町
民

の
安
全
を
守
る
砦
で
あ
る
」
と
、

施設名 本庁舎 教育総務課
（中央公民館）

第 1分庁舎
（地域整備課）

第２分庁舎
（産業振興課、
農地林務課）

建設年度 昭和３４年 昭和４５年 昭和４２年 平成５年

経過年数 ５８年 ４７年 ５０年 ２４年

延床面積 1,984.7㎡ 2,369.4㎡
（478.3㎡） 729.0㎡ 313.7㎡

構造
（階層）

鉄筋コンクリート造
（3 階建）

鉄筋コンクリート造
（４階建）

鉄骨造
（3 階建）

プレハブ造
（1 階建）

耐用年数 ５０年 ５０年 ３８年 ３０年

耐震診断
（※ Is 値）

※耐震不足 
（0.221-0.556）

※耐震不足
（0.154-0.306）

※耐震不足：Is 値 0.7 未満。本庁舎及び中央公民館とも、震度 6 強以上の地震で崩壊、倒壊の危険性が高い
※ Is 値：構造耐震指標。建物の強度や粘りに加え、その形状や経年状況を考慮した構造耐震の指標

平
成
32
年
度
内
で
の

　
　
　
　
　完
成
を
目
指
す

　こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら

庁
舎
建
設
基
金
を
造
成
し
、
平
成

28
年
度
末
で
２
億
６
０
０
０
万
円

を
積
み
立
て
、
新
庁
舎
建
設
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、昨
年
度
に
策
定
し
た「
か

わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次

川
西
町
総
合
計
画
）」
や
、「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
で
は
、

役
場
庁
舎
を
「
災
害
対
応
の
重
要

な
拠
点
と
し
て
町
民
の
安
全
・
安

心
の
観
点
か
ら
更
新
整
備
を
図

る
」
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

国
に
対
し
て
財
政
支
援
策
を
強
く

要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　国
で
は
、
平
成
28
年
４
月
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
で
役
場
が
被
災

し
、
復
旧
に
支
障
が
出
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
市

町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
、
役
場
庁
舎
建
設
は

「
市
町
村
の
自
前
」
が
原
則
で
し

た
が
、
こ
の
事
業
に
よ
り
国
の
支

援
を
受
け
て
建
設
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事
業

は
「
平
成
32
年
度
ま
で
の
完
成
」

が
要
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た

計
画
を
早
急
に
策
定
す
る
た
め
に
、

役
場
内
に
検
討
組
織
を
整
え
、
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今
後
、
新
庁
舎
の
機
能
、
場
所

や
整
備
手
法
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

各
地
区
座
談
会
な
ど
、
み
な
さ
ん

と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
な
が
ら

基
本
方
針
や
基
本
構
想
の
策
定
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度

新庁舎建設

・先進事例調査
・基本方針、構想策定
・外部委員会設置
・各地区座談会など

新庁舎建設までの流れ

問
町
未
来
創
造
室
　

☎
42
ー
６
６
０
４

機能・規模
・組織機構
・機能（集約、複合化）
・防災機能、議会

庁舎の位置
・まちづくりデザイン
・土地利用
・都市計画

整備手法
・基金積立
・財源活用

新庁舎整備計画策定

役場内検討組織・外部委員会・座談会など

▲役場庁舎の建設年度など



　多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
ご
功

績
に
よ
り
、
次
の
３
名
の
方
々
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
長
年
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　特別
表
彰
】

・
西
山
晋
隆
さ
ん
（
上
小
松
）
在
職
：
24
年

【
全
民
児
連 

一
斉
改
選
に
伴
う
永
年
勤
続

　
　
　
　退任
民
生
委
員・児
童
委
員
表
彰
】

・
西
山
晋
隆
さ
ん
（
上
小
松
）
在
職
：
24
年

・
島
貫
明
さ
ん
（
上
小
松
）
在
職
：
18
年

・
山
口
和
子
さ
ん
（
小
松
）
在
職
：
15
年

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
功
績
を
讃
え
て

～
３
名
の
方
が
受
賞
～

▲左から島貫明さん、西山晋隆さん、山口和子さん

3/31

　玉
庭
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会
が
実
施
し

て
き
た
「
早
寝
・
早
起
き
・
家
族
で
朝
ご
は

ん
運
動
」
に
対
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら

表
彰
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　協
議
会
で
は
、
学
校
や
地
域
の
共
通
の
課

題
を
「
生
活
習
慣
の
改
善
」
と
し
て
、
基
本

的
生
活
習
慣
の
向
上
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　先
生
に
よ
る
食
育
講
話
や
、
生
活
リ
ズ
ム

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
記
入
な
ど
、
家
庭
の
協
力

を
得
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

玉
庭
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

▲吉村徹さん（左）と青山校長（右）が報告に

3/28

　4
月
3
日
㈪
、
平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
集
落
定
住
支
援

員
に
辞
令
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　今
年
度
か
ら
新
た
に
齋
藤
尚
さ
ん
（
福
島

県
出
身
）
を
迎
え
、
11
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
川
西
町
へ
の
移
住
定
住
促
進
の
た

め
、新
た
に「
集
落
定
住
支
援
員
」を
設
置
し
、

江
本
一
宏
さ
ん
（
上
小
松
）
が
就
任
し
ま
し

た
。
江
本
さ
ん
に
は
、
空
き
家
調
査
や
移
住

定
住
に
関
わ
る
相
談
窓
口
と
な
っ
て
、
移
住

定
住
に
取
組
む
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

11
名
の
協
力
隊
を
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
辞
令
交
付
式
～

▲新たに加わった齋藤尚さん（前列左）と
　集落定住支援員になった江本一宏さん（前列右）

4/3

　４
月
２
日
㈰
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に

て
平
成
29
年
度
川
西
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
よ
り
齋
藤
二
男

団
長
に
辞
令
交
付
の
後
、
団
長
か
ら
消
防
団

幹
部
と
19
名
の
新
入
団
員
の
み
な
さ
ん
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　辞
令
交
付
後
に
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

新
入
団
員
は
、
消
防
で
の
基
礎
的
な
動
き
や

消
防
団
員
と
し
て
の
心
得
を
学
び
ま
し
た
。

町
内
で
は
現
在
５
７
６
名
の
消
防
団
員
が
、

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
日
々
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
消
防
団
員
の
み
な
さ

ん
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
に
辞
令
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
29
年
度
川
西
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

▲町長から辞令を受け取る齋藤団長
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今
ま
で
通
り
は
つ
ま
ら
な
い
！

若
者
ら
し
い
発
想
で
農
業
を
Ｐ
Ｒ

　ま
ず
は
じ
め
に
紹
介
す
る
の
は
「
Ｊ
Ａ

山
形
お
き
た
ま
川
西
地
区
青
年
部
小
松
支

部
」
の
取
り
組
み
で
す
。
小
松
支
部
の
メ

ン
バ
ー
は
、
農
業
に
携
わ
っ
て
い
な
い
若

い
人
た
ち
に
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
思
い
か
ら
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

５フ
ァ
イ
ブ」
と
い
う
戦
隊
に
扮
し
て

○
農
業
の
魅
力
発
信

○
川
西
産
米
の
消
費
拡
大
活
動

○
町
内
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

　平
成
26
年
か
ら
活
動
を
開
始
、「
他
の

支
部
で
は
や
ら
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
」

を
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
季
節
に
合
っ

た
農
作
業
関
連
の
動
画
を
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
配
信
を
始
め
ま
し
た
。
農
業
を

知
ら
な
い
人
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
と
、
専
門
用
語
は
解
説
し
な
が
ら
、

時
に
は
笑
い
を
織
り
交
ぜ
る
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

特集：
町を盛り上げる！　若者たちの挑戦！

　近年、町の若者たちの取組がさまざまなメディアに取り上げられたり、若者たちが中心になってイベン
トを開催している場面が増えています。あわせて、町ではそんな若者たちの積極的な挑戦や面白い企画、
海外での勉強などに対し、さまざまなサポート体制を整えています。
　今月号では、そんな若者たちにスポットをあてて、さまざまな分野で活躍する若者や、それを手助けす
る制度を紹介します。

▶『地上』２０１６年１１月号から
　　写真：鈴木加寿彦

て
た
５
種
類
の
お
米
を
食
べ
比
べ
て
投
票

し
て
も
ら
い
、
１
番
人
気
の
お
米
を
秋
に

売
り
出
そ
う
と
い
う「
Ｏ
Ｋ
Ｍ（
お
こ
め
）

総
選
挙
」
を
行
い
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

１
位
の
品
種
は
決
ま
り
ま
し
た
が
、
５
品

種
を
食
べ
比
べ
る
こ
と
自
体
が
好
評
だ
っ

た
こ
と
に
加
え
、「
お
米
の
個
性
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
５
種
類
の
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト
と

し
て
販
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、「
Ｊ

Ａ
青
年
組
織
活
動
実
績
発
表
」
に
川
西
地

区
代
表
と
し
て
出
場
し
、
置
賜
大
会
と
山

形
大
会
を
突
破
し
、
今
年
１
月
に
北
海
道

札
幌
市
で
行
わ
れ
た
「
東
北
・
北
海
道
地

区
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
見
事
優
秀

賞
に
選
ば
れ
、
審
査
員
か
ら
は
「
今
ま
で

に
な
い
取
り
組
み
で
大
変
良
か
っ
た
」
と

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「農
業
者
以
外
の
方
に
も
農
業
の
魅
力

を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
で
始

ま
っ
た
小
松
支
部
の
活
動
が
、
農
業
者
た

ち
に
も
広
ま
り
、
応
援
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

想
像
以
上
に
広
が
っ
た
取
り
組
み

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
動
画
配
信
の
他
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
食
農
教
育
も
、
戦
隊

の
格
好
を
し
て
実
施
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

も
大
好
評
で
、
そ
の
活
動
が
次
第
に
広
ま

り
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
に
は
、
米
の
消

費
拡
大
の
一
環
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
育

　3
月
19
日
㈰
、
町
民
総
合
体
育
館
で
「
楽

し
い
走
り
方
教
室
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
参
加
し
た
小
学
1
～
6
年
生
ま
で
の
35
名

が
、
楽
し
み
な
が
ら
「
走
る
コ
ツ
」
を
学
び

ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
か
わ
に
し
（
代
表
：
齋
藤
賢
二

さ
ん
）
主
催
で
、
講
師
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山

形
Ｔ
Ｆ
Ｃ
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
武
田
千

尋
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　教
室
で
は
、
常
に
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い

に
身
体
を
動
か
す
先
生
と
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
印
象
的
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し

く
学
ん
だ
2
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

楽
し
く
「
走
る
コ
ツ
」
を
学
ぶ

～
楽
し
い
走
り
方
教
室
～

▲楽しく、真剣に走り方を学ぶ

３/１９

　３
月
18
日
㈯
、
町
内
8
つ
の
小
学
校
で
卒

業
式
が
挙
行
さ
れ
、
１
０
９
名
の
卒
業
生
た

ち
が
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
な
が
ら
、

校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。　中

郡
小
学
校
で
は
、
11
名
の
卒
業
生
が

順
々
に
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
在
校
生
た
ち
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
呼

び
か
け
と
合
唱
が
贈
ら
れ
、
卒
業
生
た
ち
も

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
呼
び
か
け
と
合
唱

を
送
り
ま
し
た
。

　卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

で
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

希
望
を
胸
に
新
た
な
道
へ
の
旅
立
ち

　
　
　
　
　
　
　～
町
内
各
教
育
施
設
で
卒
園
式
、
卒
業
式
が
挙
行
～

▲思い出を胸に合唱を歌う卒業生（中郡小学校）

３/１８

　３
月
24
日
㈮
、
川
西
町
認
定
女
性
農
業
者

へ
の
認
定
証
交
付
式
を
行
い
、
川
崎
幸
さ
ん

（
時
田
）、
荒
井
和
子
さ
ん
（
下
奥
田
）、
吉

田
祐
子
さ
ん（
上
小
松
）、江
本
牧
子
さ
ん（
中

小
松
）
の
４
名
を
、
町
内
初
の
「
川
西
町
認

定
女
性
農
業
者
」
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

　式
で
は
、
町
長
か
ら
「
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
お

く
り
ま
し
た
。

　町
で
は
、
女
性
農
業
者
が
農
業
生
産
・
加

工
な
ど
の
基
幹
的
な
担
い
手
と
し
て
、
高
い

社
会
的
評
価
や
位
置
づ
け
を
得
て
活
動
で
き

る
よ
う
、
女
性
の
活
躍
を
応
援
し
ま
す
。

４
人
の
川
西
町
認
定
女
性
農
業
者
が
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　～
川
西
町
認
定
女
性
農
業
者
へ
認
定
書
の
交
付
～

▲左から江本牧子さん、吉田祐子さん、
　　　　川崎幸さん、荒井和子さん

３/２４

　

3
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰
の
2
日
間
、
玉
庭

地
区
の
8
会
場
で
「
第
19
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
７

７
９
名
の
観
光
客
が
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
ひ

な
人
形
や
郷
土
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　８
つ
の
会
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
古
今
雛
や

享
保
雛
の
ほ
か
、
相
良
人
形
や
成
島
人
形
が

展
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
ひ
な
飾
り
の
特
徴

や
作
ら
れ
た
時
代
な
ど
を
教
え
て
も
ら
え
、

お
客
様
は
興
味
津
々
に
聞
き
入
り
な
が
ら
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
お
ひ
な
さ
ま
と
、
手
作
り

の
郷
土
料
理
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
お
ひ
な
さ
ま
を
堪
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
第
19
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
～

▲大きさや形がさまざまな人形たち

３/２５
～２６
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か
ら
も
、
農
業
の
魅
力
や
米
の
消
費
拡
大

に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
、前
向
き
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　同
じ
世
代
の
方
で
も
、
何
か
は
じ
め
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
「
失
敗
し
た
ら
」・

「
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
」
な
ど
、
結

果
を
気
に
し
て
し
ま
う
と
な
か
な
か
前
に

は
踏
み
出
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
ん
な
時
は
「
ま
ず
始
め
て
み
る
」。

そ
し
て
「
自
分
た
ち
が
楽
し
む
」。
そ
の

２
つ
が
大
切
だ
と
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
小
松
支

部
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
た
ち
は
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
が
大
切

　『初
め
は
、軽
い
気
持
ち
で
活
動
し
、「
自

分
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
に
」
と
い
う
考

え
だ
っ
た
の
で
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
反
響

が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。』

と
支
部
長
の
齋
藤
聖
人
さ
ん
（
上
小
松
）

は
話
し
ま
す
。

　「農
業
に
携
わ
っ
て
い
な
い
若
い
世
代

に
、
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
」
た

め
に
行
っ
た
活
動
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広

が
り
、
結
果
と
し
て
農
業
を
し
て
い
る

方
々
に
も
共
感
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
ま

た
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
人
に
出
会
い
、
支
部
の
メ

ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
得
る
も
の
が
あ
っ
た

取
り
組
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
齋
藤
さ
ん

は
、
今
後
の
支
部
活
動
の
展
望
を
「
こ
れ

ファーマーズ５の活躍は
　フェイスブックページで！

　山形おきたま農協青年部小松支部のメン
バーが「ファーマーズ５」となり、平成２６
年から活動開始。
　農作業の動画配信のほか、一服ピンクが町
の観光施設を紹介するコーナーも人気。農業
者はもちろん、農業者以外からも人気。

▲農業者や、一般の閲覧者も多数

年　　度 主な活動内容、実績など
平成２６年度 ・農作業風景の動画撮影、配信をスタート

・戦隊の格好での食農教育で子どもたちの人気者に！

平成２７年度
・継続した動画配信で、再生件数が４０００件以上に！
・日本農業新聞、毎日新聞などに掲載される
・平成２７年度置賜地域農林水産若者賞受賞！

平成２８年度
・一般社団法人家の光協会発行「地上」１１月号の表紙に！
・「OKM（おこめ）総選挙」。５品種の食べ比べが大好評。
・「東北・北海道地区ＪＡ青年大会」優秀賞受賞。

▲お米には、それぞれ特徴あるパッケージが ①

②

③

①ファーマーズ５の食農教育は、子どもたちに大人気。
②、③活動は「自分たちが楽しむ」ことが大切。打ち合
わせも、撮影も楽しく行うメンバーたち。

▲これまでの活動経過。ＳＮＳ、新聞や雑誌など各方面から注目。

結果として、僕たちも多くのものを得ることができました。
◀
『
地
上
』
２
０
１
６
年
11
月
号
か
ら

　
　写
真
：
鈴
木
加
寿
彦
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
て

　新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
職
員
や
消
防

団
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
辞
令
を
交
付

し
ま
し
た
。
新
人
を
は
じ
め
職
員
に
は
新
た
な

気
持
ち
で
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
は
庁
舎
建
設
の
検
討
、
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
整
備
、
診
療
所
や
小
松
保
育
所
の
整
備
検

討
、
次
期
介
護
保
険
計
画
策
定
、
国
保
の
県
一

本
化
、
米
政
策
の
転
換
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整

備
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催
な
ど
重
要
案
件
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
役
場
内
の
異
動
は
小

規
模
な
も
の
に
と
ど
め
ま
し
た
。
継
続
し
て
事

業
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
特
に
庁
舎
な
ど
の
大
型
事
業

が
多
く
、
慎
重
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
将
来

的
な
財
政
見
通
し
を
立
て
な
が
ら
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

な
く
し
て
は
方
向
性
を
見
出
せ
ま
せ
ん
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　消
防
団
長
は
斉
藤
二
男
さ
ん
が
２
期
目
の
就

任
と
な
り
ま
し
た
。
長
岡
弘
一
、
神
尾
索
太
郎

両
副
団
長
を
は
じ
め
５
７
６
名
の
団
員
が
、
町

民
の
安
全
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
19
名
の
新

入
団
員
に
は
、
仕
事
と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
置
賜
広
域
病
院
組
合
が
今
月
か
ら
置

賜
広
域
病
院
企
業
団
と
な
り
、
運
営
方
法
が
変

わ
り
ま
し
た
。
県
と
長
井
市
、南
陽
市
、飯
豊
町
、

そ
し
て
川
西
町
で
構
成
す
る
支
援
体
制
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適

用
し
自
立
し
た
経
営
体
に
移
行
す
る
も
の
で
す
。

　今
ま
で
は
各
首
長
や
医
療
監
で
組
織
す
る
正

副
管
理
者
会
が
協
議
、
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

正
副
管
理
者
会
は
、
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、

経
営
改
善
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
専
任
の
企
業
長
に
経
営
を
委
ね
手
腕
を

発
揮
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
企
業
長
に

前
山
形
県
健
康
福
祉
部
長
中
山
順
子
氏
が
就
任
、

医
師
・
看
護
師
確
保
や
病
院
経
営
の
改
善
、
さ

ら
に
置
賜
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
総
合
病
院

の
発
展
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
今

回
の
人
事
を
、
企
業
団
に
対
す
る
県
の
支
援
の

強
化
と
受
け
止
め
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
川
西
診
療
所
長
に
、
渋
間
久ひ
さ
し

総
合

病
院
長
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
生
は
自
治
医
科
大
学
の
１
期
生
で
、
地
域
医

療
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
町

民
の
健
康
を
守
る
た
め
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
」
と
心
強
い
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
川
西
町
協
力
隊
員
の
中
で
最
年

少
。
東
北
芸
術
工
科
大
学
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
２
年
間
、

地
域
お
こ
し
に
関
す
る
勉
強
し
、

中
退
。
川
西
町
の
人
・
自
然
の
魅

力
に
惹
か
れ
、
協
力
隊
に
な
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
今
年
の
目
標

は
、
顔
と
名
前
を
町
の
み
な
さ
ん

に
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
、

冬
を
乗
り
切
る
こ
と
。

　趣
味
は
ギ
タ
ー
、
歌
う
こ
と
、

絵
を
描
く
こ
と
。
料
理
を
食
べ
る

こ
と
・
作
る
こ
と
も
大
好
き
な
の

で
、
お
す
す
め
の
お
店
や
レ
シ
ピ

が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　町
の
み
な
さ
ん
が
ふ
ら
っ
と
立

ち
寄
れ
る
、
集
い
た
く
な
る
よ
う

な
場
づ
く
り
が
出
来
た
ら
な
と
考

え
て
い
ま
す
。

　　　　

  

　

第
60
回

　
新
隊
員
の
紹
介齋藤　尚

なお

・福島県福島市出身
・平成８年９月２０日生まれ

　今
年
度
は
新
隊
員
１
名
を
加

え
、
地
域
づ
く
り
６
名
・
農
業

研
修
生
４
名
・
遅
筆
堂
文
庫
研

究
員
１
名
、
計
11
人
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　各
隊
員
の
活
動
は
、
毎
月
コ

チ
ラ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
今
年
度
も
地
域
活

性
化
と
任
期
後
の
定
住
に
向
け

て
頑
張
り
ま
す
！

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報
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「
農
」
に
対
し

　
　
　
　真
剣
に
熱
い
想
い

　
農
道
百
笑
一
揆
は
、
親
か
ら
受
け
継
い

だ
資
源
を
守
る
た
め
、「
農
」
に
対
し
て

真
剣
に
熱
い
想
い
を
持
っ
た
、
吉
島
地
区

の
農
業
青
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
平

成
26
年
８
月
に
結
成
さ
れ
、
町
内
外
の
若

者
15
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　平
成
28
年
度
は
、
活
動
の
ベ
ー
ス
に
な

る
自
主
研
修
や
、
町
外
や
都
市
部
と
の
交

流
活
動
、
農
産
物
や
加
工
品
の
販
路
拡
大

と
商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

自
主
研
修
で
は
、「
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
力
」・

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」・「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
や
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
を
学

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
農
産
物
に
付

加
価
値
を
つ
け
る
た
め
、
野
菜
や
果
物
を

乾
燥
さ
せ
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
に
し
た
り
と

試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

　今
後
の
活
動
方
針
を
伺
う
と
、「
平
成

29
年
度
に
は
、
乾
燥
野
菜
な
ど
の
試
作
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
商
品
化
に
結

び
付
け
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を

交
流
都
市
で
販
売
す
る
こ
と
で
、『
こ
の

地
域
の
製
品
を
買
い
た
い
。』
さ
ら
に
は

『
こ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
』
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
で

す
。」と
、代
表
の
髙
梨
裕
晃
さ
ん（
吉
田
）

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「農
」
に
真
剣
で
、
熱
い
若
者
た
ち
の

活
動
で
、
都
市
と
の
交
流
が
さ
ら
に
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

まだまだいる！町を盛り上げる若者たちと
　　　　　　　　　　　　　それを助ける町のサポート体制！

▲果物や野菜に付加価値を（試作品）

農
業
の
新
し
い
可
能
性
を
求
め
る
若
者
た
ち

農
道

　百笑
一
揆▲「農」に熱い若者たち（代表：髙梨裕晃さん 中央）
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●５月の休館日

日 月 火 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

●５月のおはなし会
５月１３日㈯ 午前 11 時～ 11 時 30 分　
・おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

こどもの本

おとなの本
『津島祐子　土地の記憶、いのちの海』

　　　　　　　　　　　　　　　河出書房新社編・刊

『子どもと作るスイーツ絵本　四季レシピ』
辻口博啓著　あすなろ書房刊

　昨年 2 月に亡くなった作家津島祐子さ
んの仕事を特集。津島さんの講演をはじ
め関わりの深かった作家のエッセーや作
品解説を収録した充実した内容です。作
品は家族や肉親の題材が多かったが、定
型・安定した家族の形はとれていなかっ
た。それは実生活における父・太宰治や
兄弟との関係葛藤があったからか、興味
深く読める作品です。

　辻口シェフによる子どもの
ためのお菓子作りの絵本。パ
ンケーキやクッキーなど基本
のお菓子から、こいのぼりフ
レンチトースト、かぼちゃプ
リンなど季節感あるお菓子も
たくさん。

●オススメ本の紹介
　～こども読書週間「小さな本の大きな世界」
　　　　　　　　　見る絵本？　読む図鑑？　～

●遅筆堂文庫読書会
　５月１４日（日）午後 2 時～

●井上ひさし展示室
　「井上ひさしと戯作」展

　プラザ寄席 Vol.27　
　　春風亭一之輔 独演会

チケット　 一　　　般　３，０００円
　　　　　 会　　　員　２，８００円
　　　　　 高校生以下　１，５００円 ( 当日各 200 円増）

【
こ
ど
も
読
書
週
間
の
催
し
】

　

４
月
28
日
㈮
～
５
月
７
日
㈰

　「お
は
な
し
の
森
ク
エ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「お
は
な
し

　た
か
ら
ば
こ
（
お
楽
し
み
袋
）」

５月２８日㈰　午後３時開演

　現在の落語ブームの牽引者にしてトップランナー
「春風亭一之輔」師匠の高座を間近で見れる貴重な
機会です。お見逃しなく！！

イヌの仇討ち

いわむらかずおさんのおはなし会と講演会
「１４ひきとこどもと自然」

宝くじ文化公演　こまつ座 第１１８回公演

井上ひさし　作
東　憲司　　演出

公演日　８月４日㈮ 午後６時３０分開演
一　　　般　３，０００円
高校生以下　１，０００円

前売り開始！

こまつ座初公演から２９年の
時を経て、今蘇る井上ひさし
が描いた吉良上野介から見た

「忠臣蔵」異聞。

「この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金になっています。」

６月１８日㈰　午後１時３０分～

入場料　大人　１，０００円
　　　　（当日１，２００円）
　　　　高校生以下　無料

　子どもたちに長く愛されてき
た「14 ひき」シリーズの絵本
作家いわむらかずおさんをおよ
びしてのおはなし会と講演会で
す。おはなし会のあとに絵本の
販売とサイン会があります。

▲いわむらかずおさん

５/13
㈯
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ラ
ー
に
よ
る
熱
い
戦
い
と
、
町
の
ん
ま
い

も
の
が
会
場
で
味
わ
え
、
当
日
に
は
約

７
０
０
名
の
お
客
様
が
詰
め
か
け
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　代
表
の
江
本
一
宏
さ
ん
（
上
小
松
）
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、

な
ん
だ
か
大
き
く
て
遠
い
、
人
事
の
よ
う

に
も
思
え
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、『
面
白
い
こ
と
は
自
分
た
ち
で
』
と

い
う
考
え
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
『
自

分
ご
と
』
と
し
て
考
え
、
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　メ
ン
バ
ー
た
ち
も
子
ど
も
の
こ
ろ
に
見

た
町
の
原
風
景
が
好
き
で
、
町
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
き
ま
し
た
。「
だ
か
ら
こ
そ
、
子

ど
も
た
ち
に
も
町
で
楽
し
い
思
い
出
を
作

り
、
い
ず
れ
は
一
緒
に
面
白
い
こ
と
を
考

え
る
仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と
江
本

さ
ん
は
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
７
０
０
人
が
集
結

　
川
西
ヤ
ン
グ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
関
す
る
活
動
を
と
お
し

て
、
子
ど
も
の
競
技
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

町
内
で
の
大
会
開
催
や
、
県
外
の
大
会
に

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
他
団
体
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

26
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　毎
年
、
町
内
で
行
わ
れ
る
３
つ
の
大
会

の
他
、
７
つ
ほ
ど
県
外
の
大
会
に
出
場
し
、

選
手
の
技
術
向
上
と
交
流
拡
大
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
５
月
、
７
月
、
９

月
に
あ
る
町
内
の
大
会
に
、
毎
年
７
０
０

名
前
後
の
選
手
が
駆
け
つ
け
、
多
く
の
観

光
誘
致
に
つ
な
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　事
務
局
の
本
間
翼
さ
ん
（
上
小
松
）
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
「
団
体
個
々

の
取
り
組
み
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
が
何
を
し
て
い
る
か
知
る
た
め
に
、

お
互
い
に
参
加
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

う
え
で
、
協
力
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に

協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
の
頃
み
た
原
風
景
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　大
切
に
し
た
い

　「川
西
町
を
お
も
し
ゃ
ぐ
す
る
若
者
の

会
」
は
、
町
内
の
若
者
が
主
体
的
に
お
も

し
ゃ
い
事
業
に
取
り
組
み
「
や
れ
ば
で
き

る
」
と
い
う
自
信
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て

町
に
は
「
面
白
い
こ
と
を
考
え
、
行
動
す

る
大
人
」
が
い
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
世

代
に
見
せ
る
こ
と
で
、
町
を
盛
り
上
げ
た

い
。
と
い
う
思
い
で
、
平
成
28
年
に
町
内

の
20
代
前
半
か
ら
30
代
半
ば
の
若
者
た
ち

８
名
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
の
10
月
31
日
に
、
エ
コ
ス
ノ
ー

ド
ー
ム
前
駐
車
場
を
会
場
に
「
こ
ま
つ
☆

ん
め
も
ん
プ
ロ
レ
ス
」
を
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。
み
ち
の
く
プ
ロ
レ
ス
の
レ
ス

町
を
お
も
し
ゃ
ぐ
す
る
た
め
に
集
う
若
者
た
ち

川
西
町
を
お
も
し
ゃ
ぐ
す
る
若
者
の
会

特集：町を盛り上げる！　若者たちの挑戦！

開催
月 大会名称 会場 平均参

加人数

５月 まどかカップ 3 時間耐久
マウンテンバイク大会

川
西
ダ
リ
ヤ
園

　
　
　特
設
コ
ー
ス

250 人

７月 夏の７時間耐久
マウンテンバイク大会 200 人

９月 ダリヤカップ
マウンテンバイク大会 230 人

▲町内大会の開催状況。
まどかカップは今年２０回目

① ②

①雨の中白熱したまどかカップ（H28.5.4）
②今後の抱負を語る本間さん（左）と塚田君（右）

▲間近で繰り広げられる試合に
　会場中が大興奮！

（H28.10.31「こまつ☆んめもんプロレス」

▲代表の江本さん

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
と
お
し
て
広
域
の
交
流
拡
大
を

川
西
ヤ
ン
グ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
チ
ー
ム

※
こ
ま
つ
☆
ん
め
も
ん
プ
ロ
レ
ス
今
年
も

　開
催
！
　９
月
３
日
㈰ 

午
前
10
時
～
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　月
2
日
㈬

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

え
き
・
ま
ち
こ
ど
も

　

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

　５
月
５
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」。

お
と
も
だ
ち
を
誘
っ
て
み
ん
な
で

遊
ぼ
う
！

▼
日
時
：
５
月
５
日
㈮
・
㈷

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
：
羽
前
小
松
駅
、
駅
周
辺

　商
店
街
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ

　ザ
ほ
か

問
え
き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま
つ
　

☎
42
ー
２
５
３
３

置
賜
地
区

　
　
　
　
　

カ
ラ
テ
無
料
体
験
会

▼
期
日
：
４
月
26
日
㈬
、

　５
月
10
日
㈬
、
17
日
㈬

▼
時
間
：

①
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分
　

　（４
歳
～
小
学
６
年
生
）

②
午
後
７
時
50
分
～
９
時

　（中
学
生
以
上
）

▼
場
所
：
米
沢
市
営
体
育
館

▼
参
加
料
金
：
無
料

▼
そ
の
他
：

・
動
き
や
す
い
服
装

・
運
動
靴
は
不
要

▼
内
容
：
実
際
に
突
き
や
蹴
り
の

　稽
古
を
号
令
に
合
わ
せ
て
行
い
、

　カ
ラ
テ
の
楽
し
さ
、
達
成
感
を

　体
感
し
て
も
ら
い
ま
す
。

問
社
団
法
人
極
真
会
館
田
畑
道
場

☎０
９
０
ー
２
８
４
９
ー
３
９
６
１

農
業
経
営
実
践
講
座

　県
で
は
農
業
経
営
に
必
要
な
基

礎
知
識
、
専
門
技
術
を
学
ぶ
講
座

を
受
講
料
無
料
で
開
講
し
ま
す
。

▼
開
講
式
：
５
月
９
日
㈫

　午
後
１
時
30
分
～

▼
講
座
名
：
米
づ
く
り
講
座
、
果

　樹
講
座
、
野
菜
講
座
、
花
き
講

　座
、
農
産
加
工
基
礎
講
座
（
起

　業
支
援
）、
畜
産
講
座
、
パ
ソ

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

４・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

５月８日㈪・２２日㈪
午前９時～午後４時 30 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

５月１０日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ５月１７日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

５月

期　間 当番店（社） 電話番号

４月１０日～１６日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

４月１７日～２３日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

４月２４日～３０日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月１日～７日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

５月８日～１４日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

５月１５日～２１日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

　コ
ン
農
業
簿
記
基
礎
講
座

問
置
賜
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農

業
技
術
普
及
課

☎
57
ー
３
４
１
１

▼
申
込
期
限
：
４
月
21
日
㈮

今
年
度
の
自
動
車
税

　

（
県
税
）
の
納
税

　自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
５
月

お
知
ら
せ

催

　
　
し

31
日
㈬
で
す
。

　お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
総
合
支
庁
税
務
担
当
課
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
他
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
置
賜
総
合
支
庁
税
務
課

☎
26
ー
６
０
１
４

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報
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大
木
さ
ん
は
、
町
内
の
若
者
団

体
に
加
入
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
勤
務
先
で
の
町
内
産
米

の
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る

と
と
も
に
、
教
育
旅
行
の
誘
致
を

含
む
外
国
人
観
光
の
進
展
に
も
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
、
台
湾
に
て
町
と
の
交
流

や
農
産
物
の
輸
出
、
外
国
人
観
光

客
の
誘
致
な
ど
に
関
す
る
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　台
湾
に
あ
る
「
國
立
臺
南
大
學

付
屬
高
級
中
學
」
と
、
置
賜
農
業

高
校
が
姉
妹
校
の
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
同
校
関
係
者
や
商
工
会
、

台
北
市
内
物
流
業
者
な
ど
と
、
友

好
な
関
係
性
の
構
築
と
情
報
交
換

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
園
芸
の
国
」
で
研
鑽
を

齋
藤 

弘
史
さ
ん
（
堀
金
）

教
育
旅
行
を
呼
び
込
み
観
光
誘
致

大
木
裕
輔
さ
ん
（
上
奥
田
）

　齋
藤
さ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
を
活
用

し
て
ダ
リ
ア
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
切
り
花
ダ
リ
ア
の

品
質
向
上
と
、
異
文
化
に
触
れ
る

と
こ
で
ダ
リ
ア
栽
培
に
新
し
い
取

り
組
み
を
発
見
す
る
た
め
に
、
オ

ラ
ン
ダ
に
７
日
間
研
修
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　齋
藤
さ
ん
は
今
回
の
研
修
で
、

種
苗
会
社
ご
と
の
徹
底
し
た
品
質

管
理
方
法
や
世
界
文
化
遺
産
の

「
コ
ル
ソ
・
ズ
ン
デ
ル
ト
」
を
視

察
し
、
今
後
の
ダ
リ
ア
の
活
用
方

法
や
栽
培
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

町
の
ダ
リ
ア
の
品
質
向
上
や
ダ
リ

ア
業
界
の
発
展
の
た
め
に
活
か
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

海
外
で
自
分
を
磨
く
若
者
た
ち

２
地
区
合
同
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

大
塚
・
犬
川
地
区
合
同

　
　
　
　
　
　
　婚
活
事
業

　大
塚
地
区
、
犬
川
地
区
は
、
こ

の
度
２
地
区
合
同
で
の
婚
活
事
業

を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

　地
区
単
位
で
は
な
か
な
か
参
加

に
消
極
的
な
参
加
者
た
ち
も
、
２

地
区
の
合
同
と
い
う
事
も
あ
り
、

男
女
９
人
ず
つ
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　10
月
下
旬
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
芋
煮
を
各
グ
ル
ー
プ
で

調
理
し
て
食
べ
た
り
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
を
し
て
楽
し
ん
だ
よ
う
で
し

た
。　こ

の
事
業
で
意
気
投
合
し
、
連

絡
先
を
交
換
す
る
な
ど
、
参
加
者

の
盛
り
上
が
り
が
あ
り
、
２
地
区

の
合
同
開
催
の
た
め
、
地
区
間
の

交
流
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
と
コ
タ
キ
ナ
バ

ル
市
は
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　今
回
、
町
国
際
交
流
協
会
に
対

し
て
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
市
か
ら
町

の
視
察
の
打
診
が
あ
り
、
同
協
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
受
入
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
平
成
28
年
10
月

に
視
察
団
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　こ
の
組
織
が
中
心
と
な
り
、
継

続
し
た
交
流
事
業
の
実
施
と
、
新

た
な
交
流
の
方
向
性
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

継
続
に
向
け
た
体
制
の
整
備
に

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州

コ
タ
キ
ナ
バ
ル
市
視
察
団

受
入
れ
実
行
委
員
会

伝
統
行
事
で
交
流
拡
大

ヤ
ハ
ハ
エ
ロ
実
行
委
員
会

　玉
庭
地
区
で
は
、
ふ
る
さ
と
総

合
セ
ン
タ
ー
お
も
い
で
館
を
会
場

に
、
福
島
県
の
方
々
と
の
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、

こ
の
委
員
会
が
主
催
す
る
「
ヤ
ハ

ハ
エ
ロ
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　各
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
、
小

正
月
の
行
事
の
一
つ
、
ヤ
ハ
ハ
エ

ロ
の
体
験
、
雪
ぼ
ん
ぼ
り
や
雪
像

づ
く
り
、
ろ
う
そ
く
を
灯
し
た
雪

灯
り
体
験
な
ど
、
玉
庭
地
区
の
雪

を
活
用
し
た
交
流
を
盛
ん
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
、
昨
年
度
の
暮
れ
に
は

福
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て

交
流
を
図
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

 

交
流
拡
大
の
た
め
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む

▲研修先のオランダにて

▲伝統行事で交流を

▲表敬訪問の視察団

▲小関太郎さん（西大塚）

町報かわにし　24平成２９年４月１５日

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会

▼
期
日

①
乙
種
第
4
類
：
5
月
25
日
㈭
・

　26
日
㈮

②
丙
種
：
5
月
25
日
㈭

▼
講
習
会
場
：
両
日
と
も
長
井
市

　民
文
化
会
館

▼
定
員
：
①
80
名

　②
20
名

▼
受
付
期
間
：
4
月
17
日
㈪
～
5

　月
17
日
㈬
（
定
員
に
な
り
次
第

　締
切
）

問
川
西
町
危
険
物
安
全
協
会
事
務

　局
（
川
西
消
防
署
内
）

☎
42
ー
３
７
０
０

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
種
類
：
甲
種
（
全
類
）・

　乙
種
（
全
類
）

①
第
1
回
試
験

▼
期
日
：
5
月
27
日
㈯

　午
前
中

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
受
付
期
間
：
4
月
19
日
㈬
ま
で

①
第
1
回
試
験

▼
期
日
：
5
月
27
日
㈯

　午
前
中

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
受
付
期
間
：
4
月
19
日
㈬
ま
で

②
第
２
回
試
験

▼
期
日
：
９
月
２
日
㈯

　午
前
中

▼
会
場：山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ・

　酒
田
産
業
会
館

▼
受
付
期
間
：
７
月
24
日
㈪
～
8

表
示
登
記
無
料
相
談
会

▼
日
時
：
4
月
20
日
㈭ 
午
前
10

　時
～
正
午

▼
場
所
：
町
中
央
公
民
館
２
０
１

　号
室

問
土
地
家
屋
調
査
士
会
米
沢
支
部

　
（
齋
藤
幸
夫
）

☎
42
ー
６
５
５
６

山
形
県
消
費
生
活

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　県
で
は
消
費
生
活
に
関
す
る
啓

発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
山
形

県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
：
次
の
①
～
③
の
全

　て
を
満
た
す
方

①
消
費
生
活
や
消
費
者
問
題
に
関

　心
の
あ
る
方

　
　

②
満
20
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
方

③
県
が
開
催
す
る
研
修
会
に
参
加

　で
き
る
方

▼
申
込
期
限
：
５
月
24 

日
㈬

問
山
形
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
３
２
３
７

ひ
め
ゆ
り
寮

　
　
　
　

契
約
職
職
員
募
集

▼
契
約
期
間
：
平
成
30
年
３
月
31

　日
ま
で
（
継
続
可
、
本
採
用
へ

　の
受
験
制
度
あ
り
）

▼
募
集
人
員
：

①
１
日
4
時
間
の
勤
務
者
１
人

　

　（勤
務
時
間
は
応
談
可
）

②
１
日
8
時
間
の
勤
務
者
・
週
に

　1
回
程
度
の
夜
勤
あ
り（
４
人
）

▼
仕
事
の
内
容
：
知
的
障
が
い
者

　の
生
活
の
お
世
話

※
い
ず
れ
も
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

　経
験
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

※
福
祉
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
み
た

　い
方
、
大
歓
迎
で
す
。

問
ひ
め
ゆ
り
寮
（
佐
藤
章
子
）

☎
46
ー
３
1
0
2

あ
な
た
の
川
西
町

　
　

「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
募
集

　Ｎ
Ｈ
Ｋ
ー
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で

放
送
す
る
『
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ

ろ
旅
』。
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん

が
、
番
組
に
寄
せ
ら
れ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
も
と
に
、
地
元
の
人
々
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
こ
こ
ろ
の
風
景

を
訪
ね
ま
す
。

　“２
０
１
７
春
の
旅
”
は
、
黒

潮
洗
う
四
国
高
知
を
ス
タ
ー
ト
！

ひ
と
あ
し
早
い
春
を
感
じ
な
が
ら

瀬
戸
内
へ
。
近
畿
を
横
断
し
て

日
本
海
側
を
北
上
、
山
形
県
に
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
旅
の
ル
ー
ト

は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
手
紙
で
決
ま
り
ま
す
！

　み
な
さ
ん
の
心
に
あ
る
川
西
町

の
思
い
出
の
風
景
や
情
景
を
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

○
「
何
気
な
い
風
景
」

○
「
思
い
出
の
風
景
」

○
「
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
」

○
「
音
の
記
憶
と
重
な
る
情
景
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

▼
山
形
県
の
放
送
予
定
：

　６
月
26
日
㈪
～
６
月
30
日
㈮

▼
応
募
方
法
：
①
住
所 

②
名
前 

　③
電
話
番
号 

④
性
別 

⑤
年
齢 

　⑥
思
い
出
の
場
所
・
風
景

　場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
記
入
し
て
左
記
ま
で
。

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
：

　０
３
ー
３
４
６
５
ー
１
３
２
７

○
は
が
き
・
封
書

　

〒
１
５
０
ー
８
０
０
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
（
住
所

　不
要
）

▼
締
め
切
り
：
５
月
15
日
㈪
必
着

▼
詳
し
く
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
ー
０
６
６
ー
０
６
６

ま
た
は

０
５
０
ー
３
７
８
６
ー
５
０
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
種
類
：
甲
種
・
乙
種
（
全

　類
）・
丙
種

①
第
１
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
10
日
㈯
午
前
中

▼
試
験
会
場
：
米
沢
市
、
村
山
市

▼
受
付
：
4
月
17
日
㈪
～
26
日
㈬

②
第
2
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
17
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
山
形
市
、
鶴
岡
市

▼
受
付
：
4
月
24
日
㈪
～
5
月
10

　日
㈬

③
第
３
回
試
験

▼
期
日
：
７
月
８
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
寒
河
江
市

　酒
田
市

▼
受
付
：
５
月
22
日
㈪
～
31
日
㈬

④
第
４
回
試
験

▼
期
日
：
７
月
15
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
新
庄
市
、
長
井
市

▼
受
付
：
５
月
29
日
㈪
～
６
月
７

　日
㈬

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

募

　
集

試
験
案
内

相

　
談

9　町報かわにし 平成２９年４月１５日

　青年層による、自主的な町づくり活動を応援します。
■ 対象団体　町内に活動拠点を置き、概ね２０～　
　 ３９歳で組織している団体
■ 対象事業　次の要件を満たす自主的な事業。ただし、
　 １団体あたり３年まで交付。
①活動の情報発信
②他地域団体との交流
③交付団体が連携した事業
④成果報告と「まちづくり提案の提出」

　まちづくり活動に必要な行動力と広い視野を身に着
けるための海外研修を応援します。
■ 対象者　町内に在住する概ね１８～３９歳の個人
　またはグループで、研修成果を広く報告し、まちづ
　くり活動に積極的に参加する方
■ 対象事業　自主的な企画による国外でのまちづく
　り研修活動
■ 対象経費　研修に係る旅費、活動経費
■ 助成額　対象経費の４／５以内（１人上限 40 万円）

若い力で町を盛り上げよう
町はあなたの挑戦を応援します！！

ま
ち
づ
く
り
、自
分
磨
き
に
積
極
的
な
み
な
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
！

特集：町を盛り上げる！　若者たちの挑戦！

問町まちづくり課 地域振興グループ ☎ 42 ー６６１３

　町民のみなさん（団体・グループ）が行う自主的な
町づくり活動を応援します。
■ 対象団体　自治会及び町内に所在する団体、グルー
　 プ（これまで本事業を活用した団体は対象外）
■ 対象事業
①地域間交流事業
②世代間交流事業
③人材育成事業
④コミュニティ育成事業
⑤産業創造育成（特産品開発、生産加工等）事業
⑥こども育成事業

その１　若者の活動を応援！
■ 交付金額　１団体あたり上限３０万円
■ 応募方法　６月３０日㈮まで担当課に企画書を
　　　　　　 提出
■ 採択可否　町で実施する審査会にて決定
■ 事業実施　７月中旬以降
■ そ の 他　申請書類などは担当課に用意していま
　　　　　　 す。また、町ホームページからダウン
　　　　　　 ロードできます。

その２　自主的なまちづくり活動を応援！
⑦イベント（研修会等含む）開催事業
⑧その他町長が必要と認める事業
■ 交付金額　１事業あたり上限３０万円
■ 応募方法　６月１５日㈭まで担当課に企画書を
　　　　　　 提出
■ 採択可否　町で実施する審査会にて決定
■ 事業実施　７月中旬以降
■ そ の 他　申請書類などは担当課に用意していま
　　　　　　 す。また、町ホームページからダウン
　　　　　　ロードできます。

その３　海外での自分磨きを応援！
■ 申込締切
①第１次：６月３０日㈮
②第２次：９月２９日㈮
③第３次：平成３０年１月３１日㈬
■ 採択可否　町で実施する審査会にて決定
■ そ の 他　申請書類などは担当課に用意していま
　　　　　　 す。また、町ホームページからダウン
　　　　　　 ロードできます。



公
立
置
賜
川
西
診
療
所 

所
長

　
　
　
　
　
　
　渋
間
　久

ひ
さ
し 

先
生

　こ
の
度
公
立
置
賜
川
西
診
療
所
に
着
任

し
ま
し
た
渋
間
久
と
申
し
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　こ
れ
ま
で
県
立
中
央
病
院
に
22
年
間
外

科
医
と
し
て
勤
務
、
主
に
が
ん
の
治
療
を

担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
後
６
年
間
県
立
新

庄
病
院
に
勤
め
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
生

活
習
慣
病
の
診
療
に
当
た
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
救
急
医
療
や
僻へ

き
ち地
医
療
な
ど
に

も
興
味
が
あ
り
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　と
い
う
事
で
内
科
系
外
科
系
問
わ
ず
、

頭
か
ら
足
の
先
ま
で
、
お
子
さ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
私
達
に
最
も
身
近
な
病
気
を

診
療
所
で
診
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
ド
ク
タ
ー
Ｇ
」
ほ
ど
か
っ

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住み慣れたまちで

いつまでも自分らしく

健 康 情 報 広 場

第
１
回
　総
合
診
療
と
健
康
保
持

こ
い
い
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
総
合
診
療

科
と
し
て
開
始
し
ま
す
。

　健
康
保
持
の
た
め
に
は
、
適
切
な
運
動

と
食
生
活
が
基
本
で
す
が
、
病
気
の
早
期

発
見
の
た
め
に
、
職
場
や
町
の
検
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
が
ん
と
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
治
療
開
始

す
る
事
で
健
康
寿
命
は
確
実
に
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
町
職
員
の
ひ
と
り

と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
協

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

▲渋間　久先生

　地域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
住

み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
介
護
、
健
康
、
福
祉
、
虐
待
防
止
、

権
利
擁
護
な
ど
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
か

か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
や
問
題
に
対
応

す
る
総
合
相
談
窓
口
で
健
康
福
祉
課
内

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
役
場
へ
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
が
ご
自
宅
へ
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気

軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
し
く

は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

か
が
や
き
の
丘
　☎
42
ー
５
０
０
０

▼
対
象
地
区

　小松
・
中
郡
（
下
奥
田
）

　
　
　
　
　
　玉庭
・
東
沢

【
健
康
や
介
護
の
こ
と
】

○
今
の
健
康
を
維
持
し
た
い

○
体
操
教
室
に
参
加
し
た
い

○
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

　た
い

○
体
調
が
悪
く
不
安
が
あ
る

【
財
産
や
権
利
の
こ
と
】

○
１
人
暮
ら
し
で
財
産
の
管
理
が
心
配

○
悪
質
商
法
に
騙
さ
れ
た
か
も

○
虐
待
を
受
け
て
い
る

【
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
】

○
近
所
に
住
む
高
齢
者
が
最
近
閉
じ
こ
も

　り
が
ち
で
心
配

○
認
知
症
か
気
に
な
る
（
物
忘
れ
、徘
徊
）

そ
よ
風
の
森
　☎
46
ー
２
１
２
１

▼
対
象
地
区

　大
塚
・
犬
川
・
中
郡
（
下

　
　
　
　
　
　奥
田
除
く
）・
吉
島

　今
年
度
か
ら
毎
月
、
住
み
慣
れ
た
と
こ

ろ
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
「
健
康
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
講
座
」
と
し
て
、
町
内
の
医
師

や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
み
な
さ
ん

に
健
康
や
介
護
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

第１診察室 第２診察室
月

総合診療科
内科　渋間所長

火
水 整形外科

山形大学医師（第 2・4 週）

木
総合診療科

外科
山田医師

総合診療科
内科

渋間所長

外科
東医師

金 総合診療科
内科　渋間所長

内科（週交替）
安日医師
塚本医師

内科
塚本医師
（隔週）

※受付：午前８時３０分～１１時３０分　
　　　　午後１時３０分～３時３０分
※診察：午前９時～正午　午後２時～４時（第３火曜日：往診）
※安日医師の専門：糖尿病などの内分泌科
※塚本医師の専門：呼吸器科

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
日
程
は
、
行
事
予

定
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報
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町

　長

　原

　田

　俊

　二
　
　副
町
長

　山

　口

　俊

　昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
育
長

　小

　野

　庄

　士

平成 29年度　川 西 町 職 員 配 置
調
整
監

　鈴
木
清
隆

総
務
課

　課
長

　
（
鈴
木
清
隆
）

行
政
管
理
主
幹

　大
滝
治
則

　総
務
主
査

　奥
村
大
祐

　経
営
管
理
主
査

　鈴
木
和
子

　主
任

　玉
木
和
威

　

　主事

　朽木

　惇、
千
葉
有
生
子

危
機
管
理
主
幹

　金
子
征
美

　危
機
管
理
主
査

　前
山
律
雄

　

契
約
管
財
主
幹

　伊
藤
勝
彦

　

主
幹

　五
十
嵐
義
文

　

　施
設
管
理
主
査

　
黒
澤
直
樹

　

　土
地
管
理
主
査

　小
倉
繁
樹

　

　契
約
検
査
主
査
（
伊
藤
勝
彦
）

　車
両
管
理
主
査
（
五
十
嵐
義
文
）

　

自
動
車
運
転
手

　齋
藤
広
則
、竹
田
牧
人
、

　川
﨑
政
弘
、
竹
田
博
昭
（
再
任
用
）

課
長

　新
藤
兼
一

　

　主
幹

　金
子
幸
夫

　主
査

　遠
藤

　亘

総
務
課
付

　置賜
広
域
病
院
企
業
団
派
遣

　主
幹

　坂
野
成
昭
、
田
中
和
広

　

　主
査

　梶
山
由
美
、
齋
藤
久
美
子

山
形
県
派
遣

　
主
事

　鈴
木

　栄

　

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　広域
連
合
派
遣

　主
事

　鈴
木
健
久
朗

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　川西
消
防
署
併
任

未
来
づ
く
り
課

　課
長

　井
上
憲
也

政
策
調
整
主
幹

　奥
村
正
隆

　政
策
調
整
主
査

　石
田
英
之

　

　主
事

　須
貝
健
斗

財
政
主
幹

　
（
井
上
憲
也
）

　財
政
主
査

　
米
野

　
宏

　

　
主
事

　
田
村
直
之
、
今
野
あ
い

未
来
創
造
室

　室長

　

 

遠
藤
準
一

未
来
創
造
主
査

　後
藤 

毅

　

　主
任

　大
野
大
介
（
県
か
ら
派
遣
）

　

　主
事

　高
橋
和
久
、
勝
見

　渡

ま
ち
づ
く
り
課

　課長

　鈴木
浩
之

地
域
振
興
主
幹

　大
河
原
孝
如

　地
域
振
興
主
査

　金
子
満
博

　

　定
住
促
進
主
査

　髙
橋
陽
一

　

　主
事

　齋
藤
由
惟
、
田
宮
悠
佑

情
報
統
計
主
幹

　安
部
博
之

　情
報
管
理
主
査
（
安
部
博
之
）

　

　広
報
統
計
主
査

　近

　祐
子

　

　主
事

　関
川

　守
、
渡
部

　大

住
民
生
活
課

　課長

　滝田
浩
一

戸
籍
住
民
主
幹

　内
谷
浩
美

　戸
籍
住
民
主
査
（
内
谷
浩
美
）

　

　主
任

　須
貝
真
奈
美

　

　主

　事

　淀
野
拓
也
、
猪
野
春
香

　
　
　
　
　寒
河
江
桜
子

　

　主
事
補

　大
河
原
綾
乃
（
新
規
採
用
）

生
活
環
境
主
幹

　今
野
辰
也

　生
活
安
全
主
査

　緒
形
成
美

　

　環
境
衛
生
主
査

　
（
今
野
辰
也
）

　主
任

　孫
田
之
絵

　主
事

　江
袋
征
太

　主
事
補

　大
平
麻
人

介
護
支
援
主
幹

　小
林
俊
一

　

　介
護
支
援
主
査

　加
藤
元
康

　

　主
任

　一
條
恵
美
、
髙
橋
利
幸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　所
長
（
淀
野
芳
広
）

　副
所
長

　栗
田
純
子

　包
括
支
援
主
査

　淀
ひ
ろ
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　岡﨑
ま
き

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
淀
野
芳
広
）

会
計
管
理
者

　島
貫
啓
一

税
務
会
計
課

　課
長

　
（
島
貫
啓
一
）

町
税
主
幹

　原
田
智
和

　住民
税
主
査

　大友
登
貴
子

　

　資
産
税
主
査

　伊
藤
聡
子

　

　主
任

　菊
地
絵
梨
子
、
平

　百
合

　

　主
事

　川
崎
俊
輔
、
小
林
駿
太

　

　主
事
補

　
髙
橋
聡
太
（
新
規
採
用
）

収
納
主
幹

　堀
内
広
幸

　収
納
主
査

　
寒
河
江
陽
子

　

　
主
任

　
山
田
耕
司

　
主
事

　
片
倉

　
壮

会
計
主
幹

　髙
橋
和
恵

　出
納
主
査

　中
山 

恵

健
康
福
祉
課

　課長

　淀野
芳
広

福
祉
主
幹

　安
藤
美
樹

　福
祉
主
査

　渡
部
浩
明
、
竹
田
紀
子

　

　主
任

　米
野
徳
子
、
平
山
敦
子

　主
事

　小
林
善
久

　

　主
事
補

　髙
橋
拓
海
（
新
規
採
用
）

健
康
推
進
主
幹

　齋
藤
富
士
雄

　医
療
給
付
主
査

　佐
々
木
伸
治

　

　主
任

　関
川
麻
美

　

　主
事

　金
田
実
佳
子
、
神
野
瑞
穂

　健
康
主
査

　井
上
道
子
、
小
野
久
仁
子

　主
任
（
保
健
師
）

　

 

推
名
志
保
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
村
恵
美
子

　保
健
師

　齋
藤
美
咲

　

　管
理
栄
養
士

　原 

美
沙
子

産
業
振
興
課

　課長

　奥村
邦
彦

６
次
産
業
化
主
幹

　色
摩
良
一

　６
次
産
業
化
主
査

　鈴
木 

玄

　

　主
事

　情
野
紗
季

農
業
主
幹

　鈴
木
優
徳

　農
業
企
画
主
査

　嵐

　孝
久

　

　生
産
振
興
主
査

　佐
藤
朋
和

　主
事

　五
雲
寺
良
、
梅
津
智
史
、

　
　平
間 

恵
、
髙
橋
知
希
、
佐
田
宗
人

商
工
観
光
主
幹

　内
谷
新
悟

　商
工
労
政
主
査

　小
形
崇
洋

　

　観
光
主
査

　中
野
ゆ
か
り

　

　主
任

　鷲
尾

　優

　主
事

　相
羽

　洋
、
小
形
悠
介

農
地
林
務
課

　課長

　阪野
正
則

農
地
主
幹

　佐
藤
紀
子

　農
地
主
査

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　主
事

　須
貝
枝
里
子
、
玉
田
絵
里
子
、

　
　
　
　原
田
恭
兵

農
村
林
務
主
幹

　今
井
俊
宏

　農
村
林
務
主
査

　
竹
田
真
也

　

　
主
事

　
宮
田
将
大

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

4
月
28
日
㊎
　こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

５
月
10
日
㊌
　ミ
ニ
講
座
「
手
洗
い
の
仕
方
」・
身
体
測
定

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

  

５
月
15
日
㊊ 

　言
語
聴
覚
士
に
よ
る
相
談
室
を
月
に
1
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

要
予
約
で
す
の
で
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

  

美
郷
幼
稚
園

　５
月
１
日
㊊

　北
斗
幼
稚
園

　5
月
10
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

住み慣れたまちで

いつまでも自分らしく

健 康 情 報 広 場
母子健康手帳交付

〈期　　日〉５月８日㈪、２２日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉町健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：４月２日～５月１日
■ 発送日 ４月２４日㈪
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉５月１８日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 27 年 5 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 5 月、11 月
平成 28 年３月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

健康運動の集い
〈期　日〉５月１５日㈪ 午前 10 時～ 11 時 15 分
〈場　所〉生きがい交流館
〈内　容〉ストレッチ体操、玄米ニギニギ体操など
〈講　師〉健康運動サポーター
〈持ち物〉内ズック、飲み物など
〈申　込〉町健康福祉課まで

ママパパ教室
〈期　　日〉５月１６日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈申込方法〉５月９日㈫まで電話で申込

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
9-10 か月児
健康教室

期　日：５月１７日㈬
対象者：H28.7 ～ H28.8 生まれ

1 歳６か月児
健康診査

期　日：５月１９日㈮
対象者：H27.9 ～ H27.10 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

献　　血
〈期　　日〉５月２６日㈮
〈献血時間〉午後１時３０分～３時３０分
〈場　　所〉中央公民館
〈 対 象 者 〉 男性：１７歳～６９歳
　　　　　  女性：１８歳～６９歳
※６５歳以上の場合は、６０～６４歳で献血した方

〈 持 ち 物 〉献血カード
〈その他〉４００ｍｌの献血のみになります。

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★
　

　各
健
保
か
ら
送
付
さ
れ
る
医
療
費
通
知
は
、
皆
様
の
健
康
へ
の
意
識
向
上
や
重
複
受
診
の
防
止
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お子さんの予防接種
　次の予防接種は、下記生年月日のお子さんが対象
になっております。詳細は、個別に通知しています
のでご確認ください。

【ジフテリア・破傷風第２期】
■ 対　象
　小学６年生（平成１７年４月２日～翌年４月１日）

【麻しん・風しん予防接種第２期】
■ 対　象
　年長児（平成２３年４月２日～翌年４月１日）

【日本脳炎予防接種　第２期】
■ 対　象
①小学４年生
　（平成１９年４月２日～翌年４月１日）
②１８歳になる方
　（平成１１年４月２日～翌４年月１日）
※他の年代の方には、順次ご案内します
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地
域
整
備
課

　課長

　吉田
良
司

建
設
管
理
主
幹

　佐
藤
賢
一

　都
市
計
画
主
査

　
（
佐
藤
賢
一
）

　

　整
備
主
査

　中
山
宗
隆

　

　道
路
管
理
主
査

　佐
々
木
満
樹

　

　用
地
主
査

　平
田
一
則

　

　主
任
（
建
築
技
師
）

　伊
藤

　敦

　主
任

　竹
田
智
弘

　

　主
事
補

　長
澤
拓
斗
、
秋
葉
春
輝

上
下
水
道
主
幹

　髙
橋
光
好

　

主
幹

　齋
藤
政
浩

　上
水
道
主
査

　齊
藤

　誠
、

　
　
　
　
　
　
　鈴
木
ル
ミ
子

　下
水
道
主
査

　
（
齋
藤
政
浩
）

　主
事

　渡
部
達
朗

　

　主
事
補

　山
口
健
太
郎

議
会
事
務
局 

事
務
局
長 

藤
﨑
良
子

事
務
局
長
補
佐

　大
友
勝
治

　

　議事
調
査
主
査
（
大
友
勝
治
）

　主
査
（
梅
津
郭
文
）

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　事
務
局
長

　
（
藤
﨑
良
子
）

事
務
局
長
補
佐

　
（
大
友
勝
治
）

　

　監査
主
査

　梅
津
郭
文

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

　
　
　
　
　書
記
長

　
（
鈴
木
清
隆
）

書
記
長
補
佐

　
（
大
滝
治
則
）

　

　書
記

　髙橋

　司

　
（
伊
藤
勝
彦
）

　
（
五
十
嵐
義
文
）（
金
子
征
美
）

農
業
委
員
会
事
務
局

　

　
　
　
　事
務
局
長

　
（
阪
野
正
則
）

事
務
局
長
補
佐

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　農
地
主
査

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　職
員

　
（
今
井
俊
宏
）（
竹
田
真
也
）

　
（
須
貝
枝
里
子
）（
玉
田
絵
里
子
）

　
（
原
田
恭
兵
）（
宮
田
将
大
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

　課
長

　緒
形
信
彦

教
育
総
務
主
幹

　有
坂
強
志

　

　教
育
総
務
主
査

　井
上
明
子

　

　教
育
施
設
主
査

　寒
河
江
哲
也

　

　指導
主
事

　梅津
幸
太
、
島
貫
祐
樹

　

　主任

　佐
々
木
裕
子

　

子
育
て
支
援
主
幹

　會
田
美
由
紀

　子
育
て
支
援
主
査

　神
尾
亜
希
之

　

 

　主
事

　市
川

　遥

中
央
公
民
館
館
長

　
（
緒
形
信
彦
）

生
涯
学
習
課

　課
長

　後
藤
哲
雄

生
涯
学
習
主
幹

　針
生
富
雄

　生
涯
学
習
主
査

　高橋
豊
文

　

　スポ
ー
ツ
振
興
主
査

　齋藤
雅
美

　

　文化
振
興
主
査

　齊藤
敏
明

　

　主
事

　佐
東
順
子
（
再
任
用
）

埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館

　
　
　
　
　
　
　
　館長
（
後
藤
哲
雄
）

幼
稚
園
・
保
育
所
・

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長

　松
浦
啓
子

　

　副
園
長

　安
部
美
智
子

　

　専
門
員
（
教
諭
）
久
坂
部
令
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　齋
藤
美
貴
子

　主
査
（
教
諭
）
丹
野
小
織

　

　教
諭

　竹
内
晴
美

【
北
斗
幼
稚
園
】
園
長

　淀
野
洋
子

　

　副
園
長

　菅
井
真
紀
子

　

　主
査
（
教
諭
）
八
巻

　薫

　

　主
任
（
教
諭
）
井
上
千
穂

　

　教
諭

　安
部
加
奈
子
（
新
規
採
用
）

【
小
松
保
育
所
】
所
長

　寒
河
江
幸
子

　

　副
所
長

　吉
田
玲
子

　

　専
門
員
（
保
育
士
）
小
形
弘
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　小
方
恵
美
子

　主査
（
保
育
士
）
土
田
江
里
子
、

　
　
　
　須
貝
真
希
、
梅
津

　泉

　
主
任
（
保
育
士
）
藤
田
江
里
、

　
　
　
　
　
　
　
　
星
野
真
紀

　保
育
士

　
井
上
美
穂
、
佐
藤

　
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
規
採
用
）

　調
理
師

　髙
橋
美
和
、 

安
達
百
合

　

【
玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】
所
長 

牛
澤
京
子

　主査
（
保
育
士
）
島
貫
由
佳
里

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

　所長
（
緒
形
信
彦
）

　保育
士

　髙橋
裕
子
（
再
任
用
）

小
学
校
・
中
学
校

　

【
小
松
小
学
校
】
調
理
師

　巻
田
千
香
子
、

　舩
山
美
香 

、
小
林
貴
美
子
（
再
任
用
）

　用
務
員

　徳
永
敬
司
（
再
任
用
）

【
大
塚
小
学
校
】

　調
理
師

　小
林
美
紀
子
、
松
木

　泉

【
犬
川
小
学
校
】
調
理
師

　奥
村
千
枝
子

【
吉
島
小
学
校
】

　調
理
師

　鈴
木
祐
子
、
齋
藤
久
美

　用
務
員

　菅
野
研
二
郎
（
再
任
用
）

【
中
郡
小
学
校
】
調
理
師

　髙
橋
泰
子
、

　

　佐
藤

　恵

　用
務
員

　松
田
一
志

【
高
山
小
学
校
】
調
理
師

　神
保
美
由
紀

【
東
沢
小
学
校
】
調
理
師

　蔵
田
明
美

　

【
玉
庭
小
学
校
】
調
理
師

　後
藤
久
美
子

【
川
西
中
学
校
】
調
理
師

　大
河
原
妙
子
、

　平
田
あ
や
子
、
髙
橋
万
里
子

　

　用務
員

　笹木 

誠

平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

　遠藤
勝
則
（
課
長
）

　髙
橋
久
子
（
主
幹
）

　佐
東
順
子
（
主
幹
）

　船
木
智
幸
（
主
任
指
導
主
事
）

　竹
田
博
昭
（
運
転
手
）

　丹
野
孝
一
（
主
査
）

　菅
野
研
二
郎
（
用
務
員
）

　堀越
拓
弥
（
主
事
補
）

　小林
貴
美
子
（
調
理
師
）

　大
津
加
君
子
（
所
長
）

　我
妻
節
子
（
副
所
長
）

　中川
沙
織
（
保
育
士
）

　
（
内
谷
浩
美
）（
黒
澤
直
樹
）（
前
山
律
雄
）

　
（
小
倉
繁
樹
）（
鈴
木
和
子
）（
奥
村
大
祐
）

　
（
玉
木
和
威
）（
朽
木
惇
）（
千
葉
有
生
子
）



▼
対
象
者
：
町
に
住
所
を
有
す
る

　次
の
方

①
妊
娠
を
希
望
す
る
22
歳
か
ら
50

　歳
の
女
性

（
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
）

②
風
疹
抗
体
が
十
分
で
な
い
、
①

　の
夫
及
び
同
居
家
族

③
風
疹
抗
体
が
十
分
で
な
い
妊
婦

　の
夫
及
び
同
居
家
族

【
助
成
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
】

○
妊
娠
中
の
方

○
風
疹
の
予
防
接
種
を
２
回
以
上

　接
種
し
て
い
る
方

○
風
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

　方
○
過
去
に
助
成
を
受
け
て
、
風
疹

　抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
を
受

　け
た
方

▼
助
成
金
額
：
風
疹
抗
体
検
査
、

　風
疹
予
防
接
種
費
用
の
全
額

▼
申
請
期
限
：

　平
成
30
年
３
月
９
日
㈮

▼
申
請
場
所
：
町
健
康
福
祉
課

※
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
②
、
③
に
該
当

　す
る
方
は
、
以
下
の
も
の
を
お

　持
ち
く
だ
さ
い
。

　①
風
疹
抗
体
検
査
の
数
値
が
確

　
　認
で
き
る
も
の

　②
母
子
健
康
手
帳

▼
助
成
期
限
：

　平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

▼
実
施
医
療
機
関
：

・
公
立
置
賜
総
合
病
院

・
公
立
置
賜
川
西
診
療
所

・
柄
沢
医
院

・
斎
藤
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ

　ク
・
き
じ
ま
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
ほ
か
の
医
療
機
関
で
の
接
種
希

　望
の
場
合
は
担
当
課
へ
。

風
疹
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成

　風
疹
は
、
特
に
妊
娠
初
期
の
感
染
す
る
と
新
生
児
に
難
聴
や
白
内
障
、

心
疾
患
な
ど
の
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
を
発
症
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
風
疹

抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
０

▼
対
象
者
：
町
に
住
所
を
有
し
、

　次
の
①
又
は
②
の
条
件
を
満
た

　す
方

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

　受
け
た
方
は
、
対
象
外

①
次
の
生
年
月
日
の
方

　対
象
者
に
は
、
個
別
に
通
知
文

　を
送
付
し
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

　肺
炎
や
気
管
支
炎
の
予
防
又
は
重
症
化
予
防
を
目

的
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
受
け
く

だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

対象年齢 生年月日
６５歳 昭和２７年４月２日生 ～ 昭和２８年４月１日生
７０歳 昭和２２年４月２日生 ～ 昭和２３年４月１日生
７５歳 昭和１７月４月２日生 ～ 昭和１８年４月１日生
８０歳 昭和１２年４月２日生 ～ 昭和１３年４月１日生
８５歳 昭和  ７年４月２日生 ～ 昭和  ８年４月１日生
９０歳 昭和  ２年４月２日生 ～ 昭和　３年４月１日生
９５歳 大正１１年４月２日生 ～ 大正１２年４月１日生

１００歳 大正  ６年４月２日生 ～ 大正  ７年４月１日生

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、

　心
臓
じ
ん
臓
呼
吸
器
な
ど
で
身

　障
者
１
級
相
当
の
方
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
医
療

　機
関
窓
口
に
提
示
。

▼
助
成
額
：
３
５
０
０
円

　（１
人
１
回
限
り
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
費
用
全
額

　に
な
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
町

　健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　さ
い
。

▼
助
成
期
限
：

　平
成
30
年
３
月
31
日
㈬

▼
接
種
方
法
：
ご
希
望
の
医
療
機

　関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
置
賜
地
域
以
外
の
医
療
機
関
で

　接
種
す
る
場
合
は
、
事
前
に
健

　康
福
祉
課
で
手
続
き
が
必
要
。

▼
持
ち
物
：
健
康
保
険
証
な
ど
、

　接
種
料
金
な
ど

風
疹
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

　４
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
を
再
開
し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
辺
に
物
を
置

い
た
り
、
近
く
に
犬
を
つ
な
い
だ

り
し
な
い
よ
う
、
検
針
へ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
４
月
の
検
針
に
て
冬
期

間
の
料
金
の
精
算
を
行
い
ま
す
。

精
算
方
法
は
、
検
針
時
に
配
布
す

る
「
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」

裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

まちからのお知らせ
town information

４
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー

　
　
　検
針
を
再
開
し
ま
す

問
町
地
域
整
備
課 

上
下
水
道
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
５
３

【
検
針
日
程
】

○
大
塚
・
犬
川
・
中
郡
・
吉
島
地

　区
・
小
松
地
区
の
一
部

　４
月
15
日
㈯
～
２
０
日
㈭

○
小
松
・
玉
庭
・
東
沢
地
区

　４
月
25
日
㈫
～
30
日
㈰監

査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

21　町報かわにし 平成２９年４月１５日

まちからのお知らせ
town information

新
し
い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　3
月
21
日
㈫
、
前
農
業
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
次
の

10
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
新
た
に
「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」
が
設
置
さ
れ
、

3
月
27
日
㈪
に
、
次
の
16
名
が
農

業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
両
委
員
と
も
、
任
期
は
平
成

32
年
3
月
18
日
ま
で
で
す
。

会長

【
吉
島
地
区
】

【
玉
庭
地
区
】

【
中
郡
地
区
】

【
犬
川
地
区
】

【
小
松
地
区
】

【
大
塚
地
区
】

農
業
委
員
会
総
会
な
ど
に
出
席

し
、
農
地
の
売
買
・
貸
し
借
り
や

転
用
な
ど
を
審
議
し
、
最
終
的
に

合
意
体
と
し
て
決
定
し
ま
す
。大沼　藤一

（西大塚）

【
東
沢
地
区
】

　農
地
に
関
す
る
相
談
業
務
（
農

地
売
買
や
賃
貸
借
）
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
区
域
で
行
い
ま
す
。

髙橋　睦子
（吉　田）

黒澤　一利
（下小松）

新野庄右エ門
（玉　庭）

髙橋　孝博
（中小松）

舩山　マサエ
（下小松）

後藤　満良
（上小松）

佐々木　一宏
（上奥田）

新野　勝廣
（吉　田）

鈴木　秀男
（莅）

渡部　泰徳
（上小松）

竹田　一弘
（上小松）

牛谷　清海
（大　塚）

齊藤　修一
（西大塚）

江袋　實
（黒　川）

荒井　浩
（小　松）

伊藤　義幸
（堀　金）

齋藤　幸雄
（下奥田）

山田　良一
（時　田）

須貝　寿裕
（朴　沢）

市川　博幸
（玉　庭）

後藤　昌弘
（上奥田）

内山雄次郎
（洲　島）

小形　泰弘
（尾長島）

髙梨　裕晃
（吉　田）

会長代理

竹田　総一
（高　山）

農地利用最適化推進委員（16名）

問川西町農業委員会 ☎４２－６６０５

　農
業
委
員
の
主
な
役
割

農業委員（10名）

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
主
な
役
割

町報かわにし　12平成２９年４月１５日

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

まちからのお知らせ
town information

川
西
町
農
業
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

　町
で
は
、
国
の
平
成
30
年
産
か
ら
の
米
政
策
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
今

後
の
町
農
業
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
本
町
農
業
者
の
経
営
安
定
と
農

業
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、「
川
西
町
農
業
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　今
年
度
か
ら
の
10
か
年
計
画
と
し
、
具
体
的
施
策
を
定
め
た
長
期
戦
略

を
実
現
し
ま
す
。

「
豊
か
さ
を
目
指
す
強
い
農
業
づ
く
り
」

Ⅰ　多様な担い手の育成・確保
　１農業後継者・担い手
　２新規就農者・新規参入者
　３集落営農・法人
　４女性農業者
　５セカンドキャリア就農

Ⅱ　水田フル活用による農業所得の向上
　１米
　２土地利用型作物
　３園芸作物

Ⅲ　「川西」ブランドの確立と魅力の発信
　１米沢牛
　２紅大豆、豆類
　３ブランディング

Ⅳ　農地の保全と集落営農の堅持
　１優良農地
　２生産基盤
　３集落営農

着
実
な
計
画
の
実
行
を

　策
定
に
あ
た
り
、
川
西
町
農
業

再
生
協
議
会
に
設
置
し
た
「
米
政

策
等
の
見
直
し
に
係
る
検
討
会
」

に
お
い
て
、
本
町
農
業
の
将
来
像

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　検
討
会
で
は
、「
米
・
土
地
利

用
型
作
物
」、「
畜
産
」、「
園
芸
・

６
次
化
」、「
次
世
代
」
の
４
専
門

部
会
に
分
か
れ
て
議
論
を
重
ね
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　こ
の
計
画
は
、
上
位
計
画
で
あ

る「
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン（
第

５
次
川
西
町
総
合
計
画
）」
と
連

動
さ
せ
、
町
の
農
業
振
興
発
展
の

た
め
の
基
本
理
念
、
基
本
方
針
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
10
か
年
計
画
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、
プ
ラ
ン
で
設
定
し
た
56

の
具
体
的
施
策
に
係
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
着
実
な
計

画
の
実
行
を
図
り
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
基
本
方
針

基本理念 基本方針とその分類

○
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保

　「農
業
後
継
者
」「
新
規
就
農
者・

新
規
参
入
者
」「
集
落
営
農
組
織・

農
業
法
人
」「
女
性
農
業
者
」
お

よ
び「
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
就
農
」

な
ど
の
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
を
図
り
ま
す
。

○
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る

　農
業
所
得
の
向
上

・「
米
」
の
需
要
に
応
じ
て
生
産

　し
、
価
格
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

・「
大
豆
」「
そ
ば
」「
飼
料
作
物
」

　な
ど
の
土
地
利
用
型
作
物
か
ら

　農
業
所
得
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

・「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」「
え
だ
ま
め
」

　「ダ
リ
ア
」
を
重
点
品
目
に
指

　定
し
、
産
地
化
を
推
進
し
ま
す
。

・
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
「
新
た

　な
作
物
」
を
導
入
し
、
多
品
目

　化
を
推
進
し
ま
す
。

○
「
川
西
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

　魅
力
の
発
信

・
米
沢
牛
、
紅
大
豆
な
ど
に
新
た

　な
付
加
価
値
を
加
え
、
ブ
ラ
ン

　ド
力
を
強
化
し
ま
す
。

・
新
た
な
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、

　町
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

・
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
を
推
進
し
、

　市
場
な
ど
か
ら
選
ば
れ
る
産
地

　形
成
を
目
指
し
ま
す
。

○
農
地
の
保
全
と

　集
落
営
農
の
堅
持

・
農
地
基
盤
整
備
と
人
・
農
地
プ

　ラ
ン
に
よ
る
農
地
集
積
を
推
進

　し
ま
す
。

・
集
落
営
農
・
地
域
営
農
の
地
域

　一
体
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

※
プ
ラ
ン
の
概
要
版
は
順
次
農
業

　者
の
方
に
お
配
り
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
町
産
業
振
興
課 

農
業
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
４
２

▲次世代に繋ぐために

▲ブランド力の強化を
（紅大豆）
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　ご
家
庭
で
不
要
に
な
り
使
用
し

て
い
な
い
小
型
家
電
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
対
象
の
小
型
家
電
を
無
料

で
回
収
し
ま
す
。

▼
日
時
：
４
月
29
日
㈯

　午
前
９
時
～
10
時

▼
会
場
：
エ
コ
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
前

　広
場

※
下
記
の
対
象
品
以
外
の
製
品
は

　回
収
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
対
象

　品
リ
ス
ト
を
町
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

①
回
収
は
事
前
に
個
人
情
報
が
消

文
化
財
も
の
が
た
り 

～
シ
リ
ー
ズ
⑥
～

　玉
庭
の
温ぬ

く
い井

、
立
岩
高
原
に
、

大
岩
の
割
れ
目
か
ら
勢
い
よ
く
伸

び
て
い
る
こ
と
か
ら
「
石
割
桜
」

と
呼
ば
れ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
あ
り

ま
す
。

　ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
日
本
に
自
生
す

る
桜
の
代
表
格
で
、
短
期
間
に
集

中
し
て
開
花
す
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

に
比
べ
て
開
花
時
期
が
長
く
、
見

頃
も
４
月
下
旬
～
５
月
初
旬
と
、

ほ
か
の
品
種
よ
り
も
遅
い
の
が
特

徴
で
す
。

　日
本
人
と
桜
の
歴
史
は
古
く
、

平
安
時
代
に
は
花
と
い
え
ば
言
う

ま
で
も
な
く
桜
花
を
指
し
、
桜
と

い
え
ば
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
、
数
多
く

今
年
の
石
割
桜
の
開
花
時
期
は
５
月
初
旬
頃
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

問
玉
庭
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

　☎
48
ー
２
１
３
０

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
玉
庭
い
こ
い
の
里 

代
表 

伊
藤
健
一
さ
ん

☎
０
８
０
ー
２
８
３
１
ー
７
８
１
６

　去
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
回
収
さ
れ
た
小
型
家
電
は
、
そ

　の
後
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

③
乾
電
池（
ボ
タ
ン
電
池
を
含
む
）

　は
あ
ら
か
じ
め
取
り
外
し
て
く

　だ
さ
い
。

小
型
家
電
の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８

項目 詳細
通信機械器具 ・電話機（ダイヤル式除く）・ファクシミリ

・携帯電話、スマホ・公衆用ＰＨＳ端末など

電子機械器具 ・ＤＶＤ，ＢＤプレイヤー／レコーダー
・ＭＤ、ＣＤプレーヤー・電子辞書など

カー用品 ・カーナビ、テレビ、ＤＶＤ、ステレオなど
・ＥＴＣ車載ユニットなど

パソコン類 ・デスクトップＰＣ・ノートＰＣ・液晶モニ
ター・タブレット・ワープロなど

ゲーム機 ・ゲーム機本体・ミニ電子ゲーム・コントロー
ラー・カッセット式ゲームソフトなど

その他付属品 ・ケーブル・充電器・アダプター・プラグ、
ジャックなど

羽
前
小
松
駅
の
ト
イ
レ
が

　
　
　
　
　
　
　
　新
し
く
な
り
ま
し
た

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
８

「
石
割
桜
」（
玉
庭
地
区
温ぬ
く
い井

）

の
和
歌
に
も
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　玉
庭
の
人
々
は
、
昔
は
よ
く
こ

の
石
割
桜
の
下
に
集
ま
っ
て
宴
会

を
開
い
た
と
い
い
ま
す
。
石
の
割

れ
目
と
い
う
不
安
定
な
環
境
の
中

で
も
力
強
く
咲
き
誇
る
桜
の
生
命

力
が
、
そ
の
ま
ま
玉
庭
の
人
々
の

力
の
源
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
想

像
で
き
ま
す
。

　石
割
桜
の
根
元
に
は
「
吉
村

万
五
郎
翁
の
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

山
形
警
察
署
初
代
署
長
な
ど
を
務

め
た
人
物
で
、
吉
村
美
栄
子
知
事

の
曾
祖
父
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

石
割
桜
の
樹
齢
と
同
じ
１
２
０
年

ほ
ど
前
に
は
、
最
高
裁
判
所
初
代

事
務
総
長
で
愛
知
大

学
創
立
者
の
本
間
喜

一
氏
が
御
伊
勢
町
に

誕
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
玉
庭
出
身
の

名
士
も
石
割
桜
を
眺

め
、
と
も
に
育
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲雄大に咲く石割桜

▼
日
時
：
４
月
23
日
㈰
午
前
８
時

　45
分
～
11
時
45
分

▼
会
場
：

○
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
分
列
行
進

　（美
女
木
地
内
）

○
式
典

（
多
目
的
運
動
場
）

※
雨
天
時
：

町
民
総
合
体
育
館

春
季
消
防
演
習

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西

　消
防
署 

☎
42
ー
３
７
０
０

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ 

☎
42
ー
３
７
０
０

　

今
年
１
月
か
ら
工
事
を
行
っ
て

い
た
羽
前
小
松
駅
公
衆
ト
イ
レ
が

完
成
し
ま
し
た
。

　３
月
30
日
か
ら
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
み
な
さ

ん
の
他
、
羽
前
小
松
駅
利
用
者
の

方
な
ど
町
外
の
方
も
利
用
す
る
ト

イ
レ
で
す
。
み
な
さ
ん
で
協
力
し

て
、
ず
っ
と
き
れ
い
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

まちからのお知らせ
town information

町報かわにし　20平成２９年４月１５日



３
つ
の
監
査
結
果
を
報
告
し
ま
す

　
　
　
　
　
　～
適
正
な
処
理
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
～

　こ
の
度
、
次
の
３
つ
の
監
査
を

実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
」
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
各
監
査
の
詳
細
は
次
の
と

お
り
で
す
。

財
政
援
助
団
体
監
査

▼
監
査
の
種
類
：
地
方
自
治
法
第

　１
９
９
条
第
７
項
で
規
定
す
る

　監
査

▼
監
査
対
象
団
体
な
ど

監査対象団体など
（所管課） 監査期日 補助金名称 補助金額

（平成２７年度）
町社会福祉協議会
（健康福祉課）

１月 24日

川西町社会福祉協議
会補助金 5,257,000 円

やまがた里の暮ら
し推進機構

（まちづくり課）

やまがた里の暮らし
推進機構運営補助金 13,680,000 円

町観光協会
（産業振興課） 1月 25日 川西町観光協会運営事業補助金 10,398,000 円

指
定
管
理
者
監
査

▼
監
査
の
種
類
：
地
方
自
治
法
第

　１
９
９
条
第
７
項
で
規
定
す
る

　監
査

▼
監
査
対
象
団
体
な
ど

監査対象団体など
（所管課） 監査期日 管理施設 指定管理料

（平成２７年度）

小松地区地域振興協議会
（まちづくり課）

1月 31日

小松地区
交流センター 10,375,560 円

大塚地区
社会を明るくする協議会
（まちづくり課）

大塚地区
交流センター 11,145,600 円

定
例
監
査

▼
監
査
の
種
類
：
地
方
自
治
法
第

　１
９
９
条
第
４
項
で
規
定
す
る

　定
例
監
査
（
平
成
28
年
度
）

▼
監
査
対
象
課

①
住
民
生
活
課

②
健
康
福
祉
課

③
教
育
総
務
課

問
町
監
査
委
員
会
事
務
局

☎
42
ー
６
６
７
４

各
監
査
の
監
査
委
員

　島
貫
憲
明

　髙
梨
勇
吉

口
座
残
高
の
確
認
を

　４
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
付

月
で
す
。
納
付
期
限
は
５
月
１
日

㈪
、
口
座
振
替
日
は
４
月
28
日
㈮

で
す
。
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
振
替
日
前
日
ま
で
に

口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、

再
度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

後
日
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
て
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
を
厳
守

　町
税
・
保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
完
納
さ
れ
な
い
納
税
義
務
者

の
方
に
は
、
納
付
期
限
後
に
送
付

す
る
督
促
状
に
て
納
付
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　町
で
納
付
確
認
に
は
１
週
間
程

度
か
か
る
た
め
、
納
付
期
限
を
過

ぎ
て
か
ら
納
付
さ
れ
た
場
合
、
督

促
状
が
送
付
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

る
た
め
に
も
、
納
付
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
金
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　

納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定

の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
納
付
が

で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る

方
は
、
金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
口

座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
毎
月
末
日
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
20
日
）
ま
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
た
も
の
は
、
翌
月

以
降
の
口
座
振
替
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。　す

で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
で
、
口
座
振
替
を
依
頼
し

て
い
な
い
新
た
な
税
目
が
発
生
し

た
場
合
、
新
た
な
税
目
の
口
座
振

替
依
頼
書
を
金
融
機
関
へ
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
金
融
機
関

（
次
の
本
店
及
び
各
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業

協
同
組
合
・
山
形
中
央
信
用
組
合

・
米
沢
信
用
金
庫
・
荘
内
銀
行

・
き
ら
や
か
銀
行

・
東
北
労
働
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
町
税
務
会
計
課 

収
納
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
４

▲まめを活用して町をＰＲ
　やまがた里の暮らし推進機構主催
　　「山形かわにしまめの展示会｝

口
座
残
高
の
確
認
を

まちからのお知らせ
town information
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置
賜
産
木
材
利
用

 

の
住
宅
を
支
援

▼
対 

象 

者
：
町
内
で
住
宅
な
ど
（
車
庫
・

　物
置
含
む
）
を
建
築
す
る
方

▼
補
助
要
件

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
置
賜
地
域
産
の
木
材
を
使
用

②
町
内
建
設
業
者
が
施
工

③
申
請
者
が
居
住
す
る
住
宅
な
ど

④
建
築
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
使
用
す
る
置

賜
地
域
産
木
材
の
額
が
30
万
円
以
上

▼
補
助
金
額
：
工
事
費
用
の
20
％
以
内
の
額

　（上
限
30
万
円
）

※
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

　木
材
需
要
の
促
進
と
町
内
経
済
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
、
置
賜
産
木
材
使
用
の
住
宅

建
設
を
支
援
し
ま
す
。

 

薪
ス
ト
ー
ブ
の

 

導
入
を
支
援

▼
対
象
者

①
町
内
に
住
所
が
あ
る
方

②
町
内
の
住
宅
、
事
業
所
、
農
業
用
施
設
な

　ど
に
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
設
置
す
る
方

▼
対
象
経
費

①
薪
ス
ト
ー
ブ
及
び
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

　購
入
経
費
（
取
付
部
品
な
ど
を
含
む
）

②
薪
ス
ト
ー
ブ
及
び
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

　取
付
け
の
経
費

▼
補
助
金
額
：
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

　（上
限
５
万
円
）

※
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

　森
林
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
森
林
の

適
切
な
整
備
及
び
保
全
の
た
め
、
薪
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

▼
申
請
手
続

　建
築
前
に
交
付
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類
は

担
当
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
：
５
月
31
日
㈬
ま
で

　（平
日
の
み
）

▼
利
用
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所
：
町
役
場
税
務
会
計
課

▼
縦
覧
で
き
る
方
：
今
年
度
（
賦
課
期
日
平   

　成
29
年
１
月
１
日
現
在
）、
本
町
に
課
税

　さ
れ
て
い
る
土
地
や
建
物
を
お
持
ち
の
納

　税
者

▼
閲
覧
で
き
る
方
：
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

　産
の
納
税
義
務
者
、
借
地
、
借
家
人
な
ど

▼
そ
の
他
：
同
居
の
親
族
、
死
亡
し
た
方
の

　相
続
人
、
委
任
さ
れ
た
方

▼
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容

①
縦
覧
：

　○
土
地
：
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　
　
　
　
　価
格

　○
家
屋：所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

　
　
　
　  

床
面
積
、
価
格

②
閲
覧
：
所
有
す
る
資
産
の
課
税
台
帳
、
賃

　貸
借
契
約
等
の
資
産
の
課
税
台
帳

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

　

○
官
公
署
発
行
の
写
真
つ
き
の
本
人
確
認
書

　類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
場
合
は
１
点
、

　健
康
保
険
証
な
ど
写
真
の
な
い
も
の
は
複

　数
点
。

※
委
任
者
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
手
数
料
　

○
縦
覧
：
無
料

○
閲
覧
：
縦
覧
期
間
中
は
無
料

▼
注
意
事
項

①
縦
覧
帳
簿
に
は
所
有
者
が
記
載
さ
れ
て
い

　ま
せ
ん
。
所
在
・
地
番
・
家
屋
番
号
を
指

　定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
縦
覧
帳
簿
は
コ
ピ
ー
で
き
ま
せ
ん
。（
書

　き
写
し
は
可
）

③
縦
覧
は
、
ご
自
身
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

　額
の
妥
当
性
確
認
の
た
め
、
他
の
土
地
・

　家
屋
の
評
価
額
と
比
較
す
る
制
度
で
す
。

　そ
の
他
の
目
的
で
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

　課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
や
建
物
を
お
持
ち
の
方
が
、
他
の
土
地
や
建
物
の
価
格
と
比
較
し
、

価
格
の
適
正
さ
を
判
断
す
る
制
度
が
『
縦
覧
・
閲
覧
制
度
』
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
会
計
課 

資
産
税
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
２
４

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
申
請
手
続

　設
置
前
に
交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
申
請
に
必
要
な
書
類
は
担
当
課
に
あ
り

ま
す
。

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
４
６

まちからのお知らせ
town information

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報
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　毎
年
恒
例
の
ダ
リ
ア
球
根
直
売

会
。
多
種
多
様
な
ダ
リ
ア
の
球
根

が
、
花
の
写
真
を
見
な
が
ら
購
入

で
き
ま
す
。

　芽
出
し
済
み
の
球
根
な
の
で
、

購
入
後
は
す
ぐ
に
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
ダ
リ

ア
で
華
や
か
な
花
壇
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

✿
日
時
：
５
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰

　
　
　
　午
前
10
時
～
午
後
４
時

✿
会
場
：

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
内
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　特
設
会
場

✿
金
額
：
１
球
　５
０
０
円
、
　

　
　
　
　７
０
０
円
、
９
０
０
円

川
西
ダ
リ
ヤ
園
産
球
根
直
売
会

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
５

✿
ダ
リ
ア
栽
培
講
習
会

　直
売
会
と
同
時
開
催
！
ダ
リ
ア

栽
培
の
プ
ロ
が
、
球
根
の
植
え
方
、

育
て
方
を
説
明
し
ま
す
。

　初
め
て
栽
培
さ
れ
る
方
、
栽
培

の
コ
ツ
を
知
り
た
い
方
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

✿
日
時
：
球
根
直
売
会
中
の

　①
午
前
11
時
～

　②
午
後
１
時
～

✿
会
場
：
同
上

✿
参
加
費
：
無
料

※
こ
の
ほ
か
、
シ
ー
ズ
ン
に
応
じ

　た
栽
培
方
法
の
講
習
会
を
行
い

　ま
す
。
詳
し
く

　は
、
町
報
６
月

　号
で
お
知
ら
せ

　し
ま
す
。

ま
い
も
ん
”
を
取
り
揃
え
て
開
催

し
ま
す
！
出
店
者
な
ど
の
詳
細
は

開
催
日
前
の
新
聞
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
：
５
月
か
ら
11
月
ま
で

　の
第
２
土
曜
日

▼
時
間
：
午
前
７
時
～
８
時
30
分

▼
会
場
：
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
川

　西
支
店
東
側
駐
車
場
（
雨
天
時

　及
び
11
月
は
町
中
央
公
民
館
）

※
開
催
内
容
は
町
報
や
チ
ラ
シ
な

　ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

５
月
13
日
㈯
は
こ
ま
つ
市
へ
行
こ
う
！

問
町
産
業
振
興
課 

６
次
産
業
化

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
９
６

　成
人
式
は
一
生
に
一
度
で
す
。

　ぜ
ひ
参
加
し
て
、
大
人
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
：
５
月
３
日
㈬
㈷

▼
会
場
：
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
　
　
　プ
ラ
ザ

▼
日
程
：

①
受
　
　付
：
午
前
９
時
30
分
～

②
記
念
撮
影
：
午
前
９
時
45
分
～

③
式
　
　典
：

　午
前
10
時
30
分
～
11
時

④
記
念
行
事
：

　午
前
11
時
10
分
～
正
午

▼
対
象
者
：
平
成
８
年
４
月
２
日

　～
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

　生
ま
れ
た
町
内
在
住
者
及
び
町

　立
中
学
校
卒
業
者

※
対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
案
内

　状
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

※
会
場
に
は
一
般
席
を
準
備
し
ま

　す
。
ご
家
族
の
方
も
是
非
一
緒

　に
祝
福
く
だ
さ
い
。

５
月
３
日
は

「
成
人
式
」

　町
で
は
日
本
語
に
不
自
由
さ
れ

て
い
る
外
国
籍
の
方
を
対
象
に
、

日
本
語
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

▼
対
象
者
：
外
国
籍
の
方
で
、
日

　常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
の
学

　習
希
望
者
10
名
（
先
着
順
）

▼
期
日
：
５
月
～
11
月
初
旬
の

　
　
　
　月
曜
日

○
５
月
１
、８
、
15
、
22
、
29
日

▼
時
間
：
午
後
６
時
～
８
時

　
　

※
５
月
１
日
は
午
後
５
時
30
分
～

※
参
加
者
の
要
望
で
日
中
（
午
前

　中
）
開
催
に
な
る
場
合
も
あ
り

▼
会
場
：
中
央
公
民
館
２
０
１
号

　室
ほ
か

▼
講
師
：
伊 

藤 

恵 

子 

氏

▼
受
講
料
：

①
町
内
在
住
者
　３
０
０
０
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
４
９
６
８
円
）

②
町
外
在
住
者
　５
０
０
０
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
４
９
６
８
円
）

▼
託
児
サ
ー
ビ
ス
：
無
料

▼
申
込
締
切
：
４
月
27
日
㈭

　

▼
申
込
方
法
：
担
当
課
に
連
絡

日
本
語
教
室
開
催
（
全
25
コ
ー
ス
）

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

　今
年
も
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ら
れ

る
朝
市
と
し
て
、
町
内
外
の
“
う

今年は
会場が変わ
りました！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今年は
会場が変わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会場が変わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

りました！

▲昨年も大盛況！

▲講習会は必見です！

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

まちからのお知らせ
town information

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ
　☎

44
ー
２
８
４
３

成
人
式
は
一
生
に
一
度
で
す
。

「
成
人
式
」
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町
内
で
の
住
宅
建
設
を
支
援

▼
対 

象 

者

①
町
内
で
住
宅
な
ど
を
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

　な
ど
の
工
事
を
行
う
方

②
町
内
の
施
工
業
者
と
契
約
す
る
方
（
県
補

　助
金
の
場
合
は
、
県
内
業
者
で
可
）

③
10
万
円
以
上
の
工
事
を
行
う
方

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
こ
と

▼
補
助
内
容

①
町
補
助
金
を
受
け
る
場
合

　工
事
費
の
20
％
（
上
限
10
万
円
）

②
県
補
助
を
受
け
る
場
合

　工
事
費
の
10
％
（
上
限
20
万
円
）

③
町
・
県
補
助
の
両
方
を
受
け
る

・
町
補
助
金
…
工
事
費
の
10
％

　（上
限
10
万
円
）

・
県
補
助
金
…
②
と
同
様

※
県
補
助
事
業

①
「
部
分
補
強
」「
省
エ
ネ
化
」「
バ
リ
ア
フ

　リ
ー
化
」「
県
産
木
材
使
用
」「
克
雪
化
」

　の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
。

②
県
産
木
材
を
３
㎥
使
用
す
る
か
、
空
き
家

　リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
は
、
県
補
助
金

　の
上
限
が
30
万
円
。

③
３
世
代
・
移
住
・
近
居
・
新
婚
・
子
育
て

　世
代
の
場
合

・
工
事
費
の
20
％
（
上
限
30
万
円
）

④
②
と
③
に
当
て
は
ま
る
場
合

・
工
事
費
の
20
％
（
上
限
40
万
円
）

　町
内
住
宅
の
質
の
向
上
や
住
宅
投
資
の
波
及
効
果
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
町
内

で
の
住
宅
建
設
を
支
援
し
ま
す
。

【
参
考
】

○
工
事
費
２
０
０
万
円
の

　
　
　
　
　リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合

①
町
補
助
…
10
万
円（
工
事
費
×
10
％
）

　
　
　
　＋

②
県
補
助
…
20
万
円（
工
事
費
×
10
％
）

　
　
　
　
←

30
万
円
の
補
助
金

▼
対 

象 

者

①
夫
、
妻
の
ど
ち
ら
か
が
満
40
歳
未
満
の
若

　者
夫
婦
ま
た
は
、
ひ
と
り
親
世
帯

②
定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
町
内
に
住
宅
を

　取
得
す
る
方

③
町
外
に
１
年
以
上
居
住
し
町
内
に
転
入
す

　る
方
、
ま
は
た
町
内
の
賃
貸
住
宅
に
１
年

　以
上
居
住
し
て
い
る
方

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
こ
と

▼
基
本
補
助

①
新
築
住
宅
取
得
…
60
万
円

②
中
古
住
宅
取
得
…
20
万
円

▼
加
算
補
助
…
20
万
円
の
加
算

　入
居
時
に
、
義
務
教
育
終
了
前
の
子
を
養

育
し
、
同
居
し
て
い
る
方

　活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
定
住

の
意
志
を
も
っ
て
町
内
に
住
宅
を
取
得
す
る

若
者
夫
婦
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

①
定
住
の
意
思
を
も
っ
て
町
内
に
住
宅
を
取

　得
す
る
３
世
代
世
帯

②
取
得
す
る
住
宅
が
新
築
ま
た
は
建
て
替
え

　住
宅
で
あ
る
こ
と

③
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

④
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
こ
と

▼
補
助
内
容

　住
宅
取
得
…
１
０
０
万
円

　心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
、
１
人
高
齢
者

世
帯
の
減
少
、
空
き
家
の
防
止
な
ど
の
た
め

に
定
住
す
る
意
思
を
持
っ
て
町
内
に
住
宅
を

取
得
す
る
３
世
代
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対 

象 

者

 

若
者
の

 

移
住
定
住
を
支
援

 

３
世
代
同
居
の

 

住
宅
建
設
を
支
援

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
４
７

まちからのお知らせ
town information

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
移
住
・
３
世
代
同
居
を
考
え
中
の
方
へ
！
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まちからのお知らせ
town information

　町
内
中
小
企
業
者
が
行
う
設
備
投
資
に
係

る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
町
内
産
業
の
基

盤
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

　ま
た
は
個
人

▼
対
象
設
備
：
新
た
な
製
品
、
商
品
の
開
発

　及
び
新
た
な
生
産
方
法
の
導
入
の
た
め
に

　必
要
と
な
る
機
械
・
装
置
及
び
、
そ
の
設

　備
が
設
置
さ
れ
る
建
物

※
車
両
全
般
、
除
雪
機
等
の
汎
用
機
、
設
備

　の
単
純
な
更
新
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
取
得
価
格
：
１
０
０
万
円
以
上

▼
補
助
金
額
：
取
得
価
格
の
１
／
３
以
内

　（補
助
上
限
３
０
０
万
円
）

▼
募
集
締
切
：
５
月
31
日
㈬

設
備
投
資
な
ど
を
行
う
企
業
へ
（
中
小
企
業
設
備
投
資
促
進
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　町
内
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、

運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
を
目
的
に
借
入
れ

た
制
度
資
金
の
支
払
利
息
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

　ま
た
は
個
人

▼
対
象
と
な
る
融
資

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の
公
的
機
関
が

　行
う
も
の
（
山
形
県
商
工
業
振
興
資
金
を

　含
む
）

②
県
内
に
本
店
を
有
す
る
民
間
金
融
機
関
か

　ら
の
融
資
（
山
形
県
信
用
保
証
協
会
の
保

　証
付
き
融
資
に
限
る
）

▼
利
子
補
給
額
：
融
資
実
行
日
か
ら
数
え
て

　１
年
間
に
支
払
っ
た
利
子
額
の
20
％
以
内

　の
額
（
上
限
10
万
円
）

制
度
資
金
を
借
入
れ
た
企
業
へ
（
中
小
企
業
制
度
資
金
利
子
補
給
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　町
内
中
小
企
業
者
が
行
う
販
路
開
拓
、
新

商
品
等
開
発
、
人
材
育
成
、
経
営
革
新
な
ど

の
事
業
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。 

▼
対
象
者
：
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

　ま
た
は
個
人

▼
対
象
経
費
：
広
報
費
、
展
示
会
等
出
展
費
、

　採
用
活
動
費
、従
業
員
の
研
修
費
、機
械・

　装
置
費
、
建
物
・
設
備
費
等
（
機
械
・
装

　置
費
及
び
建
物
・
設
備
費
を
含
む
事
業
は

　一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。）

▼
補
助
金
額
：
取
得
価
格
の
１
／
２
以
内

　（補
助
上
限
50
万
円
）

▼
募
集
締
切
：
５
月
31
日
㈬

事
業
拡
大
な
ど
を
行
う
企
業
へ
（
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の

取
組
み
を
応
援
し
ま
す
！

　町
で
は
、平
成
28
年
４
月
に
施
行
し
た
川
西
町
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
振
興
条
例
と
「
か

わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次
川
西
町
総
合
計
画
）」
に
基
づ
き
、
産
業
の
振
興
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
制
度
を
設
け

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
募
集
期
間
、
細
か
な
要
件
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
企
業
支
援
施
策
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

掲
載
し
て
い
る
事
業
な
ど
の
説
明
会
で
す
。
申
込
不
要
。
ぜ
ひ
出
席
く
だ
さ
い
。

○
４
月
21
日
㈮

　午
後
７
時
～

　中
央
公
民
館
２
０
１
号
室

○
４
月
22
日
㈯

　午
後
１
時
30
分
～

　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

町報かわにし　16平成２９年４月１５日

まちからのお知らせ
town information

　商
工
業
の
活
性
化
の
た
め
、
資
格
取
得
に

係
る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
内
の
求
職
者
、
勤
労
者

（
事
業
所
か
ら
の
申
請
は
年
度
内
３
人
ま
で
）

▼
内
容
：
国
家
資
格
及
び
公
的
資
格
な
ど
、

　資
格
取
得
（
技
能
講
習
等
を
含
む
）
の
た

　め
の
費
用

※
普
通
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
二
輪
車
免

　許
、
大
型
自
動
二
輪
車
免
許
、
小
型
自
動

　二
輪
車
免
許
、
原
動
機
付
自
転
車
運
転
免

　許
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
金
額
：
対
象
取
得
経
費
の
１
／
２
以

　内
（
最
大
５
万
円
）

資
格
取
得
を
目
指
す
方
へ
（
資
格
取
得
支
援
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　創
業
者
が
創
業
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
助
成
し
、
町
内
で
の
創
業
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
及
び
町
商
工
会
及
び
各
創
業

　支
援
事
業
者
の
支
援
を
受
け
て
、
今
年
度

　町
内
で
創
業
す
る
者

▼
対
象
経
費
：
創
業
に
必
要
な
経
費

（
機
械
・
装
置
費
、
建
物
・
設
備
費
、
広
報
費
、

　展
示
会
等
出
展
費
、
採
用
活
動
費
、
従
業

　員
の
研
修
費
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　

▼
補
助
金
額
：
取
得
価
格
の
２
／
３
以
内

　（補
助
上
限
50
万
円
）

創
業
を
検
討
し
て
い
る
方
へ
（
創
業
促
進
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　創
業
、
新
分
野
進
出
、
新
商
品
開
発
な
ど

に
取
り
組
む
た
め
融
資
を
受
け
た
場
合
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
方
ま
た

　は
、
町
内
で
開
業
す
る
方

▼
対
象
と
な
る
融
資
：
創
業
や
新
分
野
進
出
、

　新
商
品
の
開
発
を
行
う
た
め
の
資
金
の
融

　資
（
返
済
期
間
が
１
年
以
上
）

▼
対
象
融
資
限
度
額
：
５
０
０
万
円
以
内

▼
利
子
補
給
額
：
融
資
額
又
は
限
度
額
の
ど

　ち
ら
か
少
な
い
額
の
年
利
１・
０
％
以
内

　相
当
額

▼
利
子
補
給
期
間
：
３
年
以
内

創
業
・
新
分
野
進
出
な
ど
を
行
う
方
へ
（
創
業
支
援
利
子
補
給
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　６
次
産
業
化
へ
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

必
要
な
施
設
機
器
の
整
備
や
技
術
習
得
、
商

品
開
発
な
ど
の
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
農
業
者
、
商
工
業
者
及
び
各
事

　業
者
が
組
織
す
る
団
体

▼
内
容
：

①
ハ
ー
ド
面
の
支
援

　農
産
物
加
工
施
設
、
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
、

　農
家
民
宿
及
び
機
器
の
整
備
等

②
ソ
フ
ト
面
の
支
援

　技
術
習
得
、リ
ー
ダ
ー
育
成
、商
品
開
発・

　改
良
、
販
路
開
拓
・
拡
大
、
先
進
地
調
査

　及
び
市
場
調
査
な
ど

③
新
作
物
導
入
・
品
目
拡
大
の
支
援

　新
作
物
の
導
入
、
栽
培
　方
法
の
導
入

▼
補
助
金
額
：
対
象
取
得
経
費
の
１
／
２
～

　２
／
３
以
内
（
15
万
円
～
70
万
円
）

６
次
産
業
化
を
目
指
す
方
へ
（
６
次
産
業
化
支
援
）

問
町
産
業
振
興
課 

６
次
産
業
化
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
９
６

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

▲創業に向けた活用を（H28創業）
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まちからのお知らせ
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　町
内
中
小
企
業
者
が
行
う
設
備
投
資
に
係

る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
町
内
産
業
の
基

盤
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

　ま
た
は
個
人

▼
対
象
設
備
：
新
た
な
製
品
、
商
品
の
開
発

　及
び
新
た
な
生
産
方
法
の
導
入
の
た
め
に

　必
要
と
な
る
機
械
・
装
置
及
び
、
そ
の
設

　備
が
設
置
さ
れ
る
建
物

※
車
両
全
般
、
除
雪
機
等
の
汎
用
機
、
設
備

　の
単
純
な
更
新
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
取
得
価
格
：
１
０
０
万
円
以
上

▼
補
助
金
額
：
取
得
価
格
の
１
／
３
以
内

　（補
助
上
限
３
０
０
万
円
）

▼
募
集
締
切
：
５
月
31
日
㈬

設
備
投
資
な
ど
を
行
う
企
業
へ
（
中
小
企
業
設
備
投
資
促
進
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　町
内
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、

運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
を
目
的
に
借
入
れ

た
制
度
資
金
の
支
払
利
息
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

　ま
た
は
個
人

▼
対
象
と
な
る
融
資

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の
公
的
機
関
が

　行
う
も
の
（
山
形
県
商
工
業
振
興
資
金
を

　含
む
）

②
県
内
に
本
店
を
有
す
る
民
間
金
融
機
関
か

　ら
の
融
資
（
山
形
県
信
用
保
証
協
会
の
保

　証
付
き
融
資
に
限
る
）

▼
利
子
補
給
額
：
融
資
実
行
日
か
ら
数
え
て

　１
年
間
に
支
払
っ
た
利
子
額
の
20
％
以
内

　の
額
（
上
限
10
万
円
）

制
度
資
金
を
借
入
れ
た
企
業
へ
（
中
小
企
業
制
度
資
金
利
子
補
給
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　町
内
中
小
企
業
者
が
行
う
販
路
開
拓
、
新

商
品
等
開
発
、
人
材
育
成
、
経
営
革
新
な
ど

の
事
業
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。 

▼
対
象
者
：
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人

　ま
た
は
個
人

▼
対
象
経
費
：
広
報
費
、
展
示
会
等
出
展
費
、

　採
用
活
動
費
、従
業
員
の
研
修
費
、機
械・

　装
置
費
、
建
物
・
設
備
費
等
（
機
械
・
装

　置
費
及
び
建
物
・
設
備
費
を
含
む
事
業
は

　一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。）

▼
補
助
金
額
：
取
得
価
格
の
１
／
２
以
内

　（補
助
上
限
50
万
円
）

▼
募
集
締
切
：
５
月
31
日
㈬

事
業
拡
大
な
ど
を
行
う
企
業
へ
（
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の

取
組
み
を
応
援
し
ま
す
！

　町
で
は
、平
成
28
年
４
月
に
施
行
し
た
川
西
町
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
振
興
条
例
と
「
か

わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次
川
西
町
総
合
計
画
）」
に
基
づ
き
、
産
業
の
振
興
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
制
度
を
設
け

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
募
集
期
間
、
細
か
な
要
件
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
企
業
支
援
施
策
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

掲
載
し
て
い
る
事
業
な
ど
の
説
明
会
で
す
。
申
込
不
要
。
ぜ
ひ
出
席
く
だ
さ
い
。

○
４
月
21
日
㈮

　午
後
７
時
～

　中
央
公
民
館
２
０
１
号
室

○
４
月
22
日
㈯

　午
後
１
時
30
分
～

　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

町報かわにし　16平成２９年４月１５日

まちからのお知らせ
town information

　商
工
業
の
活
性
化
の
た
め
、
資
格
取
得
に

係
る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
内
の
求
職
者
、
勤
労
者

（
事
業
所
か
ら
の
申
請
は
年
度
内
３
人
ま
で
）

▼
内
容
：
国
家
資
格
及
び
公
的
資
格
な
ど
、

　資
格
取
得
（
技
能
講
習
等
を
含
む
）
の
た

　め
の
費
用

※
普
通
自
動
車
免
許
、
普
通
自
動
二
輪
車
免

　許
、
大
型
自
動
二
輪
車
免
許
、
小
型
自
動

　二
輪
車
免
許
、
原
動
機
付
自
転
車
運
転
免

　許
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
金
額
：
対
象
取
得
経
費
の
１
／
２
以

　内
（
最
大
５
万
円
）

資
格
取
得
を
目
指
す
方
へ
（
資
格
取
得
支
援
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　創
業
者
が
創
業
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
助
成
し
、
町
内
で
の
創
業
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
及
び
町
商
工
会
及
び
各
創
業

　支
援
事
業
者
の
支
援
を
受
け
て
、
今
年
度

　町
内
で
創
業
す
る
者

▼
対
象
経
費
：
創
業
に
必
要
な
経
費

（
機
械
・
装
置
費
、
建
物
・
設
備
費
、
広
報
費
、

　展
示
会
等
出
展
費
、
採
用
活
動
費
、
従
業

　員
の
研
修
費
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　

▼
補
助
金
額
：
取
得
価
格
の
２
／
３
以
内

　（補
助
上
限
50
万
円
）

創
業
を
検
討
し
て
い
る
方
へ
（
創
業
促
進
事
業
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　創
業
、
新
分
野
進
出
、
新
商
品
開
発
な
ど

に
取
り
組
む
た
め
融
資
を
受
け
た
場
合
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
方
ま
た

　は
、
町
内
で
開
業
す
る
方

▼
対
象
と
な
る
融
資
：
創
業
や
新
分
野
進
出
、

　新
商
品
の
開
発
を
行
う
た
め
の
資
金
の
融

　資
（
返
済
期
間
が
１
年
以
上
）

▼
対
象
融
資
限
度
額
：
５
０
０
万
円
以
内

▼
利
子
補
給
額
：
融
資
額
又
は
限
度
額
の
ど

　ち
ら
か
少
な
い
額
の
年
利
１・
０
％
以
内

　相
当
額

▼
利
子
補
給
期
間
：
３
年
以
内

創
業
・
新
分
野
進
出
な
ど
を
行
う
方
へ
（
創
業
支
援
利
子
補
給
）

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
５

　６
次
産
業
化
へ
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

必
要
な
施
設
機
器
の
整
備
や
技
術
習
得
、
商

品
開
発
な
ど
の
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者
：
農
業
者
、
商
工
業
者
及
び
各
事

　業
者
が
組
織
す
る
団
体

▼
内
容
：

①
ハ
ー
ド
面
の
支
援

　農
産
物
加
工
施
設
、
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
、

　農
家
民
宿
及
び
機
器
の
整
備
等

②
ソ
フ
ト
面
の
支
援

　技
術
習
得
、リ
ー
ダ
ー
育
成
、商
品
開
発・

　改
良
、
販
路
開
拓
・
拡
大
、
先
進
地
調
査

　及
び
市
場
調
査
な
ど

③
新
作
物
導
入
・
品
目
拡
大
の
支
援

　新
作
物
の
導
入
、
栽
培
　方
法
の
導
入

▼
補
助
金
額
：
対
象
取
得
経
費
の
１
／
２
～

　２
／
３
以
内
（
15
万
円
～
70
万
円
）

６
次
産
業
化
を
目
指
す
方
へ
（
６
次
産
業
化
支
援
）

問
町
産
業
振
興
課 

６
次
産
業
化
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
９
６

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

▲創業に向けた活用を（H28創業）
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３
つ
の
監
査
結
果
を
報
告
し
ま
す

　
　
　
　
　
　～
適
正
な
処
理
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
～

　こ
の
度
、
次
の
３
つ
の
監
査
を

実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
」
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
各
監
査
の
詳
細
は
次
の
と

お
り
で
す
。

財
政
援
助
団
体
監
査

▼
監
査
の
種
類
：
地
方
自
治
法
第

　１
９
９
条
第
７
項
で
規
定
す
る

　監
査

▼
監
査
対
象
団
体
な
ど

監査対象団体など
（所管課） 監査期日 補助金名称 補助金額

（平成２７年度）
町社会福祉協議会
（健康福祉課）

１月 24日

川西町社会福祉協議
会補助金 5,257,000 円

やまがた里の暮ら
し推進機構

（まちづくり課）

やまがた里の暮らし
推進機構運営補助金 13,680,000 円

町観光協会
（産業振興課） 1月 25日 川西町観光協会運営事業補助金 10,398,000 円

指
定
管
理
者
監
査

▼
監
査
の
種
類
：
地
方
自
治
法
第

　１
９
９
条
第
７
項
で
規
定
す
る

　監
査

▼
監
査
対
象
団
体
な
ど

監査対象団体など
（所管課） 監査期日 管理施設 指定管理料

（平成２７年度）

小松地区地域振興協議会
（まちづくり課）

1月 31日

小松地区
交流センター 10,375,560 円

大塚地区
社会を明るくする協議会
（まちづくり課）

大塚地区
交流センター 11,145,600 円

定
例
監
査

▼
監
査
の
種
類
：
地
方
自
治
法
第

　１
９
９
条
第
４
項
で
規
定
す
る

　定
例
監
査
（
平
成
28
年
度
）

▼
監
査
対
象
課

①
住
民
生
活
課

②
健
康
福
祉
課

③
教
育
総
務
課

問
町
監
査
委
員
会
事
務
局

☎
42
ー
６
６
７
４

各
監
査
の
監
査
委
員

　島
貫
憲
明

　髙
梨
勇
吉

口
座
残
高
の
確
認
を

　４
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
付

月
で
す
。
納
付
期
限
は
５
月
１
日

㈪
、
口
座
振
替
日
は
４
月
28
日
㈮

で
す
。
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
振
替
日
前
日
ま
で
に

口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、

再
度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

後
日
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
て
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
を
厳
守

　町
税
・
保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
完
納
さ
れ
な
い
納
税
義
務
者

の
方
に
は
、
納
付
期
限
後
に
送
付

す
る
督
促
状
に
て
納
付
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　町
で
納
付
確
認
に
は
１
週
間
程

度
か
か
る
た
め
、
納
付
期
限
を
過

ぎ
て
か
ら
納
付
さ
れ
た
場
合
、
督

促
状
が
送
付
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

る
た
め
に
も
、
納
付
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
金
の
納
付
は
忘
れ
ず
に

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　

納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定

の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
納
付
が

で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る

方
は
、
金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
口

座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
毎
月
末
日
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
20
日
）
ま
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
た
も
の
は
、
翌
月

以
降
の
口
座
振
替
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。　す

で
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
で
、
口
座
振
替
を
依
頼
し

て
い
な
い
新
た
な
税
目
が
発
生
し

た
場
合
、
新
た
な
税
目
の
口
座
振

替
依
頼
書
を
金
融
機
関
へ
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
金
融
機
関

（
次
の
本
店
及
び
各
支
店
）

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業

協
同
組
合
・
山
形
中
央
信
用
組
合

・
米
沢
信
用
金
庫
・
荘
内
銀
行

・
き
ら
や
か
銀
行

・
東
北
労
働
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
町
税
務
会
計
課 

収
納
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
４

▲まめを活用して町をＰＲ
　やまがた里の暮らし推進機構主催
　　「山形かわにしまめの展示会｝

口
座
残
高
の
確
認
を

まちからのお知らせ
town information
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置
賜
産
木
材
利
用

 

の
住
宅
を
支
援

▼
対 

象 

者
：
町
内
で
住
宅
な
ど
（
車
庫
・

　物
置
含
む
）
を
建
築
す
る
方

▼
補
助
要
件

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
置
賜
地
域
産
の
木
材
を
使
用

②
町
内
建
設
業
者
が
施
工

③
申
請
者
が
居
住
す
る
住
宅
な
ど

④
建
築
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
使
用
す
る
置

賜
地
域
産
木
材
の
額
が
30
万
円
以
上

▼
補
助
金
額
：
工
事
費
用
の
20
％
以
内
の
額

　（上
限
30
万
円
）

※
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

　木
材
需
要
の
促
進
と
町
内
経
済
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
、
置
賜
産
木
材
使
用
の
住
宅

建
設
を
支
援
し
ま
す
。

 

薪
ス
ト
ー
ブ
の

 

導
入
を
支
援

▼
対
象
者

①
町
内
に
住
所
が
あ
る
方

②
町
内
の
住
宅
、
事
業
所
、
農
業
用
施
設
な

　ど
に
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
設
置
す
る
方

▼
対
象
経
費

①
薪
ス
ト
ー
ブ
及
び
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

　購
入
経
費
（
取
付
部
品
な
ど
を
含
む
）

②
薪
ス
ト
ー
ブ
及
び
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

　取
付
け
の
経
費

▼
補
助
金
額
：
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

　（上
限
５
万
円
）

※
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

　森
林
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
森
林
の

適
切
な
整
備
及
び
保
全
の
た
め
、
薪
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

▼
申
請
手
続

　建
築
前
に
交
付
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類
は

担
当
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
：
５
月
31
日
㈬
ま
で

　（平
日
の
み
）

▼
利
用
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所
：
町
役
場
税
務
会
計
課

▼
縦
覧
で
き
る
方
：
今
年
度
（
賦
課
期
日
平   

　成
29
年
１
月
１
日
現
在
）、
本
町
に
課
税

　さ
れ
て
い
る
土
地
や
建
物
を
お
持
ち
の
納

　税
者

▼
閲
覧
で
き
る
方
：
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

　産
の
納
税
義
務
者
、
借
地
、
借
家
人
な
ど

▼
そ
の
他
：
同
居
の
親
族
、
死
亡
し
た
方
の

　相
続
人
、
委
任
さ
れ
た
方

▼
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容

①
縦
覧
：

　○
土
地
：
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　
　
　
　
　価
格

　○
家
屋：所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

　
　
　
　  

床
面
積
、
価
格

②
閲
覧
：
所
有
す
る
資
産
の
課
税
台
帳
、
賃

　貸
借
契
約
等
の
資
産
の
課
税
台
帳

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

　

○
官
公
署
発
行
の
写
真
つ
き
の
本
人
確
認
書

　類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の
場
合
は
１
点
、

　健
康
保
険
証
な
ど
写
真
の
な
い
も
の
は
複

　数
点
。

※
委
任
者
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
手
数
料
　

○
縦
覧
：
無
料

○
閲
覧
：
縦
覧
期
間
中
は
無
料

▼
注
意
事
項

①
縦
覧
帳
簿
に
は
所
有
者
が
記
載
さ
れ
て
い

　ま
せ
ん
。
所
在
・
地
番
・
家
屋
番
号
を
指

　定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
縦
覧
帳
簿
は
コ
ピ
ー
で
き
ま
せ
ん
。（
書

　き
写
し
は
可
）

③
縦
覧
は
、
ご
自
身
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

　額
の
妥
当
性
確
認
の
た
め
、
他
の
土
地
・

　家
屋
の
評
価
額
と
比
較
す
る
制
度
で
す
。

　そ
の
他
の
目
的
で
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

　課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
や
建
物
を
お
持
ち
の
方
が
、
他
の
土
地
や
建
物
の
価
格
と
比
較
し
、

価
格
の
適
正
さ
を
判
断
す
る
制
度
が
『
縦
覧
・
閲
覧
制
度
』
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
会
計
課 

資
産
税
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
２
４

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
申
請
手
続

　設
置
前
に
交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
申
請
に
必
要
な
書
類
は
担
当
課
に
あ
り

ま
す
。

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
４
６

まちからのお知らせ
town information

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報
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　毎
年
恒
例
の
ダ
リ
ア
球
根
直
売

会
。
多
種
多
様
な
ダ
リ
ア
の
球
根

が
、
花
の
写
真
を
見
な
が
ら
購
入

で
き
ま
す
。

　芽
出
し
済
み
の
球
根
な
の
で
、

購
入
後
は
す
ぐ
に
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
ダ
リ

ア
で
華
や
か
な
花
壇
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

✿
日
時
：
５
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰

　
　
　
　午
前
10
時
～
午
後
４
時

✿
会
場
：

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
内
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　特
設
会
場

✿
金
額
：
１
球
　５
０
０
円
、
　

　
　
　
　７
０
０
円
、
９
０
０
円

川
西
ダ
リ
ヤ
園
産
球
根
直
売
会

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
５

✿
ダ
リ
ア
栽
培
講
習
会

　直
売
会
と
同
時
開
催
！
ダ
リ
ア

栽
培
の
プ
ロ
が
、
球
根
の
植
え
方
、

育
て
方
を
説
明
し
ま
す
。

　初
め
て
栽
培
さ
れ
る
方
、
栽
培

の
コ
ツ
を
知
り
た
い
方
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

✿
日
時
：
球
根
直
売
会
中
の

　①
午
前
11
時
～

　②
午
後
１
時
～

✿
会
場
：
同
上

✿
参
加
費
：
無
料

※
こ
の
ほ
か
、
シ
ー
ズ
ン
に
応
じ

　た
栽
培
方
法
の
講
習
会
を
行
い

　ま
す
。
詳
し
く

　は
、
町
報
６
月

　号
で
お
知
ら
せ

　し
ま
す
。

ま
い
も
ん
”
を
取
り
揃
え
て
開
催

し
ま
す
！
出
店
者
な
ど
の
詳
細
は

開
催
日
前
の
新
聞
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
：
５
月
か
ら
11
月
ま
で

　の
第
２
土
曜
日

▼
時
間
：
午
前
７
時
～
８
時
30
分

▼
会
場
：
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
川

　西
支
店
東
側
駐
車
場
（
雨
天
時

　及
び
11
月
は
町
中
央
公
民
館
）

※
開
催
内
容
は
町
報
や
チ
ラ
シ
な

　ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

５
月
13
日
㈯
は
こ
ま
つ
市
へ
行
こ
う
！

問
町
産
業
振
興
課 

６
次
産
業
化

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
９
６

　成
人
式
は
一
生
に
一
度
で
す
。

　ぜ
ひ
参
加
し
て
、
大
人
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
：
５
月
３
日
㈬
㈷

▼
会
場
：
川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　
　
　
　プ
ラ
ザ

▼
日
程
：

①
受
　
　付
：
午
前
９
時
30
分
～

②
記
念
撮
影
：
午
前
９
時
45
分
～

③
式
　
　典
：

　午
前
10
時
30
分
～
11
時

④
記
念
行
事
：

　午
前
11
時
10
分
～
正
午

▼
対
象
者
：
平
成
８
年
４
月
２
日

　～
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

　生
ま
れ
た
町
内
在
住
者
及
び
町

　立
中
学
校
卒
業
者

※
対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
案
内

　状
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

※
会
場
に
は
一
般
席
を
準
備
し
ま

　す
。
ご
家
族
の
方
も
是
非
一
緒

　に
祝
福
く
だ
さ
い
。

５
月
３
日
は

「
成
人
式
」

　町
で
は
日
本
語
に
不
自
由
さ
れ

て
い
る
外
国
籍
の
方
を
対
象
に
、

日
本
語
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

▼
対
象
者
：
外
国
籍
の
方
で
、
日

　常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
の
学

　習
希
望
者
10
名
（
先
着
順
）

▼
期
日
：
５
月
～
11
月
初
旬
の

　
　
　
　月
曜
日

○
５
月
１
、８
、
15
、
22
、
29
日

▼
時
間
：
午
後
６
時
～
８
時

　
　

※
５
月
１
日
は
午
後
５
時
30
分
～

※
参
加
者
の
要
望
で
日
中
（
午
前

　中
）
開
催
に
な
る
場
合
も
あ
り

▼
会
場
：
中
央
公
民
館
２
０
１
号

　室
ほ
か

▼
講
師
：
伊 

藤 

恵 

子 

氏

▼
受
講
料
：

①
町
内
在
住
者
　３
０
０
０
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
４
９
６
８
円
）

②
町
外
在
住
者
　５
０
０
０
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
４
９
６
８
円
）

▼
託
児
サ
ー
ビ
ス
：
無
料

▼
申
込
締
切
：
４
月
27
日
㈭

　

▼
申
込
方
法
：
担
当
課
に
連
絡

日
本
語
教
室
開
催
（
全
25
コ
ー
ス
）

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

　今
年
も
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ら
れ

る
朝
市
と
し
て
、
町
内
外
の
“
う

今年は
会場が変わ
りました！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今年は
会場が変わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会場が変わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

りました！

▲昨年も大盛況！

▲講習会は必見です！

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

まちからのお知らせ
town information

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ

　ル
ー
プ
　☎

44
ー
２
８
４
３

成
人
式
は
一
生
に
一
度
で
す
。

「
成
人
式
」
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町
内
で
の
住
宅
建
設
を
支
援

▼
対 

象 

者

①
町
内
で
住
宅
な
ど
を
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

　な
ど
の
工
事
を
行
う
方

②
町
内
の
施
工
業
者
と
契
約
す
る
方
（
県
補

　助
金
の
場
合
は
、
県
内
業
者
で
可
）

③
10
万
円
以
上
の
工
事
を
行
う
方

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
こ
と

▼
補
助
内
容

①
町
補
助
金
を
受
け
る
場
合

　工
事
費
の
20
％
（
上
限
10
万
円
）

②
県
補
助
を
受
け
る
場
合

　工
事
費
の
10
％
（
上
限
20
万
円
）

③
町
・
県
補
助
の
両
方
を
受
け
る

・
町
補
助
金
…
工
事
費
の
10
％

　（上
限
10
万
円
）

・
県
補
助
金
…
②
と
同
様

※
県
補
助
事
業

①
「
部
分
補
強
」「
省
エ
ネ
化
」「
バ
リ
ア
フ

　リ
ー
化
」「
県
産
木
材
使
用
」「
克
雪
化
」

　の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
。

②
県
産
木
材
を
３
㎥
使
用
す
る
か
、
空
き
家

　リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
は
、
県
補
助
金

　の
上
限
が
30
万
円
。

③
３
世
代
・
移
住
・
近
居
・
新
婚
・
子
育
て

　世
代
の
場
合

・
工
事
費
の
20
％
（
上
限
30
万
円
）

④
②
と
③
に
当
て
は
ま
る
場
合

・
工
事
費
の
20
％
（
上
限
40
万
円
）

　町
内
住
宅
の
質
の
向
上
や
住
宅
投
資
の
波
及
効
果
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
町
内

で
の
住
宅
建
設
を
支
援
し
ま
す
。

【
参
考
】

○
工
事
費
２
０
０
万
円
の

　
　
　
　
　リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合

①
町
補
助
…
10
万
円（
工
事
費
×
10
％
）

　
　
　
　＋

②
県
補
助
…
20
万
円（
工
事
費
×
10
％
）

　
　
　
　
←

30
万
円
の
補
助
金

▼
対 

象 

者

①
夫
、
妻
の
ど
ち
ら
か
が
満
40
歳
未
満
の
若

　者
夫
婦
ま
た
は
、
ひ
と
り
親
世
帯

②
定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て
町
内
に
住
宅
を

　取
得
す
る
方

③
町
外
に
１
年
以
上
居
住
し
町
内
に
転
入
す

　る
方
、
ま
は
た
町
内
の
賃
貸
住
宅
に
１
年

　以
上
居
住
し
て
い
る
方

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
こ
と

▼
基
本
補
助

①
新
築
住
宅
取
得
…
60
万
円

②
中
古
住
宅
取
得
…
20
万
円

▼
加
算
補
助
…
20
万
円
の
加
算

　入
居
時
に
、
義
務
教
育
終
了
前
の
子
を
養

育
し
、
同
居
し
て
い
る
方

　活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
定
住

の
意
志
を
も
っ
て
町
内
に
住
宅
を
取
得
す
る

若
者
夫
婦
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

①
定
住
の
意
思
を
も
っ
て
町
内
に
住
宅
を
取

　得
す
る
３
世
代
世
帯

②
取
得
す
る
住
宅
が
新
築
ま
た
は
建
て
替
え

　住
宅
で
あ
る
こ
と

③
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

④
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約
す
る
こ
と

▼
補
助
内
容

　住
宅
取
得
…
１
０
０
万
円

　心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
、
１
人
高
齢
者

世
帯
の
減
少
、
空
き
家
の
防
止
な
ど
の
た
め

に
定
住
す
る
意
思
を
持
っ
て
町
内
に
住
宅
を

取
得
す
る
３
世
代
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対 

象 

者

 

若
者
の

 

移
住
定
住
を
支
援

 

３
世
代
同
居
の

 

住
宅
建
設
を
支
援

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
４
７

まちからのお知らせ
town information

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
移
住
・
３
世
代
同
居
を
考
え
中
の
方
へ
！
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▼
対
象
者
：
町
に
住
所
を
有
す
る

　次
の
方

①
妊
娠
を
希
望
す
る
22
歳
か
ら
50

　歳
の
女
性

（
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
）

②
風
疹
抗
体
が
十
分
で
な
い
、
①

　の
夫
及
び
同
居
家
族

③
風
疹
抗
体
が
十
分
で
な
い
妊
婦

　の
夫
及
び
同
居
家
族

【
助
成
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
】

○
妊
娠
中
の
方

○
風
疹
の
予
防
接
種
を
２
回
以
上

　接
種
し
て
い
る
方

○
風
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

　方
○
過
去
に
助
成
を
受
け
て
、
風
疹

　抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
を
受

　け
た
方

▼
助
成
金
額
：
風
疹
抗
体
検
査
、

　風
疹
予
防
接
種
費
用
の
全
額

▼
申
請
期
限
：

　平
成
30
年
３
月
９
日
㈮

▼
申
請
場
所
：
町
健
康
福
祉
課

※
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
②
、
③
に
該
当

　す
る
方
は
、
以
下
の
も
の
を
お

　持
ち
く
だ
さ
い
。

　①
風
疹
抗
体
検
査
の
数
値
が
確

　
　認
で
き
る
も
の

　②
母
子
健
康
手
帳

▼
助
成
期
限
：

　平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

▼
実
施
医
療
機
関
：

・
公
立
置
賜
総
合
病
院

・
公
立
置
賜
川
西
診
療
所

・
柄
沢
医
院

・
斎
藤
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ

　ク
・
き
じ
ま
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
ほ
か
の
医
療
機
関
で
の
接
種
希

　望
の
場
合
は
担
当
課
へ
。

風
疹
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成

　風
疹
は
、
特
に
妊
娠
初
期
の
感
染
す
る
と
新
生
児
に
難
聴
や
白
内
障
、

心
疾
患
な
ど
の
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
を
発
症
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
風
疹

抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
０

▼
対
象
者
：
町
に
住
所
を
有
し
、

　次
の
①
又
は
②
の
条
件
を
満
た

　す
方

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

　受
け
た
方
は
、
対
象
外

①
次
の
生
年
月
日
の
方

　対
象
者
に
は
、
個
別
に
通
知
文

　を
送
付
し
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

　肺
炎
や
気
管
支
炎
の
予
防
又
は
重
症
化
予
防
を
目

的
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
受
け
く

だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

対象年齢 生年月日
６５歳 昭和２７年４月２日生 ～ 昭和２８年４月１日生
７０歳 昭和２２年４月２日生 ～ 昭和２３年４月１日生
７５歳 昭和１７月４月２日生 ～ 昭和１８年４月１日生
８０歳 昭和１２年４月２日生 ～ 昭和１３年４月１日生
８５歳 昭和  ７年４月２日生 ～ 昭和  ８年４月１日生
９０歳 昭和  ２年４月２日生 ～ 昭和　３年４月１日生
９５歳 大正１１年４月２日生 ～ 大正１２年４月１日生

１００歳 大正  ６年４月２日生 ～ 大正  ７年４月１日生

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、

　心
臓
じ
ん
臓
呼
吸
器
な
ど
で
身

　障
者
１
級
相
当
の
方
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
医
療

　機
関
窓
口
に
提
示
。

▼
助
成
額
：
３
５
０
０
円

　（１
人
１
回
限
り
）

※
生
活
保
護
受
給
者
は
費
用
全
額

　に
な
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
町

　健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　さ
い
。

▼
助
成
期
限
：

　平
成
30
年
３
月
31
日
㈬

▼
接
種
方
法
：
ご
希
望
の
医
療
機

　関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
置
賜
地
域
以
外
の
医
療
機
関
で

　接
種
す
る
場
合
は
、
事
前
に
健

　康
福
祉
課
で
手
続
き
が
必
要
。

▼
持
ち
物
：
健
康
保
険
証
な
ど
、

　接
種
料
金
な
ど

風
疹
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成

　４
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
を
再
開
し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
辺
に
物
を
置

い
た
り
、
近
く
に
犬
を
つ
な
い
だ

り
し
な
い
よ
う
、
検
針
へ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
４
月
の
検
針
に
て
冬
期

間
の
料
金
の
精
算
を
行
い
ま
す
。

精
算
方
法
は
、
検
針
時
に
配
布
す

る
「
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」

裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

まちからのお知らせ
town information

４
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー

　
　
　検
針
を
再
開
し
ま
す

問
町
地
域
整
備
課 

上
下
水
道
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
５
３

【
検
針
日
程
】

○
大
塚
・
犬
川
・
中
郡
・
吉
島
地

　区
・
小
松
地
区
の
一
部

　４
月
15
日
㈯
～
２
０
日
㈭

○
小
松
・
玉
庭
・
東
沢
地
区

　４
月
25
日
㈫
～
30
日
㈰監

査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報
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まちからのお知らせ
town information

新
し
い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　3
月
21
日
㈫
、
前
農
業
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
次
の

10
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
新
た
に
「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」
が
設
置
さ
れ
、

3
月
27
日
㈪
に
、
次
の
16
名
が
農

業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
両
委
員
と
も
、
任
期
は
平
成

32
年
3
月
18
日
ま
で
で
す
。

会長

【
吉
島
地
区
】

【
玉
庭
地
区
】

【
中
郡
地
区
】

【
犬
川
地
区
】

【
小
松
地
区
】

【
大
塚
地
区
】

農
業
委
員
会
総
会
な
ど
に
出
席

し
、
農
地
の
売
買
・
貸
し
借
り
や

転
用
な
ど
を
審
議
し
、
最
終
的
に

合
意
体
と
し
て
決
定
し
ま
す
。大沼　藤一

（西大塚）

【
東
沢
地
区
】

　農
地
に
関
す
る
相
談
業
務
（
農

地
売
買
や
賃
貸
借
）
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
区
域
で
行
い
ま
す
。

髙橋　睦子
（吉　田）

黒澤　一利
（下小松）

新野庄右エ門
（玉　庭）

髙橋　孝博
（中小松）

舩山　マサエ
（下小松）

後藤　満良
（上小松）

佐々木　一宏
（上奥田）

新野　勝廣
（吉　田）

鈴木　秀男
（莅）

渡部　泰徳
（上小松）

竹田　一弘
（上小松）

牛谷　清海
（大　塚）

齊藤　修一
（西大塚）

江袋　實
（黒　川）

荒井　浩
（小　松）

伊藤　義幸
（堀　金）

齋藤　幸雄
（下奥田）

山田　良一
（時　田）

須貝　寿裕
（朴　沢）

市川　博幸
（玉　庭）

後藤　昌弘
（上奥田）

内山雄次郎
（洲　島）

小形　泰弘
（尾長島）

髙梨　裕晃
（吉　田）

会長代理

竹田　総一
（高　山）

農地利用最適化推進委員（16名）

問川西町農業委員会 ☎４２－６６０５

　農
業
委
員
の
主
な
役
割

農業委員（10名）

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
主
な
役
割
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監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

まちからのお知らせ
town information

川
西
町
農
業
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

　町
で
は
、
国
の
平
成
30
年
産
か
ら
の
米
政
策
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
今

後
の
町
農
業
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
本
町
農
業
者
の
経
営
安
定
と
農

業
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、「
川
西
町
農
業
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　今
年
度
か
ら
の
10
か
年
計
画
と
し
、
具
体
的
施
策
を
定
め
た
長
期
戦
略

を
実
現
し
ま
す
。

「
豊
か
さ
を
目
指
す
強
い
農
業
づ
く
り
」

Ⅰ　多様な担い手の育成・確保
　１農業後継者・担い手
　２新規就農者・新規参入者
　３集落営農・法人
　４女性農業者
　５セカンドキャリア就農

Ⅱ　水田フル活用による農業所得の向上
　１米
　２土地利用型作物
　３園芸作物

Ⅲ　「川西」ブランドの確立と魅力の発信
　１米沢牛
　２紅大豆、豆類
　３ブランディング

Ⅳ　農地の保全と集落営農の堅持
　１優良農地
　２生産基盤
　３集落営農

着
実
な
計
画
の
実
行
を

　策
定
に
あ
た
り
、
川
西
町
農
業

再
生
協
議
会
に
設
置
し
た
「
米
政

策
等
の
見
直
し
に
係
る
検
討
会
」

に
お
い
て
、
本
町
農
業
の
将
来
像

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　検
討
会
で
は
、「
米
・
土
地
利

用
型
作
物
」、「
畜
産
」、「
園
芸
・

６
次
化
」、「
次
世
代
」
の
４
専
門

部
会
に
分
か
れ
て
議
論
を
重
ね
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　こ
の
計
画
は
、
上
位
計
画
で
あ

る「
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン（
第

５
次
川
西
町
総
合
計
画
）」
と
連

動
さ
せ
、
町
の
農
業
振
興
発
展
の

た
め
の
基
本
理
念
、
基
本
方
針
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
10
か
年
計
画
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、
プ
ラ
ン
で
設
定
し
た
56

の
具
体
的
施
策
に
係
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
着
実
な
計

画
の
実
行
を
図
り
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
基
本
方
針

基本理念 基本方針とその分類

○
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保

　「農
業
後
継
者
」「
新
規
就
農
者・

新
規
参
入
者
」「
集
落
営
農
組
織・

農
業
法
人
」「
女
性
農
業
者
」
お

よ
び「
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
就
農
」

な
ど
の
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
を
図
り
ま
す
。

○
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る

　農
業
所
得
の
向
上

・「
米
」
の
需
要
に
応
じ
て
生
産

　し
、
価
格
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

・「
大
豆
」「
そ
ば
」「
飼
料
作
物
」

　な
ど
の
土
地
利
用
型
作
物
か
ら

　農
業
所
得
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

・「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」「
え
だ
ま
め
」

　「ダ
リ
ア
」
を
重
点
品
目
に
指

　定
し
、
産
地
化
を
推
進
し
ま
す
。

・
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
「
新
た

　な
作
物
」
を
導
入
し
、
多
品
目

　化
を
推
進
し
ま
す
。

○
「
川
西
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

　魅
力
の
発
信

・
米
沢
牛
、
紅
大
豆
な
ど
に
新
た

　な
付
加
価
値
を
加
え
、
ブ
ラ
ン

　ド
力
を
強
化
し
ま
す
。

・
新
た
な
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、

　町
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

・
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
を
推
進
し
、

　市
場
な
ど
か
ら
選
ば
れ
る
産
地

　形
成
を
目
指
し
ま
す
。

○
農
地
の
保
全
と

　集
落
営
農
の
堅
持

・
農
地
基
盤
整
備
と
人
・
農
地
プ

　ラ
ン
に
よ
る
農
地
集
積
を
推
進

　し
ま
す
。

・
集
落
営
農
・
地
域
営
農
の
地
域

　一
体
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

※
プ
ラ
ン
の
概
要
版
は
順
次
農
業

　者
の
方
に
お
配
り
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
町
産
業
振
興
課 

農
業
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
４
２

▲次世代に繋ぐために

▲ブランド力の強化を
（紅大豆）
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　ご
家
庭
で
不
要
に
な
り
使
用
し

て
い
な
い
小
型
家
電
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
対
象
の
小
型
家
電
を
無
料

で
回
収
し
ま
す
。

▼
日
時
：
４
月
29
日
㈯

　午
前
９
時
～
10
時

▼
会
場
：
エ
コ
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
前

　広
場

※
下
記
の
対
象
品
以
外
の
製
品
は

　回
収
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
対
象

　品
リ
ス
ト
を
町
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

①
回
収
は
事
前
に
個
人
情
報
が
消

文
化
財
も
の
が
た
り 

～
シ
リ
ー
ズ
⑥
～

　玉
庭
の
温ぬ

く
い井

、
立
岩
高
原
に
、

大
岩
の
割
れ
目
か
ら
勢
い
よ
く
伸

び
て
い
る
こ
と
か
ら
「
石
割
桜
」

と
呼
ば
れ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
あ
り

ま
す
。

　ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
日
本
に
自
生
す

る
桜
の
代
表
格
で
、
短
期
間
に
集

中
し
て
開
花
す
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

に
比
べ
て
開
花
時
期
が
長
く
、
見

頃
も
４
月
下
旬
～
５
月
初
旬
と
、

ほ
か
の
品
種
よ
り
も
遅
い
の
が
特

徴
で
す
。

　日
本
人
と
桜
の
歴
史
は
古
く
、

平
安
時
代
に
は
花
と
い
え
ば
言
う

ま
で
も
な
く
桜
花
を
指
し
、
桜
と

い
え
ば
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
、
数
多
く

今
年
の
石
割
桜
の
開
花
時
期
は
５
月
初
旬
頃
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

問
玉
庭
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

　☎
48
ー
２
１
３
０

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
玉
庭
い
こ
い
の
里 

代
表 

伊
藤
健
一
さ
ん

☎
０
８
０
ー
２
８
３
１
ー
７
８
１
６

　去
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
回
収
さ
れ
た
小
型
家
電
は
、
そ

　の
後
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

③
乾
電
池（
ボ
タ
ン
電
池
を
含
む
）

　は
あ
ら
か
じ
め
取
り
外
し
て
く

　だ
さ
い
。

小
型
家
電
の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
８

項目 詳細
通信機械器具 ・電話機（ダイヤル式除く）・ファクシミリ

・携帯電話、スマホ・公衆用ＰＨＳ端末など

電子機械器具 ・ＤＶＤ，ＢＤプレイヤー／レコーダー
・ＭＤ、ＣＤプレーヤー・電子辞書など

カー用品 ・カーナビ、テレビ、ＤＶＤ、ステレオなど
・ＥＴＣ車載ユニットなど

パソコン類 ・デスクトップＰＣ・ノートＰＣ・液晶モニ
ター・タブレット・ワープロなど

ゲーム機 ・ゲーム機本体・ミニ電子ゲーム・コントロー
ラー・カッセット式ゲームソフトなど

その他付属品 ・ケーブル・充電器・アダプター・プラグ、
ジャックなど

羽
前
小
松
駅
の
ト
イ
レ
が

　
　
　
　
　
　
　
　新
し
く
な
り
ま
し
た

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
８

「
石
割
桜
」（
玉
庭
地
区
温ぬ
く
い井

）

の
和
歌
に
も
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　玉
庭
の
人
々
は
、
昔
は
よ
く
こ

の
石
割
桜
の
下
に
集
ま
っ
て
宴
会

を
開
い
た
と
い
い
ま
す
。
石
の
割

れ
目
と
い
う
不
安
定
な
環
境
の
中

で
も
力
強
く
咲
き
誇
る
桜
の
生
命

力
が
、
そ
の
ま
ま
玉
庭
の
人
々
の

力
の
源
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
想

像
で
き
ま
す
。

　石
割
桜
の
根
元
に
は
「
吉
村

万
五
郎
翁
の
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

山
形
警
察
署
初
代
署
長
な
ど
を
務

め
た
人
物
で
、
吉
村
美
栄
子
知
事

の
曾
祖
父
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

石
割
桜
の
樹
齢
と
同
じ
１
２
０
年

ほ
ど
前
に
は
、
最
高
裁
判
所
初
代

事
務
総
長
で
愛
知
大

学
創
立
者
の
本
間
喜

一
氏
が
御
伊
勢
町
に

誕
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
玉
庭
出
身
の

名
士
も
石
割
桜
を
眺

め
、
と
も
に
育
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲雄大に咲く石割桜

▼
日
時
：
４
月
23
日
㈰
午
前
８
時

　45
分
～
11
時
45
分

▼
会
場
：

○
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
分
列
行
進

　（美
女
木
地
内
）

○
式
典

（
多
目
的
運
動
場
）

※
雨
天
時
：

町
民
総
合
体
育
館

春
季
消
防
演
習

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西

　消
防
署 

☎
42
ー
３
７
０
０

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ 

☎
42
ー
３
７
０
０

　

今
年
１
月
か
ら
工
事
を
行
っ
て

い
た
羽
前
小
松
駅
公
衆
ト
イ
レ
が

完
成
し
ま
し
た
。

　３
月
30
日
か
ら
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
み
な
さ

ん
の
他
、
羽
前
小
松
駅
利
用
者
の

方
な
ど
町
外
の
方
も
利
用
す
る
ト

イ
レ
で
す
。
み
な
さ
ん
で
協
力
し

て
、
ず
っ
と
き
れ
い
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

まちからのお知らせ
town information
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公
立
置
賜
川
西
診
療
所 

所
長

　
　
　
　
　
　
　渋
間
　久

ひ
さ
し 

先
生

　こ
の
度
公
立
置
賜
川
西
診
療
所
に
着
任

し
ま
し
た
渋
間
久
と
申
し
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　こ
れ
ま
で
県
立
中
央
病
院
に
22
年
間
外

科
医
と
し
て
勤
務
、
主
に
が
ん
の
治
療
を

担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
後
６
年
間
県
立
新

庄
病
院
に
勤
め
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
生

活
習
慣
病
の
診
療
に
当
た
り
ま
し
た
。
そ

の
他
に
も
救
急
医
療
や
僻へ

き
ち地
医
療
な
ど
に

も
興
味
が
あ
り
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　と
い
う
事
で
内
科
系
外
科
系
問
わ
ず
、

頭
か
ら
足
の
先
ま
で
、
お
子
さ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
私
達
に
最
も
身
近
な
病
気
を

診
療
所
で
診
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
ド
ク
タ
ー
Ｇ
」
ほ
ど
か
っ

問町健康福祉課 介護支援グループ内 地域包括支援センター☎４２－６６３８

地域包括支援
センターだより

住み慣れたまちで

いつまでも自分らしく

健 康 情 報 広 場

第
１
回
　総
合
診
療
と
健
康
保
持

こ
い
い
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
総
合
診
療

科
と
し
て
開
始
し
ま
す
。

　健
康
保
持
の
た
め
に
は
、
適
切
な
運
動

と
食
生
活
が
基
本
で
す
が
、
病
気
の
早
期

発
見
の
た
め
に
、
職
場
や
町
の
検
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
が
ん
と
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
治
療
開
始

す
る
事
で
健
康
寿
命
は
確
実
に
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
町
職
員
の
ひ
と
り

と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
協

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

▲渋間　久先生

　地域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
住

み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
介
護
、
健
康
、
福
祉
、
虐
待
防
止
、

権
利
擁
護
な
ど
高
齢
者
の
暮
ら
し
に
か

か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
や
問
題
に
対
応

す
る
総
合
相
談
窓
口
で
健
康
福
祉
課
内

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
役
場
へ
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
が
ご
自
宅
へ
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気

軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
し
く

は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

か
が
や
き
の
丘
　☎
42
ー
５
０
０
０

▼
対
象
地
区

　小松
・
中
郡
（
下
奥
田
）

　
　
　
　
　
　玉庭
・
東
沢

【
健
康
や
介
護
の
こ
と
】

○
今
の
健
康
を
維
持
し
た
い

○
体
操
教
室
に
参
加
し
た
い

○
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

　た
い

○
体
調
が
悪
く
不
安
が
あ
る

【
財
産
や
権
利
の
こ
と
】

○
１
人
暮
ら
し
で
財
産
の
管
理
が
心
配

○
悪
質
商
法
に
騙
さ
れ
た
か
も

○
虐
待
を
受
け
て
い
る

【
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
】

○
近
所
に
住
む
高
齢
者
が
最
近
閉
じ
こ
も

　り
が
ち
で
心
配

○
認
知
症
か
気
に
な
る
（
物
忘
れ
、徘
徊
）

そ
よ
風
の
森
　☎
46
ー
２
１
２
１

▼
対
象
地
区

　大
塚
・
犬
川
・
中
郡
（
下

　
　
　
　
　
　奥
田
除
く
）・
吉
島

　今
年
度
か
ら
毎
月
、
住
み
慣
れ
た
と
こ

ろ
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
「
健
康
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
講
座
」
と
し
て
、
町
内
の
医
師

や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
み
な
さ
ん

に
健
康
や
介
護
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

第１診察室 第２診察室
月

総合診療科
内科　渋間所長

火
水 整形外科

山形大学医師（第 2・4 週）

木
総合診療科

外科
山田医師

総合診療科
内科

渋間所長

外科
東医師

金 総合診療科
内科　渋間所長

内科（週交替）
安日医師
塚本医師

内科
塚本医師
（隔週）

※受付：午前８時３０分～１１時３０分　
　　　　午後１時３０分～３時３０分
※診察：午前９時～正午　午後２時～４時（第３火曜日：往診）
※安日医師の専門：糖尿病などの内分泌科
※塚本医師の専門：呼吸器科

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
日
程
は
、
行
事
予

定
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報
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町

　長

　原

　田

　俊

　二
　
　副
町
長

　山

　口

　俊

　昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
育
長

　小

　野

　庄

　士

平成 29年度　川 西 町 職 員 配 置
調
整
監

　鈴
木
清
隆

総
務
課

　課
長

　
（
鈴
木
清
隆
）

行
政
管
理
主
幹

　大
滝
治
則

　総
務
主
査

　奥
村
大
祐

　経
営
管
理
主
査

　鈴
木
和
子

　主
任

　玉
木
和
威

　

　主事

　朽木

　惇、
千
葉
有
生
子

危
機
管
理
主
幹

　金
子
征
美

　危
機
管
理
主
査

　前
山
律
雄

　

契
約
管
財
主
幹

　伊
藤
勝
彦

　

主
幹

　五
十
嵐
義
文

　

　施
設
管
理
主
査

　
黒
澤
直
樹

　

　土
地
管
理
主
査

　小
倉
繁
樹

　

　契
約
検
査
主
査
（
伊
藤
勝
彦
）

　車
両
管
理
主
査
（
五
十
嵐
義
文
）

　

自
動
車
運
転
手

　齋
藤
広
則
、竹
田
牧
人
、

　川
﨑
政
弘
、
竹
田
博
昭
（
再
任
用
）

課
長

　新
藤
兼
一

　

　主
幹

　金
子
幸
夫

　主
査

　遠
藤

　亘

総
務
課
付

　置賜
広
域
病
院
企
業
団
派
遣

　主
幹

　坂
野
成
昭
、
田
中
和
広

　

　主
査

　梶
山
由
美
、
齋
藤
久
美
子

山
形
県
派
遣

　
主
事

　鈴
木

　栄

　

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　広域
連
合
派
遣

　主
事

　鈴
木
健
久
朗

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　川西
消
防
署
併
任

未
来
づ
く
り
課

　課
長

　井
上
憲
也

政
策
調
整
主
幹

　奥
村
正
隆

　政
策
調
整
主
査

　石
田
英
之

　

　主
事

　須
貝
健
斗

財
政
主
幹

　
（
井
上
憲
也
）

　財
政
主
査

　
米
野

　
宏

　

　
主
事

　
田
村
直
之
、
今
野
あ
い

未
来
創
造
室

　室長

　

 

遠
藤
準
一

未
来
創
造
主
査

　後
藤 

毅

　

　主
任

　大
野
大
介
（
県
か
ら
派
遣
）

　

　主
事

　高
橋
和
久
、
勝
見

　渡

ま
ち
づ
く
り
課

　課長

　鈴木
浩
之

地
域
振
興
主
幹

　大
河
原
孝
如

　地
域
振
興
主
査

　金
子
満
博

　

　定
住
促
進
主
査

　髙
橋
陽
一

　

　主
事

　齋
藤
由
惟
、
田
宮
悠
佑

情
報
統
計
主
幹

　安
部
博
之

　情
報
管
理
主
査
（
安
部
博
之
）

　

　広
報
統
計
主
査

　近

　祐
子

　

　主
事

　関
川

　守
、
渡
部

　大

住
民
生
活
課

　課長

　滝田
浩
一

戸
籍
住
民
主
幹

　内
谷
浩
美

　戸
籍
住
民
主
査
（
内
谷
浩
美
）

　

　主
任

　須
貝
真
奈
美

　

　主

　事

　淀
野
拓
也
、
猪
野
春
香

　
　
　
　
　寒
河
江
桜
子

　

　主
事
補

　大
河
原
綾
乃
（
新
規
採
用
）

生
活
環
境
主
幹

　今
野
辰
也

　生
活
安
全
主
査

　緒
形
成
美

　

　環
境
衛
生
主
査

　
（
今
野
辰
也
）

　主
任

　孫
田
之
絵

　主
事

　江
袋
征
太

　主
事
補

　大
平
麻
人

介
護
支
援
主
幹

　小
林
俊
一

　

　介
護
支
援
主
査

　加
藤
元
康

　

　主
任

　一
條
恵
美
、
髙
橋
利
幸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　所
長
（
淀
野
芳
広
）

　副
所
長

　栗
田
純
子

　包
括
支
援
主
査

　淀
ひ
ろ
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　岡﨑
ま
き

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
淀
野
芳
広
）

会
計
管
理
者

　島
貫
啓
一

税
務
会
計
課

　課
長

　
（
島
貫
啓
一
）

町
税
主
幹

　原
田
智
和

　住民
税
主
査

　大友
登
貴
子

　

　資
産
税
主
査

　伊
藤
聡
子

　

　主
任

　菊
地
絵
梨
子
、
平

　百
合

　

　主
事

　川
崎
俊
輔
、
小
林
駿
太

　

　主
事
補

　
髙
橋
聡
太
（
新
規
採
用
）

収
納
主
幹

　堀
内
広
幸

　収
納
主
査

　
寒
河
江
陽
子

　

　
主
任

　
山
田
耕
司

　
主
事

　
片
倉

　
壮

会
計
主
幹

　髙
橋
和
恵

　出
納
主
査

　中
山 

恵

健
康
福
祉
課

　課長

　淀野
芳
広

福
祉
主
幹

　安
藤
美
樹

　福
祉
主
査

　渡
部
浩
明
、
竹
田
紀
子

　

　主
任

　米
野
徳
子
、
平
山
敦
子

　主
事

　小
林
善
久

　

　主
事
補

　髙
橋
拓
海
（
新
規
採
用
）

健
康
推
進
主
幹

　齋
藤
富
士
雄

　医
療
給
付
主
査

　佐
々
木
伸
治

　

　主
任

　関
川
麻
美

　

　主
事

　金
田
実
佳
子
、
神
野
瑞
穂

　健
康
主
査

　井
上
道
子
、
小
野
久
仁
子

　主
任
（
保
健
師
）

　

 

推
名
志
保
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　吉
村
恵
美
子

　保
健
師

　齋
藤
美
咲

　

　管
理
栄
養
士

　原 

美
沙
子

産
業
振
興
課

　課長

　奥村
邦
彦

６
次
産
業
化
主
幹

　色
摩
良
一

　６
次
産
業
化
主
査

　鈴
木 

玄

　

　主
事

　情
野
紗
季

農
業
主
幹

　鈴
木
優
徳

　農
業
企
画
主
査

　嵐

　孝
久

　

　生
産
振
興
主
査

　佐
藤
朋
和

　主
事

　五
雲
寺
良
、
梅
津
智
史
、

　
　平
間 

恵
、
髙
橋
知
希
、
佐
田
宗
人

商
工
観
光
主
幹

　内
谷
新
悟

　商
工
労
政
主
査

　小
形
崇
洋

　

　観
光
主
査

　中
野
ゆ
か
り

　

　主
任

　鷲
尾

　優

　主
事

　相
羽

　洋
、
小
形
悠
介

農
地
林
務
課

　課長

　阪野
正
則

農
地
主
幹

　佐
藤
紀
子

　農
地
主
査

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　主
事

　須
貝
枝
里
子
、
玉
田
絵
里
子
、

　
　
　
　原
田
恭
兵

農
村
林
務
主
幹

　今
井
俊
宏

　農
村
林
務
主
査

　
竹
田
真
也

　

　
主
事

　
宮
田
将
大

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

4
月
28
日
㊎
　こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

５
月
10
日
㊌
　ミ
ニ
講
座
「
手
洗
い
の
仕
方
」・
身
体
測
定

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

  

５
月
15
日
㊊ 

　言
語
聴
覚
士
に
よ
る
相
談
室
を
月
に
1
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

要
予
約
で
す
の
で
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

  

美
郷
幼
稚
園

　５
月
１
日
㊊

　北
斗
幼
稚
園

　5
月
10
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

住み慣れたまちで

いつまでも自分らしく

健 康 情 報 広 場
母子健康手帳交付

〈期　　日〉５月８日㈪、２２日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉町健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：４月２日～５月１日
■ 発送日 ４月２４日㈪
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉５月１８日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 27 年 5 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年 5 月、11 月
平成 28 年３月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

健康運動の集い
〈期　日〉５月１５日㈪ 午前 10 時～ 11 時 15 分
〈場　所〉生きがい交流館
〈内　容〉ストレッチ体操、玄米ニギニギ体操など
〈講　師〉健康運動サポーター
〈持ち物〉内ズック、飲み物など
〈申　込〉町健康福祉課まで

ママパパ教室
〈期　　日〉５月１６日㈫
〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈申込方法〉５月９日㈫まで電話で申込

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
9-10 か月児
健康教室

期　日：５月１７日㈬
対象者：H28.7 ～ H28.8 生まれ

1 歳６か月児
健康診査

期　日：５月１９日㈮
対象者：H27.9 ～ H27.10 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

献　　血
〈期　　日〉５月２６日㈮
〈献血時間〉午後１時３０分～３時３０分
〈場　　所〉中央公民館
〈 対 象 者 〉 男性：１７歳～６９歳
　　　　　  女性：１８歳～６９歳
※６５歳以上の場合は、６０～６４歳で献血した方

〈 持 ち 物 〉献血カード
〈その他〉４００ｍｌの献血のみになります。

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★
　

　各
健
保
か
ら
送
付
さ
れ
る
医
療
費
通
知
は
、
皆
様
の
健
康
へ
の
意
識
向
上
や
重
複
受
診
の
防
止
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お子さんの予防接種
　次の予防接種は、下記生年月日のお子さんが対象
になっております。詳細は、個別に通知しています
のでご確認ください。

【ジフテリア・破傷風第２期】
■ 対　象
　小学６年生（平成１７年４月２日～翌年４月１日）

【麻しん・風しん予防接種第２期】
■ 対　象
　年長児（平成２３年４月２日～翌年４月１日）

【日本脳炎予防接種　第２期】
■ 対　象
①小学４年生
　（平成１９年４月２日～翌年４月１日）
②１８歳になる方
　（平成１１年４月２日～翌４年月１日）
※他の年代の方には、順次ご案内します
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地
域
整
備
課
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良
司

建
設
管
理
主
幹

　佐
藤
賢
一

　都
市
計
画
主
査

　
（
佐
藤
賢
一
）

　

　整
備
主
査

　中
山
宗
隆

　

　道
路
管
理
主
査

　佐
々
木
満
樹

　

　用
地
主
査

　平
田
一
則

　

　主
任
（
建
築
技
師
）

　伊
藤
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　主
任

　竹
田
智
弘

　

　主
事
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　長
澤
拓
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、
秋
葉
春
輝

上
下
水
道
主
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光
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主
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政
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　上
水
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藤

　誠
、

　
　
　
　
　
　
　鈴
木
ル
ミ
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水
道
主
査

　
（
齋
藤
政
浩
）
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事
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部
達
朗
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事
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　山
口
健
太
郎

議
会
事
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局 

事
務
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長 
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﨑
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事
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長
補
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友
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　議事
調
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（
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友
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局
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﨑
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長
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大
友
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書
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文
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金
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）

農
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事
務
局
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務
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長
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正
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）
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務
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長
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主
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真
也
）

　
（
須
貝
枝
里
子
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玉
田
絵
里
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（
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宮
田
将
大
）

教
育
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員
会
事
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教
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総
務
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長
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総
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主
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主
査
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上
明
子
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江
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事
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子
育
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支
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主
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美
由
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主
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希
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事
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　遥

中
央
公
民
館
館
長

　
（
緒
形
信
彦
）

生
涯
学
習
課

　課
長

　後
藤
哲
雄

生
涯
学
習
主
幹
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生
富
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　生
涯
学
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主
査

　高橋
豊
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　スポ
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ツ
振
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主
査

　齋藤
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　文化
振
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主
査

　齊藤
敏
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順
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再
任
用
）

埋
蔵
文
化
財
資
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展
示
館

　
　
　
　
　
　
　
　館長
（
後
藤
哲
雄
）

幼
稚
園
・
保
育
所
・

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長

　松
浦
啓
子

　

　副
園
長

　安
部
美
智
子
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教
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）
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坂
部
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貴
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（
教
諭
）
丹
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園
長
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野
洋
子

　

　副
園
長
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井
真
紀
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　主
査
（
教
諭
）
八
巻

　薫

　

　主
任
（
教
諭
）
井
上
千
穂

　

　教
諭

　安
部
加
奈
子
（
新
規
採
用
）

【
小
松
保
育
所
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所
長

　寒
河
江
幸
子

　

　副
所
長
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田
玲
子
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門
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保
育
士
）
小
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弘
子
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　小
方
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美
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保
育
士
）
土
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江
里
子
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真
希
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梅
津
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主
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保
育
士
）
藤
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江
里
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星
野
真
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育
士

　
井
上
美
穂
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佐
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愛
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新
規
採
用
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理
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美
和
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安
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百
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玉
庭
へ
き
地
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所
長 

牛
澤
京
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保
育
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）
島
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佳
里
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タ
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信
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再
任
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）

小
学
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・
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調
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香 

、
小
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敬
司
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）
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大
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津
加
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子
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）
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長
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澤
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律
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）
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小
倉
繁
樹
）（
鈴
木
和
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玉
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和
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朽
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　月
2
日
㈬

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

え
き
・
ま
ち
こ
ど
も

　

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

　５
月
５
日
は
「
こ
ど
も
の
日
」。

お
と
も
だ
ち
を
誘
っ
て
み
ん
な
で

遊
ぼ
う
！

▼
日
時
：
５
月
５
日
㈮
・
㈷

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
：
羽
前
小
松
駅
、
駅
周
辺

　商
店
街
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ

　ザ
ほ
か

問
え
き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま
つ
　

☎
42
ー
２
５
３
３

置
賜
地
区

　
　
　
　
　

カ
ラ
テ
無
料
体
験
会

▼
期
日
：
４
月
26
日
㈬
、

　５
月
10
日
㈬
、
17
日
㈬

▼
時
間
：

①
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分
　

　（４
歳
～
小
学
６
年
生
）

②
午
後
７
時
50
分
～
９
時

　（中
学
生
以
上
）

▼
場
所
：
米
沢
市
営
体
育
館

▼
参
加
料
金
：
無
料

▼
そ
の
他
：

・
動
き
や
す
い
服
装

・
運
動
靴
は
不
要

▼
内
容
：
実
際
に
突
き
や
蹴
り
の

　稽
古
を
号
令
に
合
わ
せ
て
行
い
、

　カ
ラ
テ
の
楽
し
さ
、
達
成
感
を

　体
感
し
て
も
ら
い
ま
す
。

問
社
団
法
人
極
真
会
館
田
畑
道
場

☎０
９
０
ー
２
８
４
９
ー
３
９
６
１

農
業
経
営
実
践
講
座

　県
で
は
農
業
経
営
に
必
要
な
基

礎
知
識
、
専
門
技
術
を
学
ぶ
講
座

を
受
講
料
無
料
で
開
講
し
ま
す
。

▼
開
講
式
：
５
月
９
日
㈫

　午
後
１
時
30
分
～

▼
講
座
名
：
米
づ
く
り
講
座
、
果

　樹
講
座
、
野
菜
講
座
、
花
き
講

　座
、
農
産
加
工
基
礎
講
座
（
起

　業
支
援
）、
畜
産
講
座
、
パ
ソ

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

４・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

５月８日㈪・２２日㈪
午前９時～午後４時 30 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

５月１０日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ５月１７日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

５月

期　間 当番店（社） 電話番号

４月１０日～１６日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

４月１７日～２３日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

４月２４日～３０日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月１日～７日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

５月８日～１４日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

５月１５日～２１日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

　コ
ン
農
業
簿
記
基
礎
講
座

問
置
賜
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農

業
技
術
普
及
課

☎
57
ー
３
４
１
１

▼
申
込
期
限
：
４
月
21
日
㈮

今
年
度
の
自
動
車
税

　

（
県
税
）
の
納
税

　自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
５
月

お
知
ら
せ

催

　
　
し

31
日
㈬
で
す
。

　お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
総
合
支
庁
税
務
担
当
課
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
他
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
置
賜
総
合
支
庁
税
務
課

☎
26
ー
６
０
１
４

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報

町報かわにし　8平成２９年４月１５日

　

大
木
さ
ん
は
、
町
内
の
若
者
団

体
に
加
入
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
勤
務
先
で
の
町
内
産
米

の
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る

と
と
も
に
、
教
育
旅
行
の
誘
致
を

含
む
外
国
人
観
光
の
進
展
に
も
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
、
台
湾
に
て
町
と
の
交
流

や
農
産
物
の
輸
出
、
外
国
人
観
光

客
の
誘
致
な
ど
に
関
す
る
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　台
湾
に
あ
る
「
國
立
臺
南
大
學

付
屬
高
級
中
學
」
と
、
置
賜
農
業

高
校
が
姉
妹
校
の
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
同
校
関
係
者
や
商
工
会
、

台
北
市
内
物
流
業
者
な
ど
と
、
友

好
な
関
係
性
の
構
築
と
情
報
交
換

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
園
芸
の
国
」
で
研
鑽
を

齋
藤 

弘
史
さ
ん
（
堀
金
）

教
育
旅
行
を
呼
び
込
み
観
光
誘
致

大
木
裕
輔
さ
ん
（
上
奥
田
）

　齋
藤
さ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
を
活
用

し
て
ダ
リ
ア
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
切
り
花
ダ
リ
ア
の

品
質
向
上
と
、
異
文
化
に
触
れ
る

と
こ
で
ダ
リ
ア
栽
培
に
新
し
い
取

り
組
み
を
発
見
す
る
た
め
に
、
オ

ラ
ン
ダ
に
７
日
間
研
修
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　齋
藤
さ
ん
は
今
回
の
研
修
で
、

種
苗
会
社
ご
と
の
徹
底
し
た
品
質

管
理
方
法
や
世
界
文
化
遺
産
の

「
コ
ル
ソ
・
ズ
ン
デ
ル
ト
」
を
視

察
し
、
今
後
の
ダ
リ
ア
の
活
用
方

法
や
栽
培
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

町
の
ダ
リ
ア
の
品
質
向
上
や
ダ
リ

ア
業
界
の
発
展
の
た
め
に
活
か
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

海
外
で
自
分
を
磨
く
若
者
た
ち

２
地
区
合
同
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

大
塚
・
犬
川
地
区
合
同

　
　
　
　
　
　
　婚
活
事
業

　大
塚
地
区
、
犬
川
地
区
は
、
こ

の
度
２
地
区
合
同
で
の
婚
活
事
業

を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

　地
区
単
位
で
は
な
か
な
か
参
加

に
消
極
的
な
参
加
者
た
ち
も
、
２

地
区
の
合
同
と
い
う
事
も
あ
り
、

男
女
９
人
ず
つ
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　10
月
下
旬
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
芋
煮
を
各
グ
ル
ー
プ
で

調
理
し
て
食
べ
た
り
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
を
し
て
楽
し
ん
だ
よ
う
で
し

た
。　こ

の
事
業
で
意
気
投
合
し
、
連

絡
先
を
交
換
す
る
な
ど
、
参
加
者

の
盛
り
上
が
り
が
あ
り
、
２
地
区

の
合
同
開
催
の
た
め
、
地
区
間
の

交
流
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
と
コ
タ
キ
ナ
バ

ル
市
は
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　今
回
、
町
国
際
交
流
協
会
に
対

し
て
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
市
か
ら
町

の
視
察
の
打
診
が
あ
り
、
同
協
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
受
入
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
平
成
28
年
10
月

に
視
察
団
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　こ
の
組
織
が
中
心
と
な
り
、
継

続
し
た
交
流
事
業
の
実
施
と
、
新

た
な
交
流
の
方
向
性
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

継
続
に
向
け
た
体
制
の
整
備
に

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州

コ
タ
キ
ナ
バ
ル
市
視
察
団

受
入
れ
実
行
委
員
会

伝
統
行
事
で
交
流
拡
大

ヤ
ハ
ハ
エ
ロ
実
行
委
員
会

　玉
庭
地
区
で
は
、
ふ
る
さ
と
総

合
セ
ン
タ
ー
お
も
い
で
館
を
会
場

に
、
福
島
県
の
方
々
と
の
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、

こ
の
委
員
会
が
主
催
す
る
「
ヤ
ハ

ハ
エ
ロ
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　各
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
、
小

正
月
の
行
事
の
一
つ
、
ヤ
ハ
ハ
エ

ロ
の
体
験
、
雪
ぼ
ん
ぼ
り
や
雪
像

づ
く
り
、
ろ
う
そ
く
を
灯
し
た
雪

灯
り
体
験
な
ど
、
玉
庭
地
区
の
雪

を
活
用
し
た
交
流
を
盛
ん
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
、
昨
年
度
の
暮
れ
に
は

福
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て

交
流
を
図
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

 

交
流
拡
大
の
た
め
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む

▲研修先のオランダにて

▲伝統行事で交流を

▲表敬訪問の視察団

▲小関太郎さん（西大塚）

町報かわにし　24平成２９年４月１５日

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会

▼
期
日

①
乙
種
第
4
類
：
5
月
25
日
㈭
・

　26
日
㈮

②
丙
種
：
5
月
25
日
㈭

▼
講
習
会
場
：
両
日
と
も
長
井
市

　民
文
化
会
館

▼
定
員
：
①
80
名

　②
20
名

▼
受
付
期
間
：
4
月
17
日
㈪
～
5

　月
17
日
㈬
（
定
員
に
な
り
次
第

　締
切
）

問
川
西
町
危
険
物
安
全
協
会
事
務

　局
（
川
西
消
防
署
内
）

☎
42
ー
３
７
０
０

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
種
類
：
甲
種
（
全
類
）・

　乙
種
（
全
類
）

①
第
1
回
試
験

▼
期
日
：
5
月
27
日
㈯

　午
前
中

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
受
付
期
間
：
4
月
19
日
㈬
ま
で

①
第
1
回
試
験

▼
期
日
：
5
月
27
日
㈯

　午
前
中

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
受
付
期
間
：
4
月
19
日
㈬
ま
で

②
第
２
回
試
験

▼
期
日
：
９
月
２
日
㈯

　午
前
中

▼
会
場：山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ・

　酒
田
産
業
会
館

▼
受
付
期
間
：
７
月
24
日
㈪
～
8

表
示
登
記
無
料
相
談
会

▼
日
時
：
4
月
20
日
㈭ 
午
前
10

　時
～
正
午

▼
場
所
：
町
中
央
公
民
館
２
０
１

　号
室

問
土
地
家
屋
調
査
士
会
米
沢
支
部

　
（
齋
藤
幸
夫
）

☎
42
ー
６
５
５
６

山
形
県
消
費
生
活

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　県
で
は
消
費
生
活
に
関
す
る
啓

発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
山
形

県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
：
次
の
①
～
③
の
全

　て
を
満
た
す
方

①
消
費
生
活
や
消
費
者
問
題
に
関

　心
の
あ
る
方

　
　

②
満
20
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
方

③
県
が
開
催
す
る
研
修
会
に
参
加

　で
き
る
方

▼
申
込
期
限
：
５
月
24 

日
㈬

問
山
形
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
３
２
３
７

ひ
め
ゆ
り
寮

　
　
　
　

契
約
職
職
員
募
集

▼
契
約
期
間
：
平
成
30
年
３
月
31

　日
ま
で
（
継
続
可
、
本
採
用
へ

　の
受
験
制
度
あ
り
）

▼
募
集
人
員
：

①
１
日
4
時
間
の
勤
務
者
１
人

　

　（勤
務
時
間
は
応
談
可
）

②
１
日
8
時
間
の
勤
務
者
・
週
に

　1
回
程
度
の
夜
勤
あ
り（
４
人
）

▼
仕
事
の
内
容
：
知
的
障
が
い
者

　の
生
活
の
お
世
話

※
い
ず
れ
も
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

　経
験
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

※
福
祉
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
み
た

　い
方
、
大
歓
迎
で
す
。

問
ひ
め
ゆ
り
寮
（
佐
藤
章
子
）

☎
46
ー
３
1
0
2

あ
な
た
の
川
西
町

　
　

「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
募
集

　Ｎ
Ｈ
Ｋ
ー
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で

放
送
す
る
『
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ

ろ
旅
』。
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん

が
、
番
組
に
寄
せ
ら
れ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
も
と
に
、
地
元
の
人
々
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
こ
こ
ろ
の
風
景

を
訪
ね
ま
す
。

　“２
０
１
７
春
の
旅
”
は
、
黒

潮
洗
う
四
国
高
知
を
ス
タ
ー
ト
！

ひ
と
あ
し
早
い
春
を
感
じ
な
が
ら

瀬
戸
内
へ
。
近
畿
を
横
断
し
て

日
本
海
側
を
北
上
、
山
形
県
に
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
旅
の
ル
ー
ト

は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
手
紙
で
決
ま
り
ま
す
！

　み
な
さ
ん
の
心
に
あ
る
川
西
町

の
思
い
出
の
風
景
や
情
景
を
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
出
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

○
「
何
気
な
い
風
景
」

○
「
思
い
出
の
風
景
」

○
「
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
」

○
「
音
の
記
憶
と
重
な
る
情
景
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

▼
山
形
県
の
放
送
予
定
：

　６
月
26
日
㈪
～
６
月
30
日
㈮

▼
応
募
方
法
：
①
住
所 

②
名
前 

　③
電
話
番
号 

④
性
別 

⑤
年
齢 

　⑥
思
い
出
の
場
所
・
風
景

　場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
記
入
し
て
左
記
ま
で
。

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
：

　０
３
ー
３
４
６
５
ー
１
３
２
７

○
は
が
き
・
封
書

　

〒
１
５
０
ー
８
０
０
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
（
住
所

　不
要
）

▼
締
め
切
り
：
５
月
15
日
㈪
必
着

▼
詳
し
く
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
ー
０
６
６
ー
０
６
６

ま
た
は

０
５
０
ー
３
７
８
６
ー
５
０
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
種
類
：
甲
種
・
乙
種
（
全

　類
）・
丙
種

①
第
１
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
10
日
㈯
午
前
中

▼
試
験
会
場
：
米
沢
市
、
村
山
市

▼
受
付
：
4
月
17
日
㈪
～
26
日
㈬

②
第
2
回
試
験

▼
期
日
：
６
月
17
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
山
形
市
、
鶴
岡
市

▼
受
付
：
4
月
24
日
㈪
～
5
月
10

　日
㈬

③
第
３
回
試
験

▼
期
日
：
７
月
８
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
寒
河
江
市

　酒
田
市

▼
受
付
：
５
月
22
日
㈪
～
31
日
㈬

④
第
４
回
試
験

▼
期
日
：
７
月
15
日
㈯ 

午
前
中

▼
試
験
会
場
：
新
庄
市
、
長
井
市

▼
受
付
：
５
月
29
日
㈪
～
６
月
７

　日
㈬

問
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

　セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

募

　
集

試
験
案
内

相

　
談

9　町報かわにし 平成２９年４月１５日

　青年層による、自主的な町づくり活動を応援します。
■ 対象団体　町内に活動拠点を置き、概ね２０～　
　 ３９歳で組織している団体
■ 対象事業　次の要件を満たす自主的な事業。ただし、
　 １団体あたり３年まで交付。
①活動の情報発信
②他地域団体との交流
③交付団体が連携した事業
④成果報告と「まちづくり提案の提出」

　まちづくり活動に必要な行動力と広い視野を身に着
けるための海外研修を応援します。
■ 対象者　町内に在住する概ね１８～３９歳の個人
　またはグループで、研修成果を広く報告し、まちづ
　くり活動に積極的に参加する方
■ 対象事業　自主的な企画による国外でのまちづく
　り研修活動
■ 対象経費　研修に係る旅費、活動経費
■ 助成額　対象経費の４／５以内（１人上限 40 万円）

若い力で町を盛り上げよう
町はあなたの挑戦を応援します！！

ま
ち
づ
く
り
、自
分
磨
き
に
積
極
的
な
み
な
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
！

特集：町を盛り上げる！　若者たちの挑戦！

問町まちづくり課 地域振興グループ ☎ 42 ー６６１３

　町民のみなさん（団体・グループ）が行う自主的な
町づくり活動を応援します。
■ 対象団体　自治会及び町内に所在する団体、グルー
　 プ（これまで本事業を活用した団体は対象外）
■ 対象事業
①地域間交流事業
②世代間交流事業
③人材育成事業
④コミュニティ育成事業
⑤産業創造育成（特産品開発、生産加工等）事業
⑥こども育成事業

その１　若者の活動を応援！
■ 交付金額　１団体あたり上限３０万円
■ 応募方法　６月３０日㈮まで担当課に企画書を
　　　　　　 提出
■ 採択可否　町で実施する審査会にて決定
■ 事業実施　７月中旬以降
■ そ の 他　申請書類などは担当課に用意していま
　　　　　　 す。また、町ホームページからダウン
　　　　　　 ロードできます。

その２　自主的なまちづくり活動を応援！
⑦イベント（研修会等含む）開催事業
⑧その他町長が必要と認める事業
■ 交付金額　１事業あたり上限３０万円
■ 応募方法　６月１５日㈭まで担当課に企画書を
　　　　　　 提出
■ 採択可否　町で実施する審査会にて決定
■ 事業実施　７月中旬以降
■ そ の 他　申請書類などは担当課に用意していま
　　　　　　 す。また、町ホームページからダウン
　　　　　　ロードできます。

その３　海外での自分磨きを応援！
■ 申込締切
①第１次：６月３０日㈮
②第２次：９月２９日㈮
③第３次：平成３０年１月３１日㈬
■ 採択可否　町で実施する審査会にて決定
■ そ の 他　申請書類などは担当課に用意していま
　　　　　　 す。また、町ホームページからダウン
　　　　　　 ロードできます。
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
て

　新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
職
員
や
消
防

団
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
辞
令
を
交
付

し
ま
し
た
。
新
人
を
は
じ
め
職
員
に
は
新
た
な

気
持
ち
で
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
は
庁
舎
建
設
の
検
討
、
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
整
備
、
診
療
所
や
小
松
保
育
所
の
整
備
検

討
、
次
期
介
護
保
険
計
画
策
定
、
国
保
の
県
一

本
化
、
米
政
策
の
転
換
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整

備
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催
な
ど
重
要
案
件
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
役
場
内
の
異
動
は
小

規
模
な
も
の
に
と
ど
め
ま
し
た
。
継
続
し
て
事

業
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
特
に
庁
舎
な
ど
の
大
型
事
業

が
多
く
、
慎
重
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
将
来

的
な
財
政
見
通
し
を
立
て
な
が
ら
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

な
く
し
て
は
方
向
性
を
見
出
せ
ま
せ
ん
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　消
防
団
長
は
斉
藤
二
男
さ
ん
が
２
期
目
の
就

任
と
な
り
ま
し
た
。
長
岡
弘
一
、
神
尾
索
太
郎

両
副
団
長
を
は
じ
め
５
７
６
名
の
団
員
が
、
町

民
の
安
全
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
19
名
の
新

入
団
員
に
は
、
仕
事
と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
置
賜
広
域
病
院
組
合
が
今
月
か
ら
置

賜
広
域
病
院
企
業
団
と
な
り
、
運
営
方
法
が
変

わ
り
ま
し
た
。
県
と
長
井
市
、南
陽
市
、飯
豊
町
、

そ
し
て
川
西
町
で
構
成
す
る
支
援
体
制
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適

用
し
自
立
し
た
経
営
体
に
移
行
す
る
も
の
で
す
。

　今
ま
で
は
各
首
長
や
医
療
監
で
組
織
す
る
正

副
管
理
者
会
が
協
議
、
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

正
副
管
理
者
会
は
、
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、

経
営
改
善
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
専
任
の
企
業
長
に
経
営
を
委
ね
手
腕
を

発
揮
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
企
業
長
に

前
山
形
県
健
康
福
祉
部
長
中
山
順
子
氏
が
就
任
、

医
師
・
看
護
師
確
保
や
病
院
経
営
の
改
善
、
さ

ら
に
置
賜
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
総
合
病
院

の
発
展
を
め
ざ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
今

回
の
人
事
を
、
企
業
団
に
対
す
る
県
の
支
援
の

強
化
と
受
け
止
め
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
川
西
診
療
所
長
に
、
渋
間
久ひ
さ
し

総
合

病
院
長
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
生
は
自
治
医
科
大
学
の
１
期
生
で
、
地
域
医

療
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
町

民
の
健
康
を
守
る
た
め
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
」
と
心
強
い
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
川
西
町
協
力
隊
員
の
中
で
最
年

少
。
東
北
芸
術
工
科
大
学
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
２
年
間
、

地
域
お
こ
し
に
関
す
る
勉
強
し
、

中
退
。
川
西
町
の
人
・
自
然
の
魅

力
に
惹
か
れ
、
協
力
隊
に
な
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
今
年
の
目
標

は
、
顔
と
名
前
を
町
の
み
な
さ
ん

に
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
、

冬
を
乗
り
切
る
こ
と
。

　趣
味
は
ギ
タ
ー
、
歌
う
こ
と
、

絵
を
描
く
こ
と
。
料
理
を
食
べ
る

こ
と
・
作
る
こ
と
も
大
好
き
な
の

で
、
お
す
す
め
の
お
店
や
レ
シ
ピ

が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　町
の
み
な
さ
ん
が
ふ
ら
っ
と
立

ち
寄
れ
る
、
集
い
た
く
な
る
よ
う

な
場
づ
く
り
が
出
来
た
ら
な
と
考

え
て
い
ま
す
。

　　　　

  

　

第
60
回

　
新
隊
員
の
紹
介齋藤　尚

なお

・福島県福島市出身
・平成８年９月２０日生まれ

　今
年
度
は
新
隊
員
１
名
を
加

え
、
地
域
づ
く
り
６
名
・
農
業

研
修
生
４
名
・
遅
筆
堂
文
庫
研

究
員
１
名
、
計
11
人
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　各
隊
員
の
活
動
は
、
毎
月
コ

チ
ラ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
今
年
度
も
地
域
活

性
化
と
任
期
後
の
定
住
に
向
け

て
頑
張
り
ま
す
！

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.cat.omn.ne.jp

監
査
報
告

納
税
喚
起
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

中
小
企
業
補
助

住
宅
関
係
補
助

小
型
家
電
回
収

消
防
演
習
告
知

水
道
検
針
再
開

健
康
福
祉
情
報

く
ら
し
の
情
報

プ
ラ
ザ
・
町
長

ち
ま
る
情
報

農
業
関
係
情
報
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「
農
」
に
対
し

　
　
　
　真
剣
に
熱
い
想
い

　
農
道
百
笑
一
揆
は
、
親
か
ら
受
け
継
い

だ
資
源
を
守
る
た
め
、「
農
」
に
対
し
て

真
剣
に
熱
い
想
い
を
持
っ
た
、
吉
島
地
区

の
農
業
青
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
平

成
26
年
８
月
に
結
成
さ
れ
、
町
内
外
の
若

者
15
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　平
成
28
年
度
は
、
活
動
の
ベ
ー
ス
に
な

る
自
主
研
修
や
、
町
外
や
都
市
部
と
の
交

流
活
動
、
農
産
物
や
加
工
品
の
販
路
拡
大

と
商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

自
主
研
修
で
は
、「
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
力
」・

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」・「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
や
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
を
学

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
農
産
物
に
付

加
価
値
を
つ
け
る
た
め
、
野
菜
や
果
物
を

乾
燥
さ
せ
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
に
し
た
り
と

試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

　今
後
の
活
動
方
針
を
伺
う
と
、「
平
成

29
年
度
に
は
、
乾
燥
野
菜
な
ど
の
試
作
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
商
品
化
に
結

び
付
け
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を

交
流
都
市
で
販
売
す
る
こ
と
で
、『
こ
の

地
域
の
製
品
を
買
い
た
い
。』
さ
ら
に
は

『
こ
の
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
』
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
で

す
。」と
、代
表
の
髙
梨
裕
晃
さ
ん（
吉
田
）

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「農
」
に
真
剣
で
、
熱
い
若
者
た
ち
の

活
動
で
、
都
市
と
の
交
流
が
さ
ら
に
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

まだまだいる！町を盛り上げる若者たちと
　　　　　　　　　　　　　それを助ける町のサポート体制！

▲果物や野菜に付加価値を（試作品）

農
業
の
新
し
い
可
能
性
を
求
め
る
若
者
た
ち

農
道

　百笑
一
揆▲「農」に熱い若者たち（代表：髙梨裕晃さん 中央）
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●５月の休館日

日 月 火 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

●５月のおはなし会
５月１３日㈯ 午前 11 時～ 11 時 30 分　
・おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

こどもの本

おとなの本
『津島祐子　土地の記憶、いのちの海』

　　　　　　　　　　　　　　　河出書房新社編・刊

『子どもと作るスイーツ絵本　四季レシピ』
辻口博啓著　あすなろ書房刊

　昨年 2 月に亡くなった作家津島祐子さ
んの仕事を特集。津島さんの講演をはじ
め関わりの深かった作家のエッセーや作
品解説を収録した充実した内容です。作
品は家族や肉親の題材が多かったが、定
型・安定した家族の形はとれていなかっ
た。それは実生活における父・太宰治や
兄弟との関係葛藤があったからか、興味
深く読める作品です。

　辻口シェフによる子どもの
ためのお菓子作りの絵本。パ
ンケーキやクッキーなど基本
のお菓子から、こいのぼりフ
レンチトースト、かぼちゃプ
リンなど季節感あるお菓子も
たくさん。

●オススメ本の紹介
　～こども読書週間「小さな本の大きな世界」
　　　　　　　　　見る絵本？　読む図鑑？　～

●遅筆堂文庫読書会
　５月１４日（日）午後 2 時～

●井上ひさし展示室
　「井上ひさしと戯作」展

　プラザ寄席 Vol.27　
　　春風亭一之輔 独演会

チケット　 一　　　般　３，０００円
　　　　　 会　　　員　２，８００円
　　　　　 高校生以下　１，５００円 ( 当日各 200 円増）

【
こ
ど
も
読
書
週
間
の
催
し
】

　

４
月
28
日
㈮
～
５
月
７
日
㈰

　「お
は
な
し
の
森
ク
エ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「お
は
な
し

　た
か
ら
ば
こ
（
お
楽
し
み
袋
）」

５月２８日㈰　午後３時開演

　現在の落語ブームの牽引者にしてトップランナー
「春風亭一之輔」師匠の高座を間近で見れる貴重な
機会です。お見逃しなく！！

イヌの仇討ち

いわむらかずおさんのおはなし会と講演会
「１４ひきとこどもと自然」

宝くじ文化公演　こまつ座 第１１８回公演

井上ひさし　作
東　憲司　　演出

公演日　８月４日㈮ 午後６時３０分開演
一　　　般　３，０００円
高校生以下　１，０００円

前売り開始！

こまつ座初公演から２９年の
時を経て、今蘇る井上ひさし
が描いた吉良上野介から見た

「忠臣蔵」異聞。

「この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金になっています。」

６月１８日㈰　午後１時３０分～

入場料　大人　１，０００円
　　　　（当日１，２００円）
　　　　高校生以下　無料

　子どもたちに長く愛されてき
た「14 ひき」シリーズの絵本
作家いわむらかずおさんをおよ
びしてのおはなし会と講演会で
す。おはなし会のあとに絵本の
販売とサイン会があります。

▲いわむらかずおさん

５/13
㈯
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ラ
ー
に
よ
る
熱
い
戦
い
と
、
町
の
ん
ま
い

も
の
が
会
場
で
味
わ
え
、
当
日
に
は
約

７
０
０
名
の
お
客
様
が
詰
め
か
け
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　代
表
の
江
本
一
宏
さ
ん
（
上
小
松
）
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、

な
ん
だ
か
大
き
く
て
遠
い
、
人
事
の
よ
う

に
も
思
え
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、『
面
白
い
こ
と
は
自
分
た
ち
で
』
と

い
う
考
え
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
を
『
自

分
ご
と
』
と
し
て
考
え
、
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　メ
ン
バ
ー
た
ち
も
子
ど
も
の
こ
ろ
に
見

た
町
の
原
風
景
が
好
き
で
、
町
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
き
ま
し
た
。「
だ
か
ら
こ
そ
、
子

ど
も
た
ち
に
も
町
で
楽
し
い
思
い
出
を
作

り
、
い
ず
れ
は
一
緒
に
面
白
い
こ
と
を
考

え
る
仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と
江
本

さ
ん
は
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
７
０
０
人
が
集
結

　
川
西
ヤ
ン
グ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
関
す
る
活
動
を
と
お
し

て
、
子
ど
も
の
競
技
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

町
内
で
の
大
会
開
催
や
、
県
外
の
大
会
に

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
他
団
体
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

26
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　毎
年
、
町
内
で
行
わ
れ
る
３
つ
の
大
会

の
他
、
７
つ
ほ
ど
県
外
の
大
会
に
出
場
し
、

選
手
の
技
術
向
上
と
交
流
拡
大
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
５
月
、
７
月
、
９

月
に
あ
る
町
内
の
大
会
に
、
毎
年
７
０
０

名
前
後
の
選
手
が
駆
け
つ
け
、
多
く
の
観

光
誘
致
に
つ
な
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　事
務
局
の
本
間
翼
さ
ん
（
上
小
松
）
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
「
団
体
個
々

の
取
り
組
み
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
が
何
を
し
て
い
る
か
知
る
た
め
に
、

お
互
い
に
参
加
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

う
え
で
、
協
力
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に

協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
の
頃
み
た
原
風
景
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　大
切
に
し
た
い

　「川
西
町
を
お
も
し
ゃ
ぐ
す
る
若
者
の

会
」
は
、
町
内
の
若
者
が
主
体
的
に
お
も

し
ゃ
い
事
業
に
取
り
組
み
「
や
れ
ば
で
き

る
」
と
い
う
自
信
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て

町
に
は
「
面
白
い
こ
と
を
考
え
、
行
動
す

る
大
人
」
が
い
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
世

代
に
見
せ
る
こ
と
で
、
町
を
盛
り
上
げ
た

い
。
と
い
う
思
い
で
、
平
成
28
年
に
町
内

の
20
代
前
半
か
ら
30
代
半
ば
の
若
者
た
ち

８
名
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
の
10
月
31
日
に
、
エ
コ
ス
ノ
ー

ド
ー
ム
前
駐
車
場
を
会
場
に
「
こ
ま
つ
☆

ん
め
も
ん
プ
ロ
レ
ス
」
を
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。
み
ち
の
く
プ
ロ
レ
ス
の
レ
ス

町
を
お
も
し
ゃ
ぐ
す
る
た
め
に
集
う
若
者
た
ち

川
西
町
を
お
も
し
ゃ
ぐ
す
る
若
者
の
会

特集：町を盛り上げる！　若者たちの挑戦！

開催
月 大会名称 会場 平均参

加人数

５月 まどかカップ 3 時間耐久
マウンテンバイク大会

川
西
ダ
リ
ヤ
園

　
　
　特
設
コ
ー
ス

250 人

７月 夏の７時間耐久
マウンテンバイク大会 200 人

９月 ダリヤカップ
マウンテンバイク大会 230 人

▲町内大会の開催状況。
まどかカップは今年２０回目

① ②

①雨の中白熱したまどかカップ（H28.5.4）
②今後の抱負を語る本間さん（左）と塚田君（右）

▲間近で繰り広げられる試合に
　会場中が大興奮！

（H28.10.31「こまつ☆んめもんプロレス」

▲代表の江本さん

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
と
お
し
て
広
域
の
交
流
拡
大
を

川
西
ヤ
ン
グ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
チ
ー
ム

※
こ
ま
つ
☆
ん
め
も
ん
プ
ロ
レ
ス
今
年
も

　開
催
！
　９
月
３
日
㈰ 

午
前
10
時
～



　多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
ご
功

績
に
よ
り
、
次
の
３
名
の
方
々
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
長
年
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　特別
表
彰
】

・
西
山
晋
隆
さ
ん
（
上
小
松
）
在
職
：
24
年

【
全
民
児
連 

一
斉
改
選
に
伴
う
永
年
勤
続

　
　
　
　退任
民
生
委
員・児
童
委
員
表
彰
】

・
西
山
晋
隆
さ
ん
（
上
小
松
）
在
職
：
24
年

・
島
貫
明
さ
ん
（
上
小
松
）
在
職
：
18
年

・
山
口
和
子
さ
ん
（
小
松
）
在
職
：
15
年

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
功
績
を
讃
え
て

～
３
名
の
方
が
受
賞
～

▲左から島貫明さん、西山晋隆さん、山口和子さん

3/31

　玉
庭
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会
が
実
施
し

て
き
た
「
早
寝
・
早
起
き
・
家
族
で
朝
ご
は

ん
運
動
」
に
対
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら

表
彰
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　協
議
会
で
は
、
学
校
や
地
域
の
共
通
の
課

題
を
「
生
活
習
慣
の
改
善
」
と
し
て
、
基
本

的
生
活
習
慣
の
向
上
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　先
生
に
よ
る
食
育
講
話
や
、
生
活
リ
ズ
ム

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
記
入
な
ど
、
家
庭
の
協
力

を
得
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

玉
庭
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

▲吉村徹さん（左）と青山校長（右）が報告に

3/28

　4
月
3
日
㈪
、
平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
集
落
定
住
支
援

員
に
辞
令
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　今
年
度
か
ら
新
た
に
齋
藤
尚
さ
ん
（
福
島

県
出
身
）
を
迎
え
、
11
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
川
西
町
へ
の
移
住
定
住
促
進
の
た

め
、新
た
に「
集
落
定
住
支
援
員
」を
設
置
し
、

江
本
一
宏
さ
ん
（
上
小
松
）
が
就
任
し
ま
し

た
。
江
本
さ
ん
に
は
、
空
き
家
調
査
や
移
住

定
住
に
関
わ
る
相
談
窓
口
と
な
っ
て
、
移
住

定
住
に
取
組
む
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

11
名
の
協
力
隊
を
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
辞
令
交
付
式
～

▲新たに加わった齋藤尚さん（前列左）と
　集落定住支援員になった江本一宏さん（前列右）

4/3

　４
月
２
日
㈰
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に

て
平
成
29
年
度
川
西
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
よ
り
齋
藤
二
男

団
長
に
辞
令
交
付
の
後
、
団
長
か
ら
消
防
団

幹
部
と
19
名
の
新
入
団
員
の
み
な
さ
ん
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　辞
令
交
付
後
に
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

新
入
団
員
は
、
消
防
で
の
基
礎
的
な
動
き
や

消
防
団
員
と
し
て
の
心
得
を
学
び
ま
し
た
。

町
内
で
は
現
在
５
７
６
名
の
消
防
団
員
が
、

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
日
々
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
消
防
団
員
の
み
な
さ

ん
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
に
辞
令
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
29
年
度
川
西
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

▲町長から辞令を受け取る齋藤団長

4/2

29　町報かわにし 平成２９年４月１５日 町報かわにし　4平成２９年４月１５日

今
ま
で
通
り
は
つ
ま
ら
な
い
！

若
者
ら
し
い
発
想
で
農
業
を
Ｐ
Ｒ

　ま
ず
は
じ
め
に
紹
介
す
る
の
は
「
Ｊ
Ａ

山
形
お
き
た
ま
川
西
地
区
青
年
部
小
松
支

部
」
の
取
り
組
み
で
す
。
小
松
支
部
の
メ

ン
バ
ー
は
、
農
業
に
携
わ
っ
て
い
な
い
若

い
人
た
ち
に
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
思
い
か
ら
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

５フ
ァ
イ
ブ」
と
い
う
戦
隊
に
扮
し
て

○
農
業
の
魅
力
発
信

○
川
西
産
米
の
消
費
拡
大
活
動

○
町
内
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

　平
成
26
年
か
ら
活
動
を
開
始
、「
他
の

支
部
で
は
や
ら
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
」

を
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
季
節
に
合
っ

た
農
作
業
関
連
の
動
画
を
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
配
信
を
始
め
ま
し
た
。
農
業
を

知
ら
な
い
人
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
と
、
専
門
用
語
は
解
説
し
な
が
ら
、

時
に
は
笑
い
を
織
り
交
ぜ
る
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

特集：
町を盛り上げる！　若者たちの挑戦！

　近年、町の若者たちの取組がさまざまなメディアに取り上げられたり、若者たちが中心になってイベン
トを開催している場面が増えています。あわせて、町ではそんな若者たちの積極的な挑戦や面白い企画、
海外での勉強などに対し、さまざまなサポート体制を整えています。
　今月号では、そんな若者たちにスポットをあてて、さまざまな分野で活躍する若者や、それを手助けす
る制度を紹介します。

▶『地上』２０１６年１１月号から
　　写真：鈴木加寿彦

て
た
５
種
類
の
お
米
を
食
べ
比
べ
て
投
票

し
て
も
ら
い
、
１
番
人
気
の
お
米
を
秋
に

売
り
出
そ
う
と
い
う「
Ｏ
Ｋ
Ｍ（
お
こ
め
）

総
選
挙
」
を
行
い
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

１
位
の
品
種
は
決
ま
り
ま
し
た
が
、
５
品

種
を
食
べ
比
べ
る
こ
と
自
体
が
好
評
だ
っ

た
こ
と
に
加
え
、「
お
米
の
個
性
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
５
種
類
の
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト
と

し
て
販
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、「
Ｊ

Ａ
青
年
組
織
活
動
実
績
発
表
」
に
川
西
地

区
代
表
と
し
て
出
場
し
、
置
賜
大
会
と
山

形
大
会
を
突
破
し
、
今
年
１
月
に
北
海
道

札
幌
市
で
行
わ
れ
た
「
東
北
・
北
海
道
地

区
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
見
事
優
秀

賞
に
選
ば
れ
、
審
査
員
か
ら
は
「
今
ま
で

に
な
い
取
り
組
み
で
大
変
良
か
っ
た
」
と

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「農
業
者
以
外
の
方
に
も
農
業
の
魅
力

を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
で
始

ま
っ
た
小
松
支
部
の
活
動
が
、
農
業
者
た

ち
に
も
広
ま
り
、
応
援
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

想
像
以
上
に
広
が
っ
た
取
り
組
み

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
動
画
配
信
の
他
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
食
農
教
育
も
、
戦
隊

の
格
好
を
し
て
実
施
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

も
大
好
評
で
、
そ
の
活
動
が
次
第
に
広
ま

り
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
に
は
、
米
の
消

費
拡
大
の
一
環
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
育

　3
月
19
日
㈰
、
町
民
総
合
体
育
館
で
「
楽

し
い
走
り
方
教
室
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
参
加
し
た
小
学
1
～
6
年
生
ま
で
の
35
名

が
、
楽
し
み
な
が
ら
「
走
る
コ
ツ
」
を
学
び

ま
し
た
。

　ス
ポ
ー
ツ
か
わ
に
し
（
代
表
：
齋
藤
賢
二

さ
ん
）
主
催
で
、
講
師
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山

形
Ｔ
Ｆ
Ｃ
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
武
田
千

尋
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　教
室
で
は
、
常
に
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い

に
身
体
を
動
か
す
先
生
と
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
印
象
的
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し

く
学
ん
だ
2
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

楽
し
く
「
走
る
コ
ツ
」
を
学
ぶ

～
楽
し
い
走
り
方
教
室
～

▲楽しく、真剣に走り方を学ぶ

３/１９

　３
月
18
日
㈯
、
町
内
8
つ
の
小
学
校
で
卒

業
式
が
挙
行
さ
れ
、
１
０
９
名
の
卒
業
生
た

ち
が
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
な
が
ら
、

校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。　中

郡
小
学
校
で
は
、
11
名
の
卒
業
生
が

順
々
に
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
在
校
生
た
ち
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
呼

び
か
け
と
合
唱
が
贈
ら
れ
、
卒
業
生
た
ち
も

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
呼
び
か
け
と
合
唱

を
送
り
ま
し
た
。

　卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

で
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

希
望
を
胸
に
新
た
な
道
へ
の
旅
立
ち

　
　
　
　
　
　
　～
町
内
各
教
育
施
設
で
卒
園
式
、
卒
業
式
が
挙
行
～

▲思い出を胸に合唱を歌う卒業生（中郡小学校）

３/１８

　３
月
24
日
㈮
、
川
西
町
認
定
女
性
農
業
者

へ
の
認
定
証
交
付
式
を
行
い
、
川
崎
幸
さ
ん

（
時
田
）、
荒
井
和
子
さ
ん
（
下
奥
田
）、
吉

田
祐
子
さ
ん（
上
小
松
）、江
本
牧
子
さ
ん（
中

小
松
）
の
４
名
を
、
町
内
初
の
「
川
西
町
認

定
女
性
農
業
者
」
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

　式
で
は
、
町
長
か
ら
「
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
お

く
り
ま
し
た
。

　町
で
は
、
女
性
農
業
者
が
農
業
生
産
・
加

工
な
ど
の
基
幹
的
な
担
い
手
と
し
て
、
高
い

社
会
的
評
価
や
位
置
づ
け
を
得
て
活
動
で
き

る
よ
う
、
女
性
の
活
躍
を
応
援
し
ま
す
。

４
人
の
川
西
町
認
定
女
性
農
業
者
が
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　～
川
西
町
認
定
女
性
農
業
者
へ
認
定
書
の
交
付
～

▲左から江本牧子さん、吉田祐子さん、
　　　　川崎幸さん、荒井和子さん

３/２４

　

3
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰
の
2
日
間
、
玉
庭

地
区
の
8
会
場
で
「
第
19
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
７

７
９
名
の
観
光
客
が
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
ひ

な
人
形
や
郷
土
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　８
つ
の
会
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
古
今
雛
や

享
保
雛
の
ほ
か
、
相
良
人
形
や
成
島
人
形
が

展
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
ひ
な
飾
り
の
特
徴

や
作
ら
れ
た
時
代
な
ど
を
教
え
て
も
ら
え
、

お
客
様
は
興
味
津
々
に
聞
き
入
り
な
が
ら
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
お
ひ
な
さ
ま
と
、
手
作
り

の
郷
土
料
理
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
お
ひ
な
さ
ま
を
堪
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
第
19
回
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
～

▲大きさや形がさまざまな人形たち

３/２５
～２６
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か
ら
も
、
農
業
の
魅
力
や
米
の
消
費
拡
大

に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
、前
向
き
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　同
じ
世
代
の
方
で
も
、
何
か
は
じ
め
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
「
失
敗
し
た
ら
」・

「
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
」
な
ど
、
結

果
を
気
に
し
て
し
ま
う
と
な
か
な
か
前
に

は
踏
み
出
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
ん
な
時
は
「
ま
ず
始
め
て
み
る
」。

そ
し
て
「
自
分
た
ち
が
楽
し
む
」。
そ
の

２
つ
が
大
切
だ
と
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
小
松
支

部
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
た
ち
は
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
が
大
切

　『初
め
は
、軽
い
気
持
ち
で
活
動
し
、「
自

分
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
に
」
と
い
う
考

え
だ
っ
た
の
で
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
反
響

が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。』

と
支
部
長
の
齋
藤
聖
人
さ
ん
（
上
小
松
）

は
話
し
ま
す
。

　「農
業
に
携
わ
っ
て
い
な
い
若
い
世
代

に
、
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
」
た

め
に
行
っ
た
活
動
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広

が
り
、
結
果
と
し
て
農
業
を
し
て
い
る

方
々
に
も
共
感
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
ま

た
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
人
に
出
会
い
、
支
部
の
メ

ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
得
る
も
の
が
あ
っ
た

取
り
組
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
齋
藤
さ
ん

は
、
今
後
の
支
部
活
動
の
展
望
を
「
こ
れ

ファーマーズ５の活躍は
　フェイスブックページで！

　山形おきたま農協青年部小松支部のメン
バーが「ファーマーズ５」となり、平成２６
年から活動開始。
　農作業の動画配信のほか、一服ピンクが町
の観光施設を紹介するコーナーも人気。農業
者はもちろん、農業者以外からも人気。

▲農業者や、一般の閲覧者も多数

年　　度 主な活動内容、実績など
平成２６年度 ・農作業風景の動画撮影、配信をスタート

・戦隊の格好での食農教育で子どもたちの人気者に！

平成２７年度
・継続した動画配信で、再生件数が４０００件以上に！
・日本農業新聞、毎日新聞などに掲載される
・平成２７年度置賜地域農林水産若者賞受賞！

平成２８年度
・一般社団法人家の光協会発行「地上」１１月号の表紙に！
・「OKM（おこめ）総選挙」。５品種の食べ比べが大好評。
・「東北・北海道地区ＪＡ青年大会」優秀賞受賞。

▲お米には、それぞれ特徴あるパッケージが ①

②

③

①ファーマーズ５の食農教育は、子どもたちに大人気。
②、③活動は「自分たちが楽しむ」ことが大切。打ち合
わせも、撮影も楽しく行うメンバーたち。

▲これまでの活動経過。ＳＮＳ、新聞や雑誌など各方面から注目。

結果として、僕たちも多くのものを得ることができました。
◀
『
地
上
』
２
０
１
６
年
11
月
号
か
ら

　
　写
真
：
鈴
木
加
寿
彦
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４月の町税等 川西町の人口

15,727 人　（－ 46）
男　　　7,685 人（－ 22）
女　　　8,042 人（－ 24）
世帯数　5,133 世帯 ( － 2)

※3月末日現在の住民基本台帳人口

●軽自動車税（全期）
●上下水道使用（３月概算分）
口座振替日　４月２８日㊎
納付期限　　５月　１日㊊

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

「わが家のおぼご」を掲載しませんか？（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名」「連絡先」「お子さんの名前（ふり
仮名付）・年齢」「メッセージ（２0 字前後）」を記入し、写真をメール
で送付ください。（町内在住で３歳までのお子さん限定）
▶５月号募集期間：４月１４日㈮～ 5 月２日㈫
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

◆公式フェイスブックページをチェック！◆
町の出来事やイベント情報など、新鮮な情報を手軽にあなた
のお手元へ！まずは「いいね」を押してみよう！

【おめでとう そして ありがとう】
は、３月に掲載の申し込みがあっ
た方のみ掲載しています。
　氏名は、申込書のとおり掲載し
ていますので、戸籍や住民基本台
帳の表記と異なる場合があります。

…３月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

樋口　まさ ９５ 小　松

髙橋　せい ９１ 吉　田

巻坂　輝一 ７１ 上小松

須藤　春子 ８２ 洲　島

澤村　サキ ９２ 下小松

色摩　まさ ９７ 中小松

齋藤　和雄 ８４ 大　舟

近野　敏朗 ７９ 吉　田

小形　清男 ８３ 下平柳

嵐田　勇三 ８９ 堀　金

鈴木與惣次 ８５ 大　塚

齋藤　芳友 ９６ 時　田

橋本　貞代 ８９ 上小松

関川　千惠 ９０ 西大塚

新郎　　　　　　　新婦 大字

齋藤　裕也 ♥ 伊藤　歩実 吉　田

後藤　和郎 ♥ 佐藤　　綾 西大塚

氏名 性別 保護者 大字

須貝　希
の あ

愛 女 悠也 ・ 沙羅 上小松

舟山　杏
あ ん り

凜 女 達朗 ・ 佳奈 中小松

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん ２名

ご結婚おめでとう　２組

ご冥福を祈ります

毎
月
掲
載
募
集
中
！

島
津
　花は

な菜
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
　
　
　
　
　
　

も
り
も
り
食
べ
て
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
お
っ
き
く
な
り

ま
す
♪
　
　
　
　
　
　（島
津
友
幸
　美
沙
：
吉
田
）

井
上
　陽ひ

な
たち

ゃ
ん （
２
歳
）

い
つ
ま
で
も
兄
妹
３
人
仲
良
く
ね

　
　
　
　
　
　
　（井
上
清
人
　裕
美
：
高
山
）
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役場新庁舎の
　建設に向けて

　現
在
の
役
場
本
庁
舎
は
、
建
設
か
ら
58
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
実

施
し
た
耐
震
診
断
で
は
、
役
場
本
庁
舎
と
中
央
公
民
館
と
も
、
震
度
６
強
以
上
の
地
震
で
崩
壊
、
倒
壊
の
危
険
性

が
高
い
と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
や
、
昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
役
場
本
庁
舎
が
被
災
し
、
復
旧
へ
の
指
揮
対
応

の
遅
れ
が
発
生
し
、
本
町
の
場
合
も
、
役
場
が
災
害
本
部
の
機
能
を
迅
速
に
果
た
せ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
で
は
新
庁
舎
の
整
備
に
向
け
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
役
場
の
現
状
や
課

題
と
、
こ
れ
か
ら
の
進
め
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

建
設
か
ら
58
年
が
経
過
し
た

　
　
　
　現在
の
役
場
庁
舎

　現
在
の
役
場
本
庁
舎
は
、
昭
和

34
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
総
事

業
費
は
約
３
４
０
０
万
円
で
、
当

時
は
珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
３
階
建
で
、
町
民
の
見
学
が
相

次
い
だ
そ
う
で
す
。

　そ
の
後
、
昭
和
42
年
に
第
１
分

耐
震
診
断
の
結
果

　
　
　
　
「
倒
壊
の
危
険
性
」

　万
が
一
本
町
を
大
地
震
が
襲
っ

た
場
合
、
役
場
本
庁
舎
が
災
害
対

策
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

役
場
本
庁
舎
及
び
中
央
公
民
館
は
、

昭
和
56
年
の
新
耐
震
基
準
以
前
の

建
物
で
あ
る
た
め
、
町
で
は
平
成

26
年
度
末
に
耐
震
診
断
を
実
施
し

ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
耐
震
基
準
の
Ⅰ

ｓ
値
０・
７
以
上
に
対
し
、
０
・

１
５
４
か
ら
０・
５
５
６
と
耐
震

工
事
が
必
要
で
、
費
用
は
合
わ
せ

て
17
億
円
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

庁
舎
（
現
地
域
整
備
課
）、
昭
和

45
年
に
中
央
公
民
館
、
平
成
５
年

に
第
２
分
庁
舎（
現
産
業
振
興
課・

農
地
林
務
課
）
が
建
設
さ
れ
、
現

在
の
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　役
場
本
庁
舎
及
び
中
央
公
民
館

の
耐
用
年
数
は
と
も
に
50
年
で
す

が
、
本
庁
舎
は
す
で
に
58
年
、
中

央
公
民
館
も
47
年
を
経
過
し
て
い

ま
す
。

▲現庁舎の建設を知らせる町報（昭和 33年 9月）

▲町民にとって利用しやすい庁舎に

老
朽
化
や
分
散
化
が
課
題

　こ
の
よ
う
に
、
庁
舎
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と

に
加
え
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭

で
部
署
が
分
散
化
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
町
民
の
利
用
面
で
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。
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紅大豆入り野菜と
　　半熟卵のスープ
✿ 材料＜４人分＞
○春キャベツ　　　　　　○卵
○にんじん　　　　　　　○コンソメ
○玉ねぎ　　　　　　　　○水
○ベーコン　　　　　　　○塩・こしょう
○紅大豆
✿ 作り方
①春キャベツは１㎝幅のせん切り（一口大にちぎるも可）
　人参は１㎝幅の短冊切りにし、下茹でまたはレンジに
　かける。玉ねぎも１㎝幅に切る。ベーコンは短冊に切る。
　紅大豆は戻して茹でておく。
②ベーコンを鍋で軽く炒めて、水・コンソメを入れてひ
　と煮立ちさせ、紅大豆と人参、玉ねぎを入れて１分程
　度煮る。
③キャベツを入れてひと混ぜし、卵を一つずつ割り入れ、
　蓋をして好みの硬さに火を通す。仕上げに塩・こしょ
　うで味を調える。

４個
１個

８００cc
各少々

みんなで
食 育

４０ｇ
４０ｇ
２０ｇ
２枚

１６ｇ

を調整しています。この時計が乱れると、疲れ
が取れにくい、よく眠れない、やる気が起きな
いなどといった不調を起こすことも少なくあり
ません。
　乱れた体内時計を整えるには、朝がチャンス
です。食事のリズムや光の刺激で体内時計をう
まく整え元気に生活しましょう。

オ
ー
プ
ン
１
周
年
祭
を
開
催
！

　
み
な
さ
ま
の
ご
愛
好
の
お
か
げ
で
、「
か

わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
は
５
月
14
日
で

１
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
オ
ー
プ
ン

１
周
年
祭
を
開
催
し
ま
す
。
川
西
ダ
リ
ヤ

園
球
根
直
売
会
や
こ
ま
つ
市
の
出
張
販
売
、

そ
の
他
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

✿
期
日
：
５
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰

✿
時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

体内時計を整えて

からだ元気

お
母
さ
ん
の
味
方
に
な
れ
れ
ば

　マ
ッ
キ
ー
菜
園
の
商
品
は
、「
お
母
さ

ん
の
手
料
理
を
お
子
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
」
と
、
忙
し
い
お
母
さ
ん
で

も
「
和
え
た
り
、
炒
め
た
り
す
る
」
だ
け

も
美
味
し
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
子
育
て
中
や
働
く
お
母
さ
ん
た
ち

に
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

まっきー菜園
江本　牧子さん
（中小松）

　今
月
の
お
す
す
め
は
、
ま
っ
き
ー
菜
園

さ
ん
の
商
品
で
す
。

　ま
っ
き
ー
菜
園
さ
ん
は
、
原
材
料
は
す

べ
て
「
自
然
栽
培
」。
農
薬
や
化
学
肥
料

な
ど
は
一
切
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

加
工
の
際
も
化
学
調
味
料
や
食
品
添
加
物

を
使
わ
な
い
こ
だ
わ
り
の
逸
品
で
す
。

　ぜ
ひ
お
試
し
い
た
だ
き
、「
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
の
お
う
ち
ご
は
ん
」
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

・
甘
酒
糀
＆
バ
ジ
ル
（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
）

・
玉
ね
ぎ
＆
バ
ジ
ル
（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
）

・
熟
成
た
れ
物
語
（
焼
き
肉
の
た
れ
）

・
バ
ジ
ル
＆
職
人
の
味
噌

・
に
ん
に
く
田
楽

　
　
　な
ど
、
全
９
品

　わたしたちの体には、「体
内時計」があり身体の機能

体内時計を上手に調節するポイント

✿生活リズムを整える（就寝、起床、食事など）
✿朝目覚めたらカーテンを開けて、
　太陽の光を浴びる
✿朝食を食べる
✿夕食が遅くなる場合は、
　夕方に軽食を取り入れる

原
料
も
手
作
り

身
体
に
や
さ
し
い
調
味
料
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国
の
支
援
を
活
用
し
て

　ま
た
、
町
と
議
会
で
は
「
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
役
場
が
町
民

の
安
全
を
守
る
砦
で
あ
る
」
と
、

施設名 本庁舎 教育総務課
（中央公民館）

第 1分庁舎
（地域整備課）

第２分庁舎
（産業振興課、
農地林務課）

建設年度 昭和３４年 昭和４５年 昭和４２年 平成５年

経過年数 ５８年 ４７年 ５０年 ２４年

延床面積 1,984.7㎡ 2,369.4㎡
（478.3㎡） 729.0㎡ 313.7㎡

構造
（階層）

鉄筋コンクリート造
（3 階建）

鉄筋コンクリート造
（４階建）

鉄骨造
（3 階建）

プレハブ造
（1 階建）

耐用年数 ５０年 ５０年 ３８年 ３０年

耐震診断
（※ Is 値）

※耐震不足 
（0.221-0.556）

※耐震不足
（0.154-0.306）

※耐震不足：Is 値 0.7 未満。本庁舎及び中央公民館とも、震度 6 強以上の地震で崩壊、倒壊の危険性が高い
※ Is 値：構造耐震指標。建物の強度や粘りに加え、その形状や経年状況を考慮した構造耐震の指標

平
成
32
年
度
内
で
の

　
　
　
　
　完
成
を
目
指
す

　こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら

庁
舎
建
設
基
金
を
造
成
し
、
平
成

28
年
度
末
で
２
億
６
０
０
０
万
円

を
積
み
立
て
、
新
庁
舎
建
設
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、昨
年
度
に
策
定
し
た「
か

わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次

川
西
町
総
合
計
画
）」
や
、「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
で
は
、

役
場
庁
舎
を
「
災
害
対
応
の
重
要

な
拠
点
と
し
て
町
民
の
安
全
・
安

心
の
観
点
か
ら
更
新
整
備
を
図

る
」
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

国
に
対
し
て
財
政
支
援
策
を
強
く

要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　国
で
は
、
平
成
28
年
４
月
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
で
役
場
が
被
災

し
、
復
旧
に
支
障
が
出
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
市

町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
、
役
場
庁
舎
建
設
は

「
市
町
村
の
自
前
」
が
原
則
で
し

た
が
、
こ
の
事
業
に
よ
り
国
の
支

援
を
受
け
て
建
設
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
事
業

は
「
平
成
32
年
度
ま
で
の
完
成
」

が
要
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た

計
画
を
早
急
に
策
定
す
る
た
め
に
、

役
場
内
に
検
討
組
織
を
整
え
、
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今
後
、
新
庁
舎
の
機
能
、
場
所

や
整
備
手
法
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

各
地
区
座
談
会
な
ど
、
み
な
さ
ん

と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
な
が
ら

基
本
方
針
や
基
本
構
想
の
策
定
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度

新庁舎建設

・先進事例調査
・基本方針、構想策定
・外部委員会設置
・各地区座談会など

新庁舎建設までの流れ

問
町
未
来
創
造
室
　

☎
42
ー
６
６
０
４

機能・規模
・組織機構
・機能（集約、複合化）
・防災機能、議会

庁舎の位置
・まちづくりデザイン
・土地利用
・都市計画

整備手法
・基金積立
・財源活用

新庁舎整備計画策定

役場内検討組織・外部委員会・座談会など

▲役場庁舎の建設年度など
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平成２９年４月１５日

　平
成
29
年
度
が
始
ま
っ
て
半
月
が
経
ち
ま
し
た
。

今
年
度
も
広
報
担
当
と
し
て
、
み
な
さ
ん
が
「
川

西
町
っ
て
い
い
と
こ
ろ
だ
な
」
と
思
え
る
よ
う
に

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　毎
年
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
話
題
に
な
る
花
粉

症
。
わ
た
し
も
３
、４
年
前
か
ら
つ
い
に
発
症
し

て
し
ま
い
、
花
と
目
を
こ
す
り
な
が
ら
じ
っ
と
耐

え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
年

は
不
思
議
と
症
状
が
出
な
い
。
花
粉
症
が
治
っ
た

の
か
、
今
ま
で
単
な
る
思
い
過
ご
し
だ
っ
た
の
か

…
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
春
の
温
か
さ
が
純
粋
に

う
れ
し
く
思
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　大

　
　編

　後
　集

　記
　今年度から、町報かわにしの表紙をリニューアル
しました。写真を天地いっぱい、町の魅力をいっぱ
い伝えられるようなデザインとしました。
　このロゴマークは（有）笹原印刷様にデザインし
ていただきました。一日も早く、みなさんに定着す
るように努めていきます。

　僕は、小学 5 年生からスノーボードをはじめ、小学 6 年生からハーフパイプの練習をはじめました。今年で
3 シーズン目を迎え、初めて大きな大会に出場しました。そして今回「ＪＳＢＡ第３５回全日本スノーボード選
手権大会 一般男子ハーフパイプの部」で優勝することができました。
　この大会で優勝したことで、プロ登録の資格がもらえました。今年の６月までにはプロ登録を済ませ、これか
らはプロ選手として、もっと練習して技を磨き、平野歩選手たちに追いつけるよう、そして世界の大会やオリン
ピックに出場できるように頑張っていきたいと思います。

未来に向かって　～第１３回～ 目
指
せ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！

Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
第
35
回
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権

　
　
　
　
　一
般
男
子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
の
部
優
勝
！

米沢中央高校１年生　土井　匠
たくみ

　君（下奥田）

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

ぼくも今日から１年生！ぼくも今日から１年生！

◆町公式フェイスブック◆◆町公式フェイスブック◆

～町立高山小学校入学式～
◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！
◆町公式フェイスブック◆◆町公式フェイスブック◆

平成29年平成29年
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